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はじめに




　はい、お久ひさしぶりです読者の皆みな様さま。

　著ちよ者しやの田中天たなか・たかしです。

　本書は『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ①　ＲＥＤ海かい賊ぞく団だん、出航！』（以下：『ＲＥＤ１』）の続ぞく巻かんとなっております。




　ところで、『ＲＥＤ１』未読で本書を手に取った方っていらっしゃいますでしょうか？

　もしもあなたがそれに該がい当とうするのであれば───初めまして＆ありがとう！

　で、本書が何かと申しますと、「リプレイ」というジャンルの読み物です。

　ＴテーブルトークＲロールＰプレイングＧゲームというゲームを遊んでいる様子を収しゆう録ろくし、読み物として整理・編へん集しゆう・演えん出しゆつを加え、書しよ籍せきの形にしてあります。

　古くは『ソード・ワールドＲＰＧ』シリーズ（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん／グループＳＮＥ）の各リプレイシリーズ（どれも名作揃ぞろいです）や、近年ですと、星海社ウェブサイトにて大だい好こう評ひよう連れん載さい中のＲロールＰプレイＦフィクション『レッドドラゴン』などで、ＴＲＰＧやリプレイのことをご存ぞん知じの方も多いと思われます。

　本書では、『アリアンロッド２Ｅ』（富士見書房刊）というゲームシステムを用い、主人公である「ＲＥＤ海賊団」が繰くり広ひろげる海賊アクションを描えがいております。

　海と自由をこよなく愛する好漢・キャプテンＲＥＤ。

　精せい霊れい船せんピジョンブラッドを受うけ継つぎ、憧あこがれの海へと乗り出した少女・ラクレ。

　百発百中の腕うで前まえを誇ほこる美しき狙そ撃げき女じよ王おう・ネヴィン。

　亡ぼう国こくの姫ひめ君ぎみ……といえば聞こえはいいが、中身はお金大好き猫ねこ娘むすめ・ゼニーナ。

　彼かれら四人が、伝説の〝禁きん断だんの島〟へと至いたるべく、世界の海を東とう奔ほん西せい走そう南なん船せん北ほく馬ば。

　前に立ちはだかるは、海の悪あく魔ま〝七しち海かい邪じや〟！

　……とまぁ、そんな感じのお話です。




　続巻の本書では、ページ大だい増ぞう[image: ]ページ！

　三つの話にぎゅっと冒ぼう険けんを詰つめ込こんで、ＲＥＤたちの旅はクライマックスを迎むかえます。

　どのような結末を迎えるか、ズバーンと読み進めてくださいませ！

　ようこそ、冒険の海へ！





本書に収おさめられた文章は、すべて架か空くうの出来事を扱あつかっています。

実じつ在ざいの人物・団だん体たい・思想・宗しゆう教きよう等とはなんら関係はありません。









前ぜん巻かんのあらすじ




　エリンディル北西〝鱈たらの海〟に浮うかぶセリィ島。その島の片かた隅すみに、ラクレという名の少女がひっそりと暮くらしていた。彼かの女じよは今は亡なき伝説の女海かい賊ぞくキャプテン・ルビィの娘むすめでありながら、海へ乗り出すことができず、閉へい塞そくした孤こ独どくな日々を送っていた。

　だが、ある日、浜はま辺べに漂ひよう着ちやくしていた若わかい男……海賊キャプテンＲＥＤを救助したときから、彼女の運命は動き始める。彼は謎なぞの幽ゆう霊れい船せんに敗北し、船を破は壊かいされ、島へ流れ着いたのだ。

　時を同じくして、セリィ島にアッティラ海賊団が襲しゆう来らい。これを撃げき退たいするため、ラクレはＲＥＤに、自分が母から受うけ継ついだ精せい霊れい船ピジョンブラッドを提てい供きようする。それは同時に、彼女もまた海賊の一員として海に乗り出すことを意味していた。

　ＲＥＤの仲間・ネヴィンやゼニーナも合流し、一行は首しゆ尾びよくアッティラたちを撃退する。

　そして、ＲＥＤ海賊団はピジョンブラッドで〝禁断の島〟への航海を決意。ひょんなことから保ほ護ごしたメーナームヤイ王国の姫ひめ君ぎみサラと共に、東方へと向かう。そこで待ち受けていたのは七しち海かい邪じやのひとり、〝憎ぞう悪おの船クロムクルー〟の契けい約やく者しやＪ・マローダーであった。

　激げき闘とうの末、Ｊ・マローダーは倒たおされ、メーナームヤイ王国は救われた。礼として女王より与あたえられた〝精霊の海図〟の欠片かけらは、禁断の島へ至るために必要な宝ほう具ぐであった……。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆さらに東へ！




　一巻かんの刊かん行こうより、しばしの時が流れた。

　幸いにして一巻は多くの方からご好こう評ひようをいただくことができた。

　アリアンロッド世界各地を紹しよう介かいするサプリメント『ディスカバリーガイド』製せい作さくに向けて、多くの知見が得られたのは確たしかだ。

　だが、我われながらやや風ふ呂ろ敷しきを大きくし過すぎてしまった気がしないでもない。

　そもそも、二〇一三年二月発売の『ディスカバリーガイド』と合わせる形で完結させるという話だったのに、「敵てきは七人！」とか多くねぇ？




「よし、ページ数を増ふやしてもらおう。ドカンと！」




　……というわけで、編へん集しゆうさんを拝おがみ倒たおし、[image: ]ページというボリュームが実じつ現げん。

　実に前ぜん巻かん比ひ[image: ]倍である。

　そこに、残る要よう素そをすべてブチ込んで、ＲＥＤ海かい賊ぞく団だんの旅を描えがききる！

　なかなかに手強そうな仕事だが、心躍おどるのも事実。

　さぁ、まずはセッションの収しゆう録ろくだ！




＊　　　＊　　　＊




　某ぼう月げつ某ぼう日じつ、いつものＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室。

　ＧＭである俺おれ（田中天）と、四人のプレイヤー……遠藤卓司えんどう・たくじ、水野暁子みずの・あきこ、しのとうこ、中なか村むらやにおは、セッションの準じゆん備びに勤いそしんでいた。

　前巻をお読みの方々にとっては既すでにお馴な染じみの面子めんつだが、改めて紹介しよう。




▼プレイヤー紹介①：遠藤卓司

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社に所しよ属ぞくする、ＴＲＰＧシステムデザイナー。愛あい称しようは「えんどーちん」。

　渋しぶい＆軽けい妙みよう洒しや脱だつな男だん性せいキャラクターが得意！

　担たん当とうキャラは、本シリーズの主人公、〝キャプテンＲＥＤ〟ことリチャード・エリック・ダイアモンズ。二刀の短たん剣けんを自じ在ざいに操あやつる陽気なタフガイだ。




▼プレイヤー紹介②：水野暁子

　俺のゲーム仲間のひとり。「面白いこと」へのレスポンスが極めて良い人で、また、キャラクターへの感かん情じよう移い入にゆう度どが高く、特に可か憐れんな女じよ性せいキャラクターが得意！

　担当キャラは、精せい霊れい船せんピジョンブラッド号の船主にして、もうひとりの主人公たる少女ラクレ。精霊船とリンクすることにより、攻こう撃げき的てきな召しよう喚かん魔ま法ほうを行使する。




▼プレイヤー紹介③：しのとうこ

『ダブルクロス The 3rd Edition』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）のメインイラストなどで知られるイラストレーター。

　勇ゆう敢かんで凛り々りしいキャラクターをプレイするのが上手！　また、水野氏の古い友人でもあり、会話の呼こ吸きゆうはバッチリである。

　担当キャラは、黒こく翼よく隻せき眼がんの美しき狙そ撃げき手しゆ〝大おお鴉がらす〟ネヴィン。錬れん金きん銃じゆうから放たれる弾だん丸がんは、百発百中必殺の威い力りよくを誇ほこる。




▼プレイヤー紹介④：中村やにお

『ダブルクロス・リプレイ・アカデミア』シリーズ（富士見書房刊）で好評を博したフリーライター。その名は、煙草たばこ（＝ヤニ）をこよなく愛するところからきている。

　シリアスもコミカルも、そしてグダグダもこなす硬こう軟なん自在のプレイング！

　担当キャラは、金きん銭せんと財ざい宝ほうと儲もうけ話に目がない亡ぼう国こくの姫ひめ君ぎみゼニーナ・シュセンドルフ。祖そ霊れいゼニゲバ様より授さずかったまじないで、敵てきを翻ほん弄ろうする。




ＧＭ：はーい、みなさんよろしくお願いしまーす。

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：さてさて、そんなわけで第二話っす。

やにお：ほいほい、今回もバッチリ金を儲けるとしますかね（笑）。

遠藤：前回は、メーナームヤイ王国を出航したところで終わったんだよな？

水野：その後、ピジョンブラッド号が、世界各地に散らばる精霊の海図の位置をバババーって表ひよう示じしてくれましたね。

ＧＭ：そうだったね。そして、期き限げん内ないにそれらを見つけ出し、禁きん断だんの島へと至いたり、一いつ攫かく千せん金きんウハウハになろうというのが君たちの目的だ。

しの：……時間はあとどれくらいあるんでしたっけ？

ＧＭ：一年という期き限げんのうち、前回終しゆう了りよう時点で一ヶ月半を消費しているね。

遠藤：残りは十ヶ月半だな。

やにお：余よ裕ゆうよゆー。

水野：旅自体は順調に進められましたもんねー。

ＧＭ：だが、これからもそう上手うまく行くとは限かぎらない……というわけで今回予告とギルドハンドアウトを読み上げよう。




●今回予告

　七しち海かい邪じやの一隻せき〝憎ぞう悪おの船〟クロムクルー号を打ち滅ほろぼし、メーナームヤイ王国を救ったＲＥＤ海賊団。

　次なる目的地は、ダイワ。

　サムライとニンジャが闊かつ歩ぽし、海運業が盛さかんな極東の島国だ。

　だが、そこもまた、七海邪の脅きよう威いに晒さらされていた。

　邪じや悪あくにたったひとりで立ち向かうのは、清せい純じゆん可か憐れんなサムライガール。

　ＲＥＤ海賊団は、果たして彼かの女じよと、彼女の故こ郷きようを救うことが出来るのか。




　アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ　第二話

『Piratesパイレーツ meetsミーツ Samuraiサムライ』

　ようこそ、冒ぼう険けんの海へ！




●ギルドハンドアウト

　精霊の海図を求め、君たちはダイワへと向かうことにした。

　ダイワは海洋国家であり、他国との貿ぼう易えきが盛さかんだ。ダイワならではの特産品はエリンディル西方でも高く評ひよう価かされている。良りよう質しつの交こう易えきルートを開かい拓たくすれば、君たちのパトロンであるトルバイン海運商会に大きな利り益えきをもたらすだろう。

　だが、ダイワは未知の場所だ。誰だれか、現げん地ちの情じよう勢せいに詳くわしく、信しん頼らいできる人物とのコネが欲ほしいのだが……と思案した矢先、君たちはひとりのサムライガールが窮きゆう地ちに陥おちいっている場面に出くわした！




遠藤：ほほう、次の舞ぶ台たいはダイワか。

水野：昔の日本みたいな場所でしたっけ？

ＧＭ：そうだよー。いくつかの島から構こう成せいされる群ぐん島とう国家で、タイクーンと呼よばれる武ぶ家けの棟とう梁りようが統とう括かつしている。統とう一いつ政せい体たいはあるけど、最近は内ない乱らんも多くなっているね。

水野：そんなところに貿易に行っても大だい丈じよう夫ぶなんですか？

ＧＭ：どこもかしこも戦せん乱らんの世というわけじゃないからね。鉄・銅どう・銀・黄金といった鉱こう物ぶつ資し源げんや、その加工品などは、他国でも高い評価を受けている。

やにお：黄金。黄金の国ジパングか！

遠藤：そう聞くと、大おお儲もうけのチャンスな気がするな（笑）。

しの：この「サムライガール」というのは、つまり、今回のヒロインですよね。

ＧＭ：そうだね。細かいことは登場した時に説明する。

やにお：しかもただの保ほ護ご対象じゃなくて、「貿易のコネになるかも」っていう直ちよく接せつ的てきな利益がありそう。素す晴ばらしい！（笑）

しの：大儲けできると、装そう備び品ひんもグッと良くなりますよね。楽しみだ。

ＧＭ：そんなわけで、今回予告とギルドハンドアウトの紹介は終わり。それでは、各キャラクターのレベルアップ作業をしてもらおうかな。

一同：はーい。




●キャラクターの成長（９→10レベル）

　一行は、前回に得た成長点と金を使用してＰＣを成長させ始めた。

　新たなレベルは10。

『ＡＲ２Ｅ』というゲームシステムにおいて、10レベルへの成長は特別な意味を持つ。

　メインクラスを上級クラスへとクラスチェンジすることが可か能のうになったのだ。上級クラスには強力なスキルが数多く用意されている。ＲＥＤ海賊団の戦せん闘とう能のう力りよくは、ひとつ上の段だん階かいに達したと言えるだろう。

　新しん規きサプリメント『アイテムガイド』発売後のセッションであったため、データは、当とう該がいサプリメント準じゆん拠きよとなっている。

　また、それに伴ともなう微び調ちよう整せいとして、戦闘スタイルが大きく変化しない程てい度どのリビルドを許きよ可かしている。

　そして、しばしの間、各人がルールブックやサプリメントとにらめっこする時間が流れる。

　三十分後、全員のレベルアップが完了した。




ＧＭ：よし、それじゃあ各人、成長報告を頼むよー。




　なお、以後の本文では、発言者をプレイヤー名ではなくキャラクター名で表記する。

・遠藤→ＲＥＤ

・水野→ラクレ

・しの→ネヴィン

・やにお→ゼニーナ




▼キャプテンＲＥＤ　クラス：エクスプローラー／バイキング

・クラスチェンジ：シーフ→エクスプローラー（上級クラス）

・取得スキル：《ボーパルアーツ》《レイザーストーム》

・新規アイテム：漆しつ黒こくの星、まだら色の魚ぎよ鱗りん




ＲＥＤ：オレは短たん剣けんの技わざを研とぎ澄すませ、エクスプローラーになった。《ボーパルアーツ》でダメージを底上げし、さらに《レイザーストーム》でシーン全体を攻こう撃げきするぜ。

ＧＭ：シーン攻撃が来たか～。

ラクレ：おおー、わたしと同じシーン攻撃仲間です！

ＲＥＤ：あとはリビルドで《ナイフパリィ》を取ったんで、自前でもダメージ減げん少しようできるようになった。軽やかによけつつも、当たっちまったときはナイフで被ひ害がいを抑おさえるんだ。

ネヴィン：それはいい。ＲＥＤは前線に飛び出ていくから、私わたしの《カバーリング》範はん囲いから外れてしまうものな。

ゼニーナ：わらわも一いち応おう前に出るとはいえ、一番攻撃を受けやすいのがＲＥＤなのは事実だから、生せい存ぞん能のう力りよくが上がるのは良いことなのだわ。

ＲＥＤ：道具を買ってちまちまと行こう動どう値ちを上げ、ＭＰガス欠防ぼう止しのためにＭＰポーションを多めに買かい揃そろえておいた。そんなとこかな。

[image: ]




▼ラクレ　クラス：ソーサラー／セージ

・クラスチェンジ：メイジー→ソーサラー（上級クラス）

・取得スキル：《ダブルキャスト》《バリアントマジック》

・新規アイテム：スピードアックス、バニッシュローブ




ラクレ：わたしは、《ダブルキャスト》を１レベル取得して、シナリオに一回だけ、一メインプロセスに二回の魔ま法ほう攻撃を行えるようになりました。

ゼニーナ：《アニマルパクト》があるから、シーン攻撃が二回まとめて飛ぶのだわ～。

ラクレ：先手を打って雑ざ魚こ一いつ掃そうです。そのために用意したのが、スピードアックス！

一同：アックス!?（爆ばく笑しよう）

ネヴィン：凶きよう悪あくな娘むすめになったな、ラクレ。

ラクレ：ち、違ちがうんですよ！　振ふり回まわすんじゃなくて、セットアッププロセスにこれを使うと行動値が＋10されて速くなれるんです！

ＲＥＤ：しかし装備品であることには変わりない（笑）。

ラクレ：あうあうあう。

ＧＭ：キャライメージもあるし、精霊船のオプションパーツくらいの演えん出しゆつを許ゆるそう（笑）。

ラクレ：ありがとうございます～。

[image: ]




▼ネヴィン　クラス：ウォーロード／アルケミスト

・クラスチェンジ：ウォーリア→ウォーロード（上級クラス）

・取得スキル：《ストラグルクラッシュ》《ハイパーゲイン》

・新規アイテム：トリックマント、戦士の環わ、強力火薬




ネヴィン：私は、《ストラグルクラッシュ》を取って、一回のメインプロセスに二回攻撃ができるようになった。そのダメージには、《ハイパーゲイン》で【筋きん力りよく】が上乗せ。

ＲＥＤ：ネヴィンの火力で二連続攻撃ってのはおっそろしいな。

ネヴィン：ふふふ。あと、成長点に余よ裕ゆうがあったので、太陽神アーケンラーヴに誓いを立てることにした。

ＧＭ：お。ゲッシュ持ちは、ゼニーナに続いてふたりめだね。どのゲッシュ？

ネヴィン：忍にん耐たいの誓ちかい。敵の攻撃は一切回かい避ひしない。その代わりに、命中判はん定てい＋１Ｄ。

ＧＭ：すごいな。薩さつ摩まの「捨すて奸がまり」みたい。

ラクレ：すてがまり？

ＲＥＤ：撤てつ退たいする味方を守るため、座すわり込こんだ状じよう態たいで迫せまる追手を撃うち続けるという戦法。

ラクレ：わぁぁ。か、かっこいいー！（笑）

ネヴィン：要するに私は、一個この固定砲ほう台だいになるわけさ（笑）。

[image: ]




▼ゼニーナ　クラス：プリースト／シャーマン

・クラスチェンジ：アコライト→プリースト（上級クラス）

・取得スキル：《スピリチュアルウェポン》《ディバインフォース》

・新規アイテム：クイックバンド、祝福の花




ゼニーナ：上級クラスのプリーストになって、ゼニゲバ様との結びつきが強くなったのだわ。

ＧＭ：守しゆ銭せん奴どのプリーストか……（笑）。

ゼニーナ：徳とくが高い僧そう侶りよには自然と金が集まるのだわ。スキルは、他人のダメージ強化をふたつ。まず、《ディバインフォース》。シナリオに一回だけ、他人のダメージロールに＋ＣＬ×５点を追加できる。今はレベル10だから、50点追加！

ＲＥＤ：ヒューッ！　オレかラクレのシーン攻撃に乗せると、かなりのもんだな！

ゼニーナ：シーン攻撃の手しゆ段だんが増ふえたんで、取っておいて損そんはないかなって。あともうひとつは《スピリチュアルウェポン》。

ＧＭ：シーン中、対象のダメージロールに＋10するスキルだな。

ゼニーナ：ニャッハッハ、これと《エチュード》が合わさることで、ダメージロールに＋25という効こう果かなのだわ！

一同：おおお～！
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●ギルドサポート

ＧＭ：さて、ギルド：ＲＥＤ海賊団のレベルも８に成長したわけだ。新しいギルドサポートをひとつ取得できるよ。

ラクレ：わーい。より団だん結けつ力りよくが高まりました！

ＲＥＤ：ふむ。何にするかってぇと───

ラクレ＆ネヴィン＆ゼニーナ：《カジノⅡ》!!

ＲＥＤ：……だよなぁ（笑）。




《カジノⅡ》

　ギルドレベル×一万Ｇまでの任にん意いの金きん額がくを賭かけ、ＧＭとプレイヤーで２Ｄを振ふり合い、ＧＭよりも高い出目を出せば賭かけ金きんが二倍になって返ってくるというギルドサポート。

　ギルドサポート《カジノ》の上位版ばんであり、一シナリオに一回だけ使し用よう可か能のう。




ＧＭ：やはりそうくるか……。

ゼニーナ：やー、前回は、バッチリ全勝して稼かせがせてもらったのだわ～。

ＲＥＤ：今回のギャンブルには、オレも参加するぜぇ。

ラクレ：三回使える《カジノ》と、《カジノⅡ》が一回で、合計四回挑ちよう戦せんできますもんね。全員勝って、たくさん豪ごう遊ゆうしましょう！

ゼニーナ：全部上じよう限げんまで賭けて勝てば、アガリは総そう額がく十万四千Ｇ！　これは血が滾たぎる。

ラクレ：ですよね！　ギャンブルって、胸むねがドキドキして素す敵てきです！

ＲＥＤ：ラクレ、すっかり賭と博ばくと金の魅み力りよくに取とり憑つかれたな。いいぞ！（笑）

ネヴィン：（アイテムガイドを見ながら）よし、カジノに行った後は、鎧よろいをリフレクトアーマーに買かい換かえよう。これで魔法防ぼう御ぎよも高められる。

ＧＭ：（歯ぎしりしつつ）すっかり勝った気か、ＲＥＤ海賊団ッ！（笑）




　なお、今回のセッションで持っていくギルドサポートは次のとおりである。

・《蘇そ生せい》（１）

・《祝福》（１）

・《薬やく剤ざい師し》（１）

・《天てん啓けい》（１）

・《カジノ》（１）

・《カジノⅡ》（３）

・《ＧＨ：ギルドキャラバン》（２）




●ＰＣ間コネクション

ＧＭ：さて、ＰＣ間コネクションは……さして変化ないよな？

ネヴィン：そうだなぁ。

ＲＥＤ：リプレイだから、関係表を載のせるんだろ？　変化ナシってのも寂しいし、追加するのはどうだ？

ラクレ：あ、それはいいですね！

ＧＭ：じゃあ、新参であるラクレを中心に考えてみよう。君からゼニーナとネヴィンにとるんだ。

ゼニーナ：おお、ラクレはわらわたちを尊敬してくれていいのだわ。

ＲＥＤ：強要するな（笑）。

ラクレ：そうですねー。（関係表を眺めながら）じゃあ……ふたりとも「信頼」にしておきますね。

ネヴィン：ん、ＯＫだ。

ゼニーナ：ほいほーい。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆卓たく上じようの激げき戦せん




　聖歴一〇〇九年十月十八日。東方、セーリア大帝国南東部の港町。

　マウ・カオと呼ばれるそこは、東方有数の〝ギャンブルシティ〟であった。

　中でもとりわけ高級な老舗カジノに、ＲＥＤ一行の姿はあった……。




ＧＭ：さて、オープニングだが……《カジノ》使うんだよね？

一同：うん！（笑）

ラクレ：（手て拍びよう子ししながら）ギャッンブルッ♪　ギャッンブルッ♪

ゼニーナ：当然勝つので、賭けるというよりは銀行にお金引き出しに行くって感じィ？

ＧＭ：勝った気でいやがるな……少し教育してやる。では、カジノについた。すると、流れのギャンブラーが乱入し、勝負を挑んでくる。「ついに見つけたわよ、ＲＥＤ海賊団！」

ＲＥＤ：え、誰？（笑）

ＧＭ：「あんたたちに倒されたディーラー、タナカの娘よ！」と、そこには金髪ツインテールの勝気そうな美少女ギャンブラーが！

一同：えええっ!?（爆笑）

ゼニーナ：タナカの娘って、お前ＧＭの娘じゃん！　まだ三歳のはずだろ！

ＧＭ：ゲームと現実を混同するな（笑）。名前は……そうだな、カジノ子としよう。




　ともあれ、《カジノ》開始である。

　唐突に現れたカジノ子との勝負だが、むろん、ルールに変更はない。




ゼニーナ：さーて、思いっきり毟りとってやるのだわ。……ふむ、今回はそっちが挑戦者みたいなもんだから、そっちから振るといいのだわ～。

ＧＭ：まぁ、どっちが先に振ろうと結果は変わらんし、いいけど。誰から勝負する？

ゼニーナ：（スパッと手を挙げる）わらわ！




▼ゼニーナの勝負

ゼニーナ：ふっふーん、わらわは当然、上限いっぱいの八〇〇〇Ｇで。さぁ、早くそっちの敗北のダイスを振りなさいな！

ＧＭ：「バ、バカにしてぇ……！」と、カジノ子さんは激げき昂こうしつつダイスを振る。出目は７。

ゼニーナ：あー、８以上でいいんでしょ？　楽勝楽勝……（ダイスを振る）いぎっ!?

ラクレ：出目が、２と４……合計６ですね……。

ＧＭ：やったぁぁぁぁ！　よっしゃぁぁぁ！　勝ったぁぁぁぁっ！

ゼニーナ：（呆ぼう然ぜんと）わ、わらわの八〇〇〇Ｇが……夢よ、これは夢なのだわ……！

・ゼニーナ：マイナス八〇〇〇Ｇ




▼ネヴィンの勝負

ＧＭ：カジノ子は「次はあんたを仕留めてやるわ、大おお鴉がらす！」と自信満々の表情。

ネヴィン：（クールな声で）できもしない言葉は吐くもんじゃない。……私も八〇〇〇Ｇだ。

ＧＭ：「吠ほえ面づらかかしてやるわ！」（ダイスを振る）ありゃ、こっちの出目は５か……。

ネヴィン：楽勝だな。（ダイスを振る）えっ？　あわわ、出目５……！

ＧＭ：出目が同じ場合……ＧＭの勝ち！

ネヴィン：慢まん心しんは死、か……（机に突っ伏す）。

・ネヴィン：マイナス八〇〇〇Ｇ




▼ラクレの勝負

ラクレ：ど、どうしましょう……もう一六〇〇〇Ｇも負けちゃってますよ！

ゼニーナ：勝つのだわ、ラクレ。あとがないのだわ。

ラクレ：な、なんというプレッシャー……。

ネヴィン：ラクレ。ここで勝てば、次の《カジノⅡ》でＲＥＤが使う種たね銭せんが増える。

ゼニーナ：《カジノⅡ》なら、わらわやネヴィンの負け分なんて吹き飛ぶのだわ！

ラクレ：……わかりました。でも、三〇〇〇Ｇ貸してください。わたし、買い物してて、残りは五〇〇〇Ｇしかないんです。

ＧＭ：借金してまでギャンブルかよ！（笑）

ゼニーナ：じゃあ、わらわが出しておくのだわ。

ラクレ：ヒリヒリするような感触が、たまらないです！　ともかく勝負しましょう！

ＧＭ：「面白い！　あんたみたいな奴、嫌いじゃないよッ！」（ダイスを振る）よし、10！

一同：ギャーッ!?

ラクレ：いいえ、勝ちますッ！（ダイスを振る）よしっ、11！

ＧＭ：「なぁんですってぇぇぇッッッ!?」

一同：やったぁぁぁっ!!（拍手）

・ラクレ：＋八〇〇〇Ｇ




ＧＭ：これでそっちの収支は、差し引きマイナス八〇〇〇Ｇか。

ＲＥＤ：損はしたが、なんとか許きよ容よう範はん囲い内ないだな。種銭は残せた。さぁ、《カジノⅡ》だ。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、そっちの賭け金を出してくれ。上限はギルドレベル×一〇〇〇〇Ｇ。




　相談の後、ＲＥＤ海賊団は賭け金を積み上げた。総額は───




ＲＥＤ：いくぜ、四〇〇〇〇Ｇ！　こっちの全財産だ！

ゼニーナ：わらわたちもすっからかんなのだわ。

ＧＭ：「嬉しいわね。全部賭けてくれるとは。そして、全部あたしがいただきよッ！」

ＲＥＤ：（渋い声で）いいやお嬢ちゃん。あんたじゃあ、イイ男のオレにゃ勝てねぇ。

ＧＭ：「見てて、父さん……！　あたしは、あたしは、ＲＥＤ海賊団を……超える！」




　ＧＭの出目は……３。




一同：よっしゃぁぁぁ！（拍はく手しゆ喝かつ采さい）

ＧＭ：（地の底から轟とどろくような声で）どうして……肝かん心じんのところで出目が腐くさりやがる……？

ＲＥＤ：な？　イイ男には勝てないのさ。

ＧＭ：「ぐやじぃぃぃぃ！」カジノ子さん、地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがる！　悔しがる！

ゼニーナ：ＲＥＤ、惚ほれ惚ぼれするのだわぁぁ～。

ネヴィン：ああ、さすが私たちのリーダーだ。

ラクレ：キャプテン、お願いします！

ＲＥＤ：ほらよっ！（ダイスを振る）




　ＲＥＤのダイスは、卓上を跳はね、そして……。




一同：えっ!?




　１と１。

　ピンゾロ




一同：馬っ鹿野郎ぉぉぉぉぉぉぉっ！（爆ばく笑しよう）




　───かくして、ＲＥＤ海賊団の大勝負は終わりを告げた。







◆Opening02◆夢破れて




　金がないのは首がないのと一緒。

　素す寒かん貧ぴんとなったＲＥＤたちは、逗とう留りゆうしていた高級ホテルからも叩き出された。




ＧＭ：（満面の笑み）おほほほほほほ。

ＲＥＤ：嬉しそうだな、ＧＭ……。

ＧＭ：いやぁ（ニヤニヤ）、完かん璧ぺきに勝利しちゃった？（ニコニコ）　みたいなグヒヒ！

ゼニーナ：不気味に笑いおって……。

ＧＭ：それじゃあ、全財産スッた直後のシーンをやろうか。君たちは金がなくなったのでホテルを叩き出されたんだぜ！（笑）




　なお、ＲＥＤたちは、一〇〇〇Ｇ未満の端は数すうは捨てて、本気で全財産を賭けていた。

　ここまですぽーんと負けると、いっそ清々しい。




ラクレ：秋の風って、こんなに冷たかったんだ……。

ＲＥＤ：あっはっは、ひでぇもんだな。

ゼニーナ：負けたくせに朗ほがらかになるんじゃねーわよ！（笑）

ネヴィン：本格的に金がないな。私は残り九五〇Ｇ。

ゼニーナ：ゼロ。ぐぬぬ……！

ＲＥＤ：ゼロ！

ＧＭ：綺き麗れいサッパリって感じだね。ラクレは？

ラクレ：ゼロ……あ、ギルドシートの管理金に、一〇〇Ｇ残ってました！

ＧＭ：なんてわびしい……ともあれ、これで合計一〇五〇Ｇか。せつないね（笑）。

ネヴィン：……おいおい、この九五〇Ｇは、私の食費としてとっておいたんだ。まとめないで欲しいな（←涼しい顔で）。

ゼニーナ：こいつ！　ケチ！　守銭奴！

ネヴィン：君が言うな（笑）。いやー、端数だから放っておいただけなんだが、結果的には命を繋ぐ金になったな。

ラクレ：これ、わたしが先にギルド管理金に気づいてたら……。

ネヴィン：賭けてたと思う。その場合、残りは五〇Ｇ（笑）。

ゼニーナ：そ、それを元手に、もう一度カジノに行って……！

ＧＭ：《カジノ》はもう使用したから無理！　それに、これ以上続けたら、ギャンブルシナリオになってしまう（笑）。

ラクレ：ギャンブルって恐ろしいです、ゼニーナさん……。

ゼニーナ：ＲＥＤが勝ってくれさえしてれば……なーにが「イイ男には勝てない」よ、このロクデナシ……！（ＲＥＤへジト目）。

ＲＥＤ：はっはっは！　なぁに、ダイワへの新しい航路を拓いたり、上手いこと貿易をやれば、四〇〇〇〇なんてすぐに取り返せるさ！

ラクレ：ＲＥＤはめげないなぁ。

ＲＥＤ：明るくして話を進めねぇと、負けを糾きゆう弾だんされまくるからな！（笑）

ゼニーナ：ダイワ……そっか、黄金や銀とかの鉱物資源が豊富って聞いたのだわ。

ＧＭ：一巻のラストでも言ったように、ダイワには精霊の海図の反応もあるよ。

ラクレ：やはりここは、精霊の海図とお金、両方を求めてダイワに行くのがいいんですね。

ＧＭ：「ＰＣが無一文になった」という理由により、シナリオ上で必要なモチベーションがさらに強化されたぞ（笑）。なお、航海にはＶＣボヤージユコストという経費も発生するのでお忘れなく。

ラクレ：おおっ、そういえばそうでした。お金がないとピジョンブラッドも動かない。

ＲＥＤ：夢と浪ろ漫まんの大航海が、そんな理由で頓とん挫ざしちゃあ大だい惨さん事じだぜ。

セニーナ：夢や浪漫には、お金が必要なのだわ……。

ＧＭ：では、一攫千金を求め、君たちはダイワへと向かうのであった……（笑）。




　ＧＭの想定外の展開である。

　だが、プレイヤーの自爆により、より強固に「頑張って稼がねばならん」というモチベーションが生まれたのは、実に良いことだ。

　ともあれ、欲望ゲージをギュンギュンと唸らせながら、ピジョンブラッドはさらなる東へと舵をとるのであった……。







◆Opening03◆彼女はサムライガール




　こうして、わたしたちは無一文状態でダイワへと向かったのです。

　航海は順調、でも稼ぎになりそうな出来事もありませんでした。

　そして十月二十二日。ダイワ近海に到とう達たつした、わたしたちが見たものは───




ＧＭ：いよいよシナリオ本番だ。ダイワ近海に到達した君たちは、奇妙な光景を目にする。ダイワがあるべき方角は、キラキラと黄金色に輝かがやく雲のようなものに包まれているんだ。

一同：おおっ？

ゼニーナ：黄金！　やったー!!　金だぁー!!　金の匂いがするのだわ!!

ラクレ：ゼニーナさん、落ち着いて！（笑）

ゼニーナ：（興奮して）ピジョンブラッド全速前進！　黄金をゲットするのだわ！

ＲＥＤ：待て待て待て！　あれがマトモな現象に見えるか!?

ゼニーナ：大丈夫！　ダイワは黄金の国！

ＧＭ：金に目が眩くらんでるゼニーナは置いといて、これが異常な現象であることはわかるよ。ピジョンブラッドは「魔術的な結界です。そして、七海邪の気配が感じられます」と報告。

ラクレ：！

ＲＥＤ：へへ、やっぱなぁ。

ネヴィン：つまり、その結界の奥だか近くに次の七海邪がいるのか？　じゃあ、とっとと突っ込んでケリをつけようじゃないか（←なんだか嬉しそう）。

ラクレ：ネヴィンさんらしい……。

ゼニーナ：ほらほらＲＥＤ、ネヴィンも賛成なのだわ。ＧＯＧＯ！（笑）

ＲＥＤ：ふーむ。ほかに手がかりがなさそうなら、近寄ってみるのも手だけどな。

ＧＭ：では、そうやって海の向こうを見る君たちの視界に、別の船が入ってくる。

ラクレ：望遠鏡でよーく見てみます。




　レンズ越しに見えたのは、数すう隻せきの大きなガレー船。しっかりと海賊旗が翻ひるがえってます。

　船のデザインは、エリンディル西方とはちょっと違うみたい。

　何より目を引いたのは───




ＧＭ：ガレー船の甲板では、大立ち回りが演じられている。無数の人型ゴーレムを、ひとりの人物がバッタバッタと薙なぎ倒たおしているのがわかるよ。

一同：おおおっ？




　それはそれは凛々しい女の子でした。

　淡あわいピンクのダイワ服に、黒い帯。

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの長い髪を後ろで束たばね、その手に持つのは大きなカタナ。

　燕つばめのように身軽に動き、並なみみ居いるゴーレムを次々と斬り伏せていきます。




ラクレ：おお、つまり彼女が、シナリオタイトルにあったサムライガール。

ＧＭ：（こくりと頷く）少女は《トルネードブラスト》でモブのゴーレム部隊を一蹴したかと思うと、返すカタナで巨大ゴーレムを《レイジ》からの《ストラグルクラッシュ》で破壊。折れたカタナを捨てて新たな一振りを抜ぬき放ち、ぴょーんと次の船に飛び移うつる。

ラクレ：す、すごい！　使用スキルの説明まで！（笑）

ネヴィン：クラスはウォーロード／サムライだな。

ＧＭ：圧倒的優勢だった彼女だが、突如、ゴホゴホと激しく咳せきこみ始め、膝をついてしまう。その隙すきを逃さず、巨大ゴーレムの拳が炸裂。船の欄らん干かんを越え、海へと叩き落される！

ラクレ：ああっ！　大変だ！

ＧＭ：全員【知力】で判定して。難易度は15。《ヒストリー》を持っているなら使用可。

ゼニーナ：軽々成功～。達成値17。

ＧＭ：なら、吹き飛ばされた衝しよう撃げきで彼女の胸元から飛び出た印いん籠ろうに、アオイ家……ダイワのタイクーン一族の紋が記しるされていることに気づく。

ゼニーナ：あれは、アオイの家か紋もん！

ＲＥＤ：おおっ？　アオイ家のサムライガール？　それって……。

ゼニーナ：（くわっと目を見開き）助けるのだわ！

一同：おおっ!?

ゼニーナ：お偉いさんなら、助ければ礼金もたんまり！　財ざい政せい難なんも一挙解決！

ネヴィン：確かに。事実、メーナームヤイ王国では、姫様を助けて色々と得をした。

ＲＥＤ：博打ばくちで負けた直後に、こういう出会い。人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬うまってぇ奴だなぁ。

ＧＭ：そうこうするうちに、ガレー船の甲板から狙撃型ゴーレムが身を乗り出し、波間に漂ただよう少女めがけて一斉射撃を始める。

ラクレ：わわっ！　ともかく、女の子を早く助けましょうよ！

ＲＥＤ：ＯＫ、ラクレ。ピジョンブラッド、全速前進だ！

ラクレ：はいっ！




　辿り着いたダイワの海には、危険が満ちていました。

　七海邪の気配、黄金の結界、ゴーレム船団、そして謎のサムライガール……。

　この極東の地で、新しい冒険が始まります!!
















ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆ダイワのプリンセス




　戦いは、終わった。

　所詮は意志なきゴーレムどもの有う象ぞう無む象ぞう。ＲＥＤたちの敵ではない。

　波間を漂う少女を回収し、ＲＥＤはピジョンブラッドへと帰投した。




ＧＭ：ではミドルフェイズ。君たちが謎のゴーレム軍団に勝利し、少女を海から救い上げた場面から始まる。

ゼニーナ：えっ、ドロップ品は？

ＧＭ：エキストラだもん、ンなもんねぇよ（笑）。船とゴーレムの残ざん骸がいが、波間にプカプカ浮かんでいる。

ラクレ：女の子はどうなりました？

ＧＭ：君たちが助けることにしたから、無事だ。……そうだな、ここは泳ぎが達者なＲＥＤが救助したことにしようか。

ＲＥＤ：ＯＫ。そんじゃサムライガールを抱えて泳いで戻って戻ってくるぜ。おーい、甲かん板ぱんからロープ下ろしてくれ。

ラクレ：は～い。

ＧＭ：んじゃ、引き揚あげた。少女は少々打だ撲ぼくしてるくらいで、大きな怪け我がは無いね。年の頃はラクレと同じか、ちょっと上。「ん……団だん子ご食べたい……」と、寝ね言ごとを呟いてる。

ネヴィン：団子て。

ラクレ：可愛い（笑）。

ＲＥＤ：ゴーレムにパンチされたってのに、頑丈な子だな。

ＧＭ：で、急にパチッと目を覚まして上半身を起こす。「そうじゃ、敵！　まだ戦闘の……途中……あれ？　あれれ？　おぬしら誰じゃ？」

ゼニーナ：（くわっと目を見開いて）ＲＥＤ海賊団！　あなたの命の恩人と思ってくれてかまわないのだわ！　アオイ家の偉い人！

ラクレ：さっそく売り込んでる（笑）。

ゼニーナ：最初の刷り込みが肝心だから。

ＧＭ：彼女は素直にそれを信じて礼を言うよ「おお～。それはそれは世話になった。わたしはアオイ・オトハという者じゃ。ダイワのタイクーンの妹などやっておる」

ＲＥＤ：ああ、やっぱな。

ゼニーナ：プレイヤー的には察しがついてたというか、むしろ期待してたのだわ（笑）。




アオイ・オトハ

　ダイワのタイクーンであるアオイ・カゲユキの妹にして、剣の達人。十五歳。

『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』シリーズ（著：丹藤武敏たんどう・たけとし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．　富士見書房刊）の主役であり、人にん情じよう厚い剣豪姫である。好物は団子。プレイヤーは声優・小島めぐみ。

　リプレイ終了後は、相あい棒ぼうのリン（素手で怪物を殴り殺す系巫女みこ）と共に、諸しよ国こく漫まん遊ゆうの旅に出ていた。
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ラクレ：前回のサラといい、わたしたちはお姫様に縁がありますね。

ゼニーナ：わらわも亡ぼう国こくの姫なのを忘れないで欲しいニャ。

ラクレ：あ、そうでした！

ＧＭ：「いやー、仲間とは離れ離れになるし、病気はキツイわで、正直、大変じゃった。おぬしらがいなければ海の藻も屑くずとなっていたことじゃろう」

ＲＥＤ：いやいや、姫さん。あんたの剣の腕も大したもんだ。

ネヴィン：実際、彼女はレベルが高いんだろう？

ＧＭ：そうだね。『ブレイド』最終話で15になっていたから、今は16くらいじゃないかな。クラスはウォーロード／サムライ。主要武器はカタナだ。

ラクレ：メチャメチャ強いじゃないですか！

ＧＭ：だがしかし、病が彼女を蝕むしばんでいるため、今はエキストラ扱いなのだ。ここでまた彼女がゴホゴホと咳せきき込こむと、口からはキラキラと煌きらめく砂金のような粉が。

ゼニーナ：なんと！

ＧＭ：「うーむ、進んでおるのう。自慢の髪かみも、染まってきてしまった」見れば、髪の毛も一ひと房ふさ、金色に染まっている。

ラクレ：ど、どういうことですか？

ＧＭ：「うむ、聞いてくれるか海賊団の方々よ。実はな……」




　オトハは、ダイワと自らが置かれた状況を語りはじめた。

　ある日、ダイワ近海を黄金の霧が覆おおい始めたこと。

　その霧に長く晒さらされていると、体が黄金に変わる病に罹かかってしまうこと。

　彼女自身は持ちこたえていたのだが、奸かん計けいにより、病びよう魔まを凝ぎよう縮しゆくした毒を盛られ、同じ病を得てしまったこと……。




ＧＭ：「よもやこれまでかと思っておったが、リンを始めとする巫女たちが力を振り絞ってダイワを囲う結界の外へと、わたしを逃してくれたのじゃ」

ＲＥＤ：あんたが最後の希望、ってわけかい。

ＧＭ：「うむ。何としても、この結界を破り、病魔の霧を打ち払い、元凶たるあやつ……悪名高き七海邪がひとり、〝黄金提てい督とく〟ホー・シェンを討ち果たさねばならぬ！」

ラクレ：ホー・シェン？　一巻で、名前だけ出てた七海邪ですね。

ネヴィン：海賊のキャラウェイから教えてもらったっけ。もうひとりはポイズンとかいう。

ＧＭ：うん。せっかく名前が出てたので、ここでボスとして登場させることにした。ともあれ、オトハは病により、本来の力を発揮できないのでエキストラとする。

ゼニーナ：でも、運がいいのだわ。我々ＲＥＤ海賊団は、いやＲＥＤ海賊団だけが、七海邪に対抗することができるニャ！

ＧＭ：「おぬしたち、七海邪のことを知っておるのか？」

ＲＥＤ：こう見えても、お互い因いん縁ねん浅からぬ仲でね。俺たちも、連中と同じ目的で動いてる。おそらく、ホー・シェンとやらの狙いも〝精霊の海図〟だろうな。

ＧＭ：「せいれいのかいず？」

ラクレ：あ、わたしたちが持ってるひとつを見せますね。こういう宝石みたいなので、わたしたちが探している場所に行くためには、これが必要なの。

ＧＭ：「どこかで見たような……あ、思い出した！　封印されていた家宝のひとつじゃ！」

ＲＥＤ：知ってるのか！

ＧＭ：「以前の戦いで恐るべき敵が我がオオド城を制せい圧あつしたことがあったが、その際、城内の封印宝ほう物もつ庫こが荒らされておった」




　なお、『ブレイド』作中では、ボス敵が「宝物庫を荒らした」ような描写はない。

　ＧＭが、著者の丹藤氏に「ってことにしていい？」と尋ね、許可を得た上での後付である。

　ただ、ボス敵はオオド城内を完全に制圧し、さらなる兵力を求めていたという状況から、そのようなことは十分有り得ると判断したのである。




ＧＭ：書かれてないけど、実は行なわれていた……ということでひとつ。

ゼニーナ：描えがかれていない部分に、そんなイベントが（笑）。

ＧＭ：「戦いが終わった後に片付けをしていたが、封印の解かれた宝物のひとつに、それに似たものがあった。何も起こらないと安心していたが……」

ＲＥＤ：ふむ。……ＧＭ、その封印が解けたから、七海邪に見つかったってわけか？

ＧＭ：そういうこと。封印されてなかったら、もっと早くに襲来してただろうね。

ＲＥＤ：ダイワも、一いち難なん去ってまた一難ってとこか。

ＧＭ：ここでオトハは居い住ずまいを正し、君たちに深ふか々ぶかと頭を下げる。「ＲＥＤ殿。遙はるか西方からの方々よ。アオイ家、いやダイワを代表して頼みがある」

一同：…………。

ＧＭ：「七海邪に対抗できるのはおぬしらだけという言葉を信じる。どうか、どうか、このダイワを救ってはいただけまいか！　わたしにできることなら、どんな礼でもする！」




　真剣な眼まな差さしだった。

　そこに宿やどる輝かがやきを、ＲＥＤたちは知っている。

　己の身を犠ぎ牲せいにしてでも故こ郷きようを救わんと願った、あのサラ王女と同じなのだ。
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ＲＥＤ：そんなに頭を下げなさんな。ぽんとオトハの肩に手を置く。

ＧＭ：「ＲＥＤ殿……？」

ＲＥＤ：七海邪を一匹仕留めて、代わりに精霊の海図と、一国への恩おん義ぎ。……メーナームヤイのときも思ったが、悪くない取り引きだよな。

ネヴィン：一応、命がけの商あきないだと思うが？

ＲＥＤ：船に乗ってりゃ、いつだって命がけさ。板いた子ご一いち枚まい下は地じ獄ごくってね。こっちの賭け金が同じなら、リターンはでっかいほうがいいに決まってる。

ゼニーナ：じゃあ、決まりなのだわ。

ＲＥＤ：ああ。それじゃダイワの姫さん、ＲＥＤ海賊団の手並み、とくとご覧あれ。

ＧＭ：オトハは、パァッと顔を輝かせる。「おお！　ありがたい！　よかった……本当に……」と、オトハはここで緊きん張ちようの糸が途切れ───

ラクレ：気絶しちゃいます？

ＧＭ：いや。「では、食事を頼みたい！　ダイワには、腹が減っては戦いくさができぬという諺ことわざがあるからのう！」と、満面の笑みで飯を要求する（笑）。

ラクレ：元気だ！

ネヴィン：ああ、これは気が合いそうだな。飯と酒は重要だ！

ＧＭ：「あははっ。難しいことばかり考えるのは性しように合わんでな！　では、しばしの間、よろしく頼むぞ、ＲＥＤ海賊団！」

ラクレ：こちらこそよろしく！　じゃあ、すぐに準備するよー！　腕によりをかけて、西方の料理をご馳走します。

ＲＥＤ：金のかかる食材は、もうないだろうけどな……。

ラクレ：ああっ！（笑）

ＧＭ：では、ここで一旦シーンを閉じるとしよう。







◆Middle02◆四海を封ふうじる石




　食事を済ませたＲＥＤ海賊団。

　金欠に気き息そく奄えん々えんたる様だった一行は、オトハとの出会いにより活力を取り戻した。

　七海邪を倒せば、海図も金も手に入る！

　早速、作戦会議へと雪崩なだれ込こむのだが───




ＧＭ：では次のシーン。ピジョンブラッドの食堂に、全員が集まっていることにしよう。ここでは状況説明と、次に行うＦＳ判定について話すとしよう。

ＲＥＤ：おー、ＦＳ判定か。

ゼニーナ：ＶＣが嵩かさみそうなのだわ……。

ラクレ：オトハさんも一緒なんですか？

ＧＭ：いや。食事を済ませた後、診しん察さつをするため、ドクが彼女を医務室に連れて行った。

ラクレ：なるほど。

ＧＭ：さて。オトハの話やピジョンブラッドのセンサーによる調査でわかったのは次のようなことだ。




・ダイワは七海邪〝黄金提督〟ホー・シェンの黄金の霧によって包まれている。

・東西南北の海に設置された〝結界石〟によって霧は強化されており、このままの状態では、ピジョンブラッドで打ち払うことができない。また、侵入も不可能。

・ダイワに蔓まん延えんする（そしてオトハが罹り患かんしている）病は、この霧の影響による。

・四つの結界石を破壊し、結界内に潜ひそむホー・シェンを発見して打ち倒せば、すべての問題は解決する。




ＲＥＤ：ふむふむ。一国丸々覆おおいつくすとは、大した力だな。

ネヴィン：さすが七海邪といったところか。

ラクレ：それじゃあ、一刻も早くダイワの海を回って、結界石を破壊しましょう！

ＧＭ：ここで、ドクが食堂にやってくる。「戻ったぞー」

ＲＥＤ：おう、お疲れ。あの子の容よう態だいは？

ＧＭ：「芳かんばしくないな。あの娘さん、気き丈じように振る舞ってはおるが、かなり苦しいはずじゃ。……あまり時間は残されてないかもしれん」

一同：ええっ！

ラクレ：そんなに悪いの!?

ＧＭ：うん。わかりやすく言うと、君たちがこれから行うＦＳ判定で、制限時間内に進行値が規定値に達しなかったら……死ぬ。

一同：死ぬっ!?

ＧＭ：うん、全身が黄金になって、生命活動が停てい止しする。

ゼニーナ：人のリプレイキャラなのに！

ＧＭ：丹藤さんの許可はとったよ。そのときのやりとりは───




　ＧＭ：丹藤さ～ん。俺のリプレイで、チョイ役でオトハ出していい？

　丹藤：はい、構いませんよ。どうぞどうぞ。




ＧＭ：……って感じで。

ゼニーナ：ダメじゃん！　死の可能性についてなにも触れてないじゃん！（爆笑）

ラクレ：しかも、チョイ役じゃなくて重要なヒロインだし！

ＧＭ：おおっ、そういえば。

ＲＥＤ：「そういえば」じゃねぇだろう（笑）。これでもしオトハに何かあったら、プレイヤーの小島めぐみさんにどう言い訳するんだ。

ＧＭ：んー、まぁ……ＲＥＤ海賊団、ファイト！　俺を助けると思って頑張ってくれ！

一同：おいぃぃぃっ！（爆笑）




　我ながら酷ひどい話である。

　しかし、俺は信じているのだ。

　ＲＥＤ海賊団の知恵と勇気と幸運と……あと、夢とか希望？　そんな感じのものを。




ＲＥＤ：ともかく、やるしかねぇ状況ってのは分かった！　全力で船を走らせて、ドンドン結界石をブチ壊していこうぜ。

ラクレ：はいっ！

ゼニーナ：思ったよりも大おお事ごとになってしまったのだわ……（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、まずはダイワの周囲の海四箇か所しよをめぐって、結界石を全部破壊してもらおう。なお、結界石がどこにあるかは……決まっていない。

一同：えっ？

ＧＭ：こちらで用意した情じよう景けいチャートとイベントチャートでそれぞれ１Ｄを振り、場所と出来事を決定する。なので、何で判定するかとか、難易度はランダムで変化するんだ。

ゼニーナ：ほほー。面白いものを用意してるニャー。

ＧＭ：判定に成功したら、普通のＦＳ判定と同じ要よう領りようで進行値を得る。これが12点溜たまればクライマックスに行けるよ。オトハが死ぬまでの制限時間は３ラウンドね。

一同：はーい。

ＲＥＤ：気合入れて頑張らねぇと。

ネヴィン：失敗した場合の大だい惨さん事じ、考えるだけで恐ろしいな（笑）。

ＧＭ：なお、一回ごとにＶＣは１Ｄ点溜まる。情景とイベントのチャートはＲＥＤから順番に振っていってもらおう。まずは、一番近い南海の〝朱す雀ざく石〟という結界石からだ。

ＲＥＤ：あいあい。（ダイスを振る）４と３だ。

ＧＭ：（チャートを参照する）ふむ……すると、次のような具合だな。




▼朱雀石の捜そう索さく　チャート決定：ＲＥＤ

・場所：小さな無人島

・イベント：魔術で結界石が隠されている／【知力】16




ＧＭ：何回にある無人島に、結界石が隠されているようだ。なお、判定を行う者は、疲労するので15点の［ＨＰロス］だ。

ラクレ：はいはーい。《マジックノウリッジ》って使えますか？

ＧＭ：魔法の知識はもちろん使用できる。

ＲＥＤ：ここはラクレが適任だな。

ラクレ：よし、それじゃあわたしがやります！ （ダイスを振る）うわっ、１、２、３！　それでも達成値は17！

ＧＭ：成功はしたが、差分値は＋１止まりか。じゃあ進行値は１点。結界石の破壊には成功したが、決定的なものではなかったね。

ラクレ：あうあー。

ＧＭ：だが、成功さえすれば追加イベントがある。「沈んだ財宝を発見。フェイトをギルド全体で合計３点消費すれば、２Ｄ×二〇〇〇Ｇを得る」だ。

一同：二〇〇〇……。

ゼニーナ：２Ｄの期待値で一四〇〇〇Ｇ。フェイト３点に見合ってない気がする……。

ラクレ：でも、わたしたちは無一文ですからねー。

ＧＭ：ちなみに、お金を決定する際の２Ｄにもフェイトはぶっこめるよ。

ネヴィン：私は１点なら供出してもいい。

ラクレ：あ、わたしも。

ゼニーナ：じゃあ、わらわも１点出すから、ＲＥＤはお金決定ロールにフェイト使ってもらえる？

ＲＥＤ：いいぜー。……ん、いいのか？　オレで？（笑）

一同：あっ。

ラクレ：……だ、大丈夫ですよきっと！

ＧＭ：じゃあＲＥＤに

ＲＥＤ：いい目出ろよ……とりゃっ！（ダイスを振る）　……10か。奮わなかったな。

ゼニーナ：それでも二〇〇〇〇Ｇゲット！　悪くない！




・航海日誌（記入者：ＲＥＤ）

　聖せい暦れき一〇〇九年十月二十五日、どんよりとした曇くもり空！（うっとうしい）

　今日は南の海の孤こ島とうに上陸。そこに結界石があった。

　ラクレが魔術回路をいじって壊すことに成功。

　話によると、魔力の流れの誘ゆう導どうが上手く行かずに他の結界石でも十分カバーできる程度の損害しか与えることができなかったらしい。

　とはいえ、成功は成功だ。

　それに、古いお宝も見つけることができた。出だしは上々！

・ＶＣ：＋３（累計：３）




▼白びやつ虎こ石の捜索　チャート決定：ラクレ

・場所：謎の海底遺跡

・イベント：結界石を守る七海邪配下のエネミーと遭そう遇ぐう／判定値＆難易度：命中判定25




ＧＭ：西の海の海底遺跡に設置された結界石。潜せん水すいして向かった君たちを出迎えるのは、金色に輝く海竜シーサーペント！　この命中判定は誰でも挑戦できるが、戦闘に巻き込まれたことを表すため、［ＨＰ・ＭＰロス］30点。

一同：30!?

ゼニーナ：厳しいのだわ～。

ＧＭ：あと、海の底なんで、游ゆう泳えい状態の不利を補うスキルや道具がないと、判定ペナルティとしてダイスが１個減るよ。

ＲＥＤ：オレは《アクアスタンス》持ってる。

ラクレ：わたしは《ウォーターブリージング》がありますよ～。

ＧＭ：うん、それならばどっちもペナルティ無しだね。

ネヴィン：ふむ、だとするとＲＥＤかラクレのどちらかだな。私はそういうのはないから、水中だとキツイ。

ＲＥＤ：持ってて良かった《ビースティング》。これなら命中ダイスが増えて６Ｄ＋16で判定できるぜ。

一同：おお～。

ラクレ：じゃあＲＥＤで決まりですね！

ＧＭ：ＯＫ。ＲＥＤはまず［ＨＰ・ＭＰロス］30点して、それから判定してくれ。

ＲＥＤ：はいよー。んじゃ、ちょっくら行ってくるぜ！　ドボーンと潜もぐって、海竜に挑いどむ！（ダイスを振る）クリティカルはしなかったな。出目が23、合計39！

一同：39!?

ＧＭ：すごいな！　迫り来る海竜をなんなくいなし、短剣を振るって急所を突く！　その勢いきおいを駆って結界石に辿り着き、そのまま破壊ってなもんか。

ラクレ：わー！（拍手）

ＧＭ：差分値は14。大成功だな。進行値４点ゲットだ。

ネヴィン：海の〝上〟はともかく、海の〝中〟ならＲＥＤの独どく擅せん場じょうだな。

ＲＥＤ：海竜の首を土産に持ってこよう。みんな、肉だぜ！（笑）




・航海日誌（記入者：ラクレ）

　聖暦一〇〇九年十一月四日、終日快晴、風はやや強め

　ＲＥＤ大活躍の日！

　十一月の冷たい海を恐れもせず、ＲＥＤは結界石があると思われる海底遺い跡せきへと潜って行きました。バイキングとしての修練を積んでいるため、生身で五分以上も潜水行動できるそうです。動かずに息を止めるだけなら十分以上だとか。すごい！

　潜ってから七分が過ぎ、さすがに心配になったわたしは、《ウォーターブリージング》の準備を始めようとしました。

　そうしたら、海竜の大きな頭を抱え、ＲＥＤが戻ってきたんです！　たくさんの傷を負って、ぜいぜいと苦しそうに息をしてるのに、表情だけはとっても楽しそう。

　今日からしばらくは、海竜のお肉料理でフルコースが作れそうです。

・ＶＣ：＋６（累計：９）




▼玄げん武ぶ石の捜索　チャート決定：ネヴィン

・場所：順じゆん風ぷう満まん帆ぱんの海上

・イベント：他国の交こう易えき船せんに遭そう遇ぐうし、結界石への情報を得える／【幸運】18




ＧＭ：お次は北の海。ふむ、なかなか見つからない様子だな。困っているところへ、他国の船……そうだな、セーリアの交易船に遭遇して、情報を聞くというところか。

ネヴィン：上手く聞き出す判定に成功すれば、結界石も破壊できるってこと？

ＧＭ：そういうこと。

ラクレ：難易度高いですね……。

ＧＭ：うむ。理由があってだな、相手は商人なので、金を払えば達成値に＋できるというイベントなのだ。

一同：うげ～。

ゼニーナ：わらわたちに金がないことをわかってるくせに、そのようなイベントをぉぉ……。

ＧＭ：カジノでスることまでは予測してねぇよ！（笑）それに、さっき見つけた二〇〇〇〇Ｇがあるじゃん。

ゼニーナ：うう、わらわのお宝ちゃん……。

ＲＥＤ：金額によるな。いくら払えばいいんだ？

ＧＭ：八〇〇〇Ｇを支払うごとに達成値に＋１。

ラクレ：た、高い……！

ゼニーナ：いらんニャッ！　いらんいらん！

ＧＭ：（涼しい顔で）じゃあ、フェイトなりなんなりを使って判定してくださいな。

ゼニーナ：もー！　カジノで勝ってさえいれば……。

ラクレ：ゼニーナさん、ｉｆの話をするのはやめましょう（笑）。

ゼニーナ：そうニャ……虚むなしいタラレバ定食なのだわ……。

ネヴィン：ＲＥＤ、ここはお前の出番じゃないか？

ＲＥＤ：かもな。ＧＭ、一般スキル《トランプ》と《ストリートワイズ》は使えるか？

ＧＭ：お？　それなら使える。口くち八はつ丁ちよう手て八はつ丁ちようで聞き出すんだね。

ラクレ：やった！（拍はく手しゆ）

ＲＥＤ：よっしゃ。そんなら判定は５Ｄ＋４だ。（ダイスを振る）達成値は22！

ＧＭ：差分は＋４、ポイント２点追加だな。話をすると、「おお、アンタが噂うわさのキャプテンＲＥＤか！」という反応だ。

ＲＥＤ：顔が売れてると、こういうときに助かるねぇ。オレの知ってる航こう路ろとか、近海の潮目やらを教えて取引材料にしたという演出にしよう。




・航海日誌（記入者：ネヴィン）

　聖暦一〇〇九年十一月十一日、雨のち晴れ

　セーリア大帝国の交易船と遭遇。

　ＲＥＤが情報を聞き出した。

　結界石を見つけて私の銃弾で打ち壊した。

　戦闘はなかった。

・ＶＣ：＋１（累計：10）




▼青龍石の捜索　チャート決定：ゼニーナ

・場所：瘴しよう気き漂う呪われた海域

・イベント：七海邪の封印障しよう壁へきが展開している／【精神】15




ゼニーナ：最後に振ったチャートで、かなり恐ろしげなのが出てしまったのだわ……。

ＧＭ：うむ、東の海は瘴気が一段と濃いな。きっと、最後の結界石を守るためにパワーを発はつ揮きしているのだろう。

ＲＥＤ：精神判定か……オレはダメだな。

ゼニーナ：【精神】が高いのは……わらわとラクレ？　ちなみにわらわは９。

ラクレ：わたしは８あります。

ＧＭ：このイベントでは、封印を精神力で破やぶって結界石を壊さなければならない。これに挑戦すると、［ＨＰ・ＭＰロス］20点。

ラクレ：うっ。結構減りますね……。

ＧＭ：なお、この判定に成功すると最後の結界石を破壊できるため、休息シーンが挟まれるよ。そこでなら《ヒール》やポーションの使用もＯＫだ。

ゼニーナ：じゃあ、ここはノーダメージのわらわが振る。失敗したらラクレにお願いする感じで。

ラクレ：了解です！

ゼニーナ：フェイトは温存して、２Ｄ＋９……よし、９が出て達成値18！　ゼニゲバ様の力で障壁なんてブッ壊すのだわ！

ＧＭ：ＯＫ！　では、進行値は２点ゲット。結界石は全て破壊された！　ふむ、ここまで１ラウンドか。進行値の総計は９点。順調だね。

一同：よしっ！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ここでイベントがひとつ挿そう入にゆうされる。いいイベントだよ。

ラクレ：何かな何かな？（わくわく）

ＧＭ：最後の結界石を破壊してからしばらくすると、前方の海が急に盛り上がり、島のような何かが浮上する！　そのあおりでピジョンブラッドは激しく揺れる！

ラクレ：わわっ!?

ＲＥＤ：なんだなんだ！

ＧＭ：島をよく観察すると、途と方ほうもなく巨大な鯨くじらのような生物であることがわかる。

ラクレ：鯨……？　で、でかい……。

ゼニーナ：モビーディックなのだわ（笑）。

ＧＭ：異変を察知してベッドから起きてきたオトハが、「あれはワダツミじゃ！　ダイワ近海を支配する鯨じゃ！」と教えてくれるよ。

ＲＥＤ：化け物……ってわけでもねぇのか？

ＧＭ：「海の主じゃから、むしろありがたい存在じゃ。ゴホゴホッ、わたしも見るのは初めてじゃが……話してわからない相手ではないと聞く……確か。たぶん」

ネヴィン：どんどんあやふやになってきてるぞ。

ラクレ：じゃあ、話しかけてみます。は、はろー？

ＧＭ：「……人の子よ。結界石を破壊した腕前は見事……。しかし、なにゆえ、七海邪に挑もうとする？」

ＲＥＤ：オレの航路を邪魔する奴らだからさ。理由としちゃ、それっくらいだな。

ＧＭ：「なるほどな……。わしには、おぬしらが何者なのかは分からぬが、おぬしらの魂の強さと、その船が発する力はわかる。だから……ひとつ、頼たのみたいことがある」

ＲＥＤ：何だ？

ＧＭ：「あの七海邪……名をホー・シェンと言ったか。忌いま々いましいことに、わしの息子を邪悪なる術で従したがえておる。どうか、殺さないでほしい」

ゼニーナ：ふむ。要するにクライマックス戦闘に鯨の子が出てくるけど、そいつは殺すなってことなのね。

ＧＭ：察しが早いね。そう、【ＨＰ】を０にさえしなければいい。倒せばドロップ品が得られるけどね（笑）。

ネヴィン：強いのか？

ＧＭ：「我が[image: ]は強いぞ。44レベルエネミーだ」（笑）

ネヴィン：強っ！

ラクレ：むしろ、突っ掛かっちゃいけない相手では（笑）。




・航海日誌（記入者：ゼニーナ）

　聖暦一〇〇九年十一月十六日、暗あん雲うん渦うず巻まく時し化け

　わらわの勇気で東の海の結界石を破壊！　ニャッハー！

　そのとき、突如、島よりも大きな海の主（鯨？）が現れたのだわ。

　けれど、わらわの美しさと清せい純じゆんなる心に打たれ、友達になっちゃった。

　七海邪に囚とらわれた息子を助けて欲しいという依頼を受けたので、もちろん受けたのだわ。

　きっと、お礼はガッポガッポ！

・ＶＣ：＋３（累計：13）







◆Middle03◆たとえ我が手に剣なくとも




　昼ひる日ひ中なかだというのに、ダイワの近海は薄うす暗ぐらい。

　五ご里り霧む中ちゆう。

　だが、ピジョンブラッドは進む。




ＧＭ：では、結界が破は壊かいされたので、ちょっとしたイベントが発生する。誰だれかが登場して、オトハの会話相手になってくれると嬉うれしい（笑）。

ネヴィン：おお、シナリオヒロインとの心温まる交流だ。

ラクレ：（しゅたっと挙手）はい、わたし出たいです！

ＲＥＤ：うんうん。前回はメーナームヤイの姫さんと仲良くなったし、ここはやっぱラクレひとりに任まかせるのがいいかな？

ラクレ：せっかくですから、今度はＲＥＤも一いつ緒しよにどうですか？　ＲＥＤがヒロインと話すところも観みたいです。

ＲＥＤ：うん？　そうか、期待とあっては出ないわけにゃいかんな。

ＧＭ：ＯＫ。では、七しち海かい邪じやを求めて海を進むピジョンブラッドの甲かん板ぱんに、病びよう床しようから起き上がったオトハが佇たたずんで海を見ている。（ＲＥＤとラクレに）……ふたり同時に登場？

ラクレ：あ、じゃあ、ＲＥＤお先にどうぞ。

ＲＥＤ：あいよ。オトハの後ろから登場して声をかけようかね。おいおい、病人が潮しお風かぜに当たりすぎるのは良くないぜ、サムライプリンセス。

ＧＭ：オトハは、「おお、ＲＥＤ殿か。ダイワが見えぬかと起きてみたが……この霧きりでは無理なようじゃな」と振ふり返かえる。心なしか、顔色はやや良くなっているように見えるね。

ＲＥＤ：体調はどうなんだい？

ＧＭ：「思わしくないが、結界を壊して一歩前進じゃ。気分も上向きになる。……それもこれも、おぬしらのお蔭かげじゃ。ありがとう」

ＲＥＤ：なぁに、七海邪とは元々やりあう予定だったし、なにせ素す寒かん貧ぴんなんでな。お姫様の願いを叶かなえて、礼金をたんまり頂ちよう戴だいしたいってだけの話さ。




　おどけた調子のＲＥＤ。

　一国を存そん亡ぼうの危き機きに追いやる怪かい物ぶつを相手にするというのに、気負った様子もない。

　オトハの口元も、自然と綻ほころぶ。




ＧＭ：「稼かせぐだけなら、もっとほかに安全な手しゆ段だんはあるじゃろうに。変わった男じゃ。海の男というのは、みんなそうなのか？」

ＲＥＤ：オレは、海の男の中でもとびきりのイイ男なのさ。

ＧＭ：「よしよし、頼たよりにさせてもらうぞイイ男。一いつ件けん落らく着ちやくの暁あかつきには、礼金だけでなく、ダイワ名物の美味うまい団だん子ごもたんまり馳ち走そうしてやろう」

ＲＥＤ：団子かぁ。そいつぁネヴィンとラクレが喜ぶな。ゼニーナには金、オレは……そうだな、ダイワ名物の美人ゲイシャでも紹しよう介かいしてくれ。

ＧＭ：「ふむ。美人には心当たりがある。ゲイシャではなくカンナギという神しん職しよくだが、胸むねは大きくて気立ても良いぞ。一緒に旅をした仲でな。腕うでっ節ぷしは保ほ証しようする」

ＲＥＤ：リンかよ！（笑）　そもそも腕っ節なんざ求めてないよ！




リン

『ブレイド』シリーズのＰＣのひとり。神職であると同時に闇やみの武ぶ術じゆつの継けい承しよう者しやで、素す手でで人体を効こう率りつ的てきに破壊する手しゆ腕わんに長たけている。プレイヤーは久保田悠羅くぼた・ゆうら。
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ＧＭ：せっかくなので、名前だけでも登場させようかと（笑）。

ＲＥＤ：なるほどね。……そのお嬢じようちゃん、今はダイワ本土かい？

ＧＭ：「ああ。きっと無事じゃ。なにしろあいつはとびきり強くて……」と、言葉の途と中ちゆうでオトハはゴホゴホと咳せき込こみ始める。

ＲＥＤ：おい、大だい丈じよう夫ぶか？

ラクレ：そこで登場します。オトハさん、船室にいないと思ったらこんなところに！　かけよって、上着をバサッと羽は織おらせますね。体を冷やしちゃダメだよ！

ＲＥＤ：ラクレ、ナイスタイミング。

ＧＭ：「かたじけないラクレ殿。ふふ、こういうとき、誰かがそばに居いてくれるというのは良いのう……」

ラクレ：うん。その気持はよく分かるよ。わたしも、困こまったときに、この人……ＲＥＤたちに助けられたから。

ＧＭ：「……ほほう。おぬしらは、一緒に旅をするようになってどれくらい経たつ？」

ラクレ：ええと、出会ったのは、今年の八月の頭だから……。

ＲＥＤ：ラクレがウチに入ってからは三ヶ月ちょいってぇとこだな。この子のお蔭で、ＲＥＤ海賊団の生活環かん境きようは劇げき的てきに改かい善ぜんされた（笑）。

ネヴィン＆ゼニーナ：うんうん（←同意）。

ＧＭ：「そうか。思ったほど長く付き合ってるわけではないのだな。だが、息は合ってる。うむ、ちょっと前のわたしたちのことを思い出したぞ」

ラクレ：オトハさんも、誰かと一緒に旅をしていたの？

ＧＭ：「ああ。ほんの少し前のこと。ダイワは、七海邪のような恐るべき者の企たくらみによって危機に瀕ひんしておった。わたしは、身みの程ほど知しらずにも、〝世直し〟と称しようして旅に出たんじゃ」

ＲＥＤ：お姫ひめさんの暮くらしを捨すててか？　大したもんだ。

ＧＭ：「わたしひとりでは、空回ってばかりで何もできなかったろう。じゃが、仲間がいたお蔭で、頑がん張ばれた。最後まで戦えたのじゃ」




　オトハは、空を見上げた。

　その瞳ひとみには、かつて一緒に戦った仲間の姿すがたが映うつっているのだろう。




ＧＭ：「……けれど、今はわたしひとり。つくづく、自分の無力さが嫌いやになる。唯ゆい一いつの芸も、今は店じまい中じゃ」オトハは、震ふるえる手で、己おのれの腰こしの刀をぽんぽんと叩たたく。

一同：…………。

ラクレ：で、でも！　それでもオトハさんは戦おうとしているじゃない。もしわたしだったら……挫くじけちゃってるはずだよ。

ＧＭ：「ほう？」

ラクレ：わたしは、ＲＥＤたちと違ちがって、何の力も持ってないの。この船、ピジョンブラッドがいてくれるから、戦うことができる。もし、船がなくなったら、わたしは───




　ピジョンブラッドを持たない自分。

　それは、ラクレにとっては想そう像ぞうしたくもないことだった。

　己にとって唯一の武器を失くしてしまったら、ＲＥＤたちと共に居て良い理由を失くしてしまったら、その時、自分はどうなってしまうのだろう？

　では、オトハはどうだろう？

　病のせいで〝刀〟という武器を失ってなお、前に進もうとしている。

　かなわない───ラクレは思った。




ラクレ：自分から話しかけておいてなんですが、船に頼たより切きりの自分を改めて自覚して、ちょっと自信喪そう失しつモードになりそうです……。

ＧＭ：おお、それはなかなか面白い。じゃあ、オトハはそれに合わせるとしよう。「おぬしは、おぬしじゃろ。船がどうこうとか、関係ない」と、優やさしい瞳ひとみで語りかけてくる。

ラクレ：でも、船がないと、わたしは役立たずだし……。

ＧＭ：「では尋たずねるが、もしもＲＥＤたちが、今のわたしのような境きよう遇ぐうに置かれたら、おぬしは連中を見み捨すてるか？　自分だけ逃にげ出だすか？」

ＲＥＤ：ふむ。そいつは気になるところだな。興きよう味み深ぶかそうな視し線せんをラクレに向ける。

ラクレ：首をブンブン横に振って否ひ定ていします！　そ、そんなことないよ！　絶ぜつ対たいに、絶対に助ける！

ＧＭ：「……仮かりに、おぬしの船が動けなかったとしてもか？」

ラクレ：あうっ……。




　船がない自分。非ひ力りきな自分。

　けれど、もし、それでもなお、救いたい仲間がいるのなら───




ラクレ：……うん。それでもわたしは、自分にできることを……したいな。

ＧＭ：その答えを聞き、オトハはニヤッと笑って頷うなずく。「じゃろ？　わたしは頭が悪いから上手うまく言えぬが……大事なのは、役に立つとか立たないとかじゃなくて、そういう心意気？　みたいな？　気がするのじゃが……」

ゼニーナ：段だん々だん自信無さげになってるのだわ（笑）。

ＧＭ：うむ、あまり理り屈くつでしっかり説教するのはオトハらしくない（笑）。ともかく、オトハなりにラクレを励はげましているというのはわかる。

ラクレ：はい、しっかり伝わってます！

ＲＥＤ：ありがとうよ、オトハ。ウチの船主オーナーは、有ゆう能のうなのに、いまいち自信がなくてな。オレらは、この子のお蔭で助かりまくってるってのに。

ＧＭ：「やー、わたしも柄がらにも無いことを言ってしまって恥はずかしい！　ええと、そう、食事じゃ！　腹はらが減ったんで何か食べたいのじゃ！」

ラクレ：う、うん！　任せて！　タタターッと厨ちゆう房ぼうに走っていきます。

ＧＭ：では、その背せ中なかを見送ったオトハは、一言ＲＥＤに「良い子じゃな」と呟つぶやく。

ＲＥＤ：ああ。自じ慢まんの仲間さ。

ＧＭ：「わたしは、おぬしらのことを気に入った。……この先、どんな戦いが待ち受けているかはわからぬが、わたしは、わたしにできる形で頑がん張ばるぞ」

ＲＥＤ：無茶はすんなよ。あんたに何かあったら、あんたの仲間や、ラクレも悲しむ。

ＧＭ：では、「大丈夫じゃ、任せておけ！」と、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を見せるオトハであった……というところでこのシーンは終了だな。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、イベントフラグが立ったので、これ以い降こうのとあるタイミングで、オトハは君たちに対して支し援えんを行なうよ。

一同：おおっ。

ゼニーナ：そんなギミックが仕し込こまれていたとは。

ＧＭ：厳げん密みつなものじゃなくて、「前向きな会話をしてオトハの心を勇気づけたらＯＫ」という漠ばく然ぜんとしたものだけどね。

ラクレ：勇気づけられたのはこっちですけど（笑）。

ＧＭ：うん、それはそれでＯＫだよ。オトハの言葉で、君を勇気づけることができたのだから、それは前向きな会話だ。

ラクレ：なるほどー。

ＧＭ：そして、ここのシーンではみんなの回復ができる。《ヒール》なり、ポーションを飲むなりしていいよ。

一同：わーい。




　相談の結果、ゼニーナが各人に《ヒール》をかけて【ＨＰ】を回復させた後、ポーションで【ＭＰ】を回復させた。







◆Middle04◆黄金の軍ぐん略りやく




　金色の霧の奥深く。

　そこに、奴はいた。

　七海邪の一隻〝虚きよ栄えいの船〟ブレーグ号と、その契約者〝黄金提督〟ホー・シェン。

　恐るべき海の悪魔である。




ＧＭ：さて、ここでマスターシーン。黄金の霧の最深部で、〝黄おう金ごん提てい督とく〟ホー・シェンが呟く。「おやおや、結界が破壊されたようですね。ふぅ……面めん倒どうくさい。この私が自ら出ねばならないとは……あぁ、面倒くさい面倒くさい」

ゼニーナ：面倒くさいマンなのだわ！　きっとジャバ・ザ・ハットみたいに肥ってるはず！

ＧＭ：うん正解。セーリアの美しく華か美びな衣装をまとった、肉塊。自力で歩くのが面倒なので、ゴーレムが担ぐ輿こしに乗っている。

ネヴィン：なんという雑魚ボス臭……（笑）。

ＧＭ：「ですが、どのような敵てきが来ようとも、我わが軍ぐん略りやくの前では敵ではございませんよ。ほっほっほっほ」

ゼニーナ：へぇ～、軍略使うのねぇ。

ＲＥＤ：まさかの大だい規き模ぼ戦せん闘とうか？

ＧＭ：いや、ちょっと考えたけど、ルール処理が増えてしまうのでやめたよ。戦闘自体は普通にやる。……ただ、敵の数は多めだ。

ラクレ：ＲＥＤとわたしで、一掃しちゃいます！

ゼニーナ：でも、いかにも頭がいいみたいなのだわ。きっとこの結界も、時間をかけて作ったのかもしれないのだわ。

ＧＭ：「それでは、戦いの準じゆん備びと参りましょうか。いきますよ、ゴーレムさん。そして……」と、海面下に目を向ける。巨きよ大だいな、まるで島のごとき鯨くじらの影かげが見える。







◆Middle05◆邪悪の源へ




　結界は破られた。

　耳みみ障ざわりな軋きしみ音とともに、ダイワへの海路が開かれてゆく。

　……あとは、元凶たる七海邪を倒すのみ！




ＧＭ：それでは、結界石を全て破壊したので、判定は後半戦に入る。ここから先は、別のイベント表を振っていく事になる。情景チャートは省略だ。

ＲＥＤ：今んとこ、１ラウンドで進行値を９点稼いでるんだな。12まではあと３点だ。

ラクレ：２ラウンド目でいけそうですね！

ゼニーナ：思ったよりも消耗せずに済んだのだわ。財政的に、さっきの回復でポーションを大量消費したのは痛かったけど。

ＧＭ：なお、進行値が12に達すれば、そこでホー・シェンの船を発見したことになり、クライマックスへと突入するよ。なお、後半戦のほうが消耗度は激しいのでよろしく。

ネヴィン：ふむ、いよいよ本番だな。

ＲＥＤ：手早く済ませていくとするか！

ＧＭ：それでは、またＲＥＤから順番で１Ｄ振ってくれ！




▼迫り来る影

ＲＥＤ：んでは１Ｄして……５が出た。

ＧＭ：ＯＫ。ホー・シェンを探して海を進む君たちだが、突如、ピジョンブラッドが警告を発してくる。

ラクレ：どうしたのピジョンブラッド？

ＧＭ：「七海邪とは違う船団が、本船後方より接近中です。所属は不明ですが……あれは狼でしょうか、獣を模した海賊旗が翻っています」

ゼニーナ：狼？　あー、つまり……。

ＲＥＤ：ＢＬＵＥだな？

ＧＭ：正解。同時に、遥か上空から、高速で風を切るような音が聞こえてくる。見上げると、巨大なワイバーン。ＢＬＵＥの乗騎だね。

ネヴィン：前は騎竜だったが、格が上がったのか。

ＧＭ：うん、データのあるエネミー扱いにした。

ＲＥＤ：ちっ！　こんなとこまで追いかけて来やがったのかよ！

ネヴィン：愛されているな、ＲＥＤ。

ラクレ：ですねー。

ＲＥＤ：（ぼやくように）執しゆう念ねん深ぶかい犬には困ったもんだぜ。




ゼニーナ：これだから狼族アウリルは。同じヴァーナでも、わらわのような猫族アウリクは、もっと合理的で、金銭のほうに執着する文明人なのだわ。

ラクレ：そ、それはゼニーナさんの一族が特殊なのでは（笑）。

ネヴィン：これは戦闘になるのか？

ＧＭ：なるよー。

ネヴィン：うーむ。戦闘は嬉しいが、クライマックスがすぐそこという状況で、手強そうな相手とやりあうのか。

ＲＥＤ：消耗は避けたいところだなぁ。

ラクレ：あ、それじゃあ、これはどうです？（航海日誌のノートを開き、ギルドシートを提示する）

ＲＥＤ：おっ。あれだな？　《ＧＨ：ギルドキャラバン》！

ラクレ：はい、そうです。これで、前回のメーナームヤイ王国に行く途中で嵐をやり過ごしたみたいにできないかなって。

ゼニーナ：お、ナイスアイディア。どうなのＧＭ？

ＧＭ：（少し考えて）そうだね、イベントひとつを自動クリア扱いとしたから、ここの戦闘をキャンセルするのはありだな。貴重なギルドサポート枠を費やしてるわけだし。

一同：おー！

ＧＭ：だが、せめてＢＬＵＥの演出ぐらいはさせてくれ（笑）




　奇妙な霧に包まれた海域で、ＢＬＵＥはＲＥＤ海賊団を補足した。

「行くぞ、烈れつ風ぷう。これからＲＥＤたちの血を存分にすするがいい……」

　乗騎たる飛竜ワイバーンに呼びかけ、手た綱づなを動かす。

　今、ピジョンブラッドの上空より、風よりも速い襲撃者が───




ＧＭ：……というところで《ＧＨ：ギルドキャラバン》が発動と（笑）。

ＲＥＤ＆ラクレ：全速前進！




　ピジョンブラッド、加速。

　それは、通常の帆船ではありえない挙動だった。

　精霊たちの力によるサポートを受けられるピジョンブラッドだからこそ可能なのだ。

　無論、ＢＬＵＥ配下の船では対応不能。

　飛竜による航空からの急きゆう降こう下か襲しゆう撃げきも、タイミングを外されてはたまらない。




ＧＭ：ピジョンブラッド急機動によって気流が乱れ、ＢＬＵＥが乗った飛竜は、バランスを崩して海面に突っ込む！　「だぁぁぁっ!?」　ざっぱーん！

ＲＥＤ：ＢＬＵＥ、わりぃな！　許せ！（笑）

ラクレ：ごめんなさい！　ライバルさんと戦ってる場合じゃないんです！

ＧＭ：はっはっは！　せっかく用意してきたデータが無駄になったね！　おめでとうＲＥＤ海賊団！

ＲＥＤ：今度、ゆっくり戦やり合おうや！

ＧＭ：ここで稼げる進行値は……１Ｄしてくれ。１・２・３が出たら＋１、４・５・６は＋２とさせてもらおう。あとＶＣもね。

ＲＥＤ：ん、１が出たんで＋１だな。ＶＣは……３が出た。

ＧＭ：りょうかーい。

・進行値：＋１（累計：10）

・ＶＣ：＋３（累計：16）




▼黄金の瘴気の中へ

ラクレ：次はわたしですね。ここはなんとかダメージ少なめで切り抜けたいところ……（ダイスを振る）２が出ました。

ＧＭ：ほう。「瘴気が濃い海域に辿り着いた。敵が近い証拠だ。だが、同時に病が海賊たちをも蝕んでいく……」

一同：げげっ！

ＧＭ：ここは全員【筋力】か【幸運】の好きな能力値で判定してくれ。難易度は14。一番高い達成値を出した人が成功していれば、耐えぬいて進み、進行値を得ることができる。

ラクレ：（不安そうに）失敗した人は……？

ＧＭ：うん、オトハと同じく病に罹患し、バッドステータスの［衰弱（１）］を受ける。スキルやアイテム等では治せず、クライマックスでホー・シェンに勝利するまで持続する。

一同：ギャー！

ラクレ：ええええっ！　ヤ、ヤバいのひいちゃいましたよ！　マジすんません！

ＲＥＤ：いやまぁこれはランダムだからしょうがねぇし気にすんな。

ゼニーナ：そういうこと。とはいえ、これはフェイトを費やしてでも回避しておかないとかなりまずいことになるのだわ。

ＧＭ：そうだね。クライマックスが終わるまで、攻撃や回避の判定をする度に【ＨＰ】が５点ずつ減るってのは危険度高いよ～。




　相談の末、各人がフェイトを費やして判定をすることとなった。

　賢明な判断である。




ＲＥＤ：（ダイスを振る）成功！　ぴったり14だ。セーフ。

ラクレ：わたしはクリティカルしました（笑）。

ゼニーナ：出目が最悪だったけど、フェイトで振り直して乗り切ったのだわ。達成値16。

ネヴィン：私は【筋力】が高いんで余裕だった。達成値18。

ＧＭ：誰ひとり、衰弱しなかったかー。

ラクレ：そりゃもう、衰弱は怖いですからね。

ＲＥＤ：ふーむ……。

ラクレ：どうしました？

ＲＥＤ：いやー、ゼニーナに、「わざとかかれば黄金いっぱいだぞ」って冗談を言おうかって思いついてしまった。

ゼニーナ：あっ！

ラクレ：ちょっと！（笑）

ＧＭ：いいけど、きっと七海邪の邪悪化の影響を受けた黄金だよ。たぶん、触った人間にも伝染する。

ゼニーナ：……もちろん気の迷いだったのだわ！（笑）

・進行値：＋５（累計：15）

・ＶＣ：＋６（累計：22）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ふむ、おめでとう。進行値が12に達したので、ダイワでの航海は、いよいよクライマックスへと向かうことになるね。

一同：おおっ！

ＧＭ：濃い瘴気の立ち込めた海域。行く手には、巨大な船の影。ピジョンブラッドは、「七海邪と識別いたしました」と報告してくる。

ＲＥＤ：いよいよだな。これ以上ＶＣ貯めるわけにもいかねぇし、さっさと終わらせるぞ！

ラクレ：はいっ！

ネヴィン：終わったら、ダイワの宴でもてなしてもらおうか。

ゼニーナ：さぁ行くのだわ、我々の報ほう奨しよう金きんと、あと、なんかダイワの平和っぽいもののために！（笑）







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆虚栄の軍団！




　ダイワの海を覆う、黄金の霧。

　それが最も濃い場所に、彼はいた。

〝虚きよ栄えいの船ブレーグ〟と、その契けい約やく者たる船長〝黄金提てい督とく〟ホー・シェン。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズだ。黄金の霧の向こうに、ブレーグ号と思しき船影が見える……というところからスタートする。

ＲＥＤ：見えてきたな、金ピカの棟とう梁りようが。

ラクレ：霧を払はらうことはできるんですか？

ＧＭ：ああ。結界石を砕いたから弱体化している。今なら、ピジョンブラッドの力で打ち払うことは可能だ。では、難易度25の魔術判定をどうぞ。

ラクレ：フェイトを１点使って……達成値27。成功です！

ＧＭ：では、ピジョンブラッドのパワーにより、七海邪のパワー《七海邪の霧》は無効化された。１Ｄラウンドの間、有効だ。

ラクレ：（ダイスを振る）３ラウンドです。

ＧＭ：ＯＫ。なお、黄金の霧が復活した場合、晒さらされた君たちもオトハと同じ病やまいに蝕むしばまれることになるからね。

ＲＥＤ：なぁに、３ラウンドもあれば十分さ。全速前進！




　おぞましく煌きらめく霧が、晴れてゆく。

　前方に見えるはブレーグ号の確固たる船影と、数多の配下たち。

　そして……水面下には、途方もなく巨大な鯨。

　それこそが、海の主ワダツミの子であった。




ＧＭ：「ほう、新たな挑戦者が来ましたか！　ならば、このホー・シェンの無敵の軍略でお出迎えしてさしあげましょう！」との声が響き渡り、敵軍が展開する。

ゼニーナ：ワダツミ[image: ]は？

ＧＭ：うむ。彼はブレーグの真下の海に控ひかえている。こんな具合に、見渡す限りの海域を覆おおい尽くす勢いだ（戦闘配置図を取り出す）。

一同：でかっ！（笑）

ＲＥＤ：たまげた！　こいつはもはや地形だな。

ＧＭ：データ的には44レベルエネミーの「ケートス」（『超ちよう上じよう級きゆう』Ｐ[image: ]）を使用する。こんなにでかいのは、今回の特殊ルールということで。ちなみに攻撃のダメージは10Ｄ＋[image: ]。

ラクレ：し、死んじゃう。

ＲＥＤ：触さわられただけで海の藻も屑くずだな（笑）。

ゼニーナ：ワダツミに言われたとおり、手は出さないほうがいいのだわ。

ネヴィン：面白そうな相手だが……。

一同：やめて！（笑）

ＧＭ：では、敵の説明をしよう。まず、一番奥にいるのがホー・シェン。巨大な肉にく塊かいが、豪ごう奢しやなセーリア風の衣装に身を包つつんでいる。「私は指揮しかしませんよ」的な感じ。

ＲＥＤ：というかまともに動けなさそうだな（笑）。

ＧＭ：彼と同じエンゲージには城門型ゴーレム、前のSqにゴールデンゴーレム二体、両サイドのSqには大砲のついた攻城用ゴーレムが一体ずつ。

ゼニーナ：（眉をしかめて）ゴールデンゴーレム……！　こちらの高い装備品を、安い金塊に変えてくる嫌なやつなのだわ。

ネヴィン：城門型ゴーレムはカバーリング要員だろうな。

ＧＭ：あとは、中を泳ぐ魔族フォルネウスが二体、美しい水魔ルサールカが一体、そして巨大なトビウオに乗ったギルマンライダーが四体。

ＲＥＤ：ヒューッ！　こりゃ確かに壮そう観かんだな。

ＧＭ：「七海邪に逆らう愚か者よ。絶望と共に死ぬか、あるいは我わが軍門に降りますか？」

ＲＥＤ：考えるまでもねぇ。ホー・シェンつったか？　お前さんの航海はここでおしまいだ。禁断の島にはオレらが行ってやるから、これ以上海を穢けがさず、消え失せな！

ＧＭ：「……残念です。では、完かん膚ぷなきまでに死になさい！」と、ホー・シェンが宣言したところでイベントが発生する。

一同：おっ？

ＧＭ：本来ならセットアッププロセスに行うべきなんだけど、テンポを考えて、ここでやる。オトハが、船室から姿を現すんだ。

ラクレ：オトハさん！

ＧＭ：そして、展開する敵の大集団を見ると、最後に残った気力を振り絞り、海域全体に響き渡る大音声で名乗りを上げる。

一同：おおおっ!?

ＧＭ：「遠からん者は音に聞け、近くば寄よって目にも見よ！　ここに控ひかえしは西方より来たる海の覇は者しや！　その名も高きキャプテンＲＥＤの海賊団！　ダイワの王のお墨すみ付きじゃ！」




　オトハは、印いん籠ろうを掲かかげた。そこには紛まぎれも無きアオイ家の紋もん所どころが記されている。

　凡ぼん夫ぷが示したところで只の印だが、正しき血筋と心を受け継ぐオトハの手にあっては、天下に轟とどろく大だい威い信しんの証となる！




ＧＭ：その号令と同時に、並み居る敵は戦せん慄りつし、君たちＲＥＤ海賊団の心には、正しき戦をしているのだという勇気が宿る！

ラクレ：こ、これは一体……？

ＧＭ：「御ご紋もんの印籠」だ。旧アリアンロッド『エリンディル東方ガイド』にあったレジェンドデータで、このラウンド中、ＲＥＤ海賊団全員の行うダメージロール＋２Ｄ！

一同：おお～！（拍手）

ゼニーナ：素晴らしいのだわ！

ＧＭ：「刀は持ち上げられずとも、アオイの紋を掲げることくらいはせんとのう……アオイ・オトハの名が……廃すたる！」と、今にも倒れそうだが、笑顔を作る。

ＲＥＤ：なるほど。ダイワの宝は、黄金なんかじゃねぇ。あんた自身さ、アオイ・オトハ！

ＧＭ：「はっはっは、嬉しいのう……。けど、もう、これで限界。あとは任せるから……次に目が覚めたら……」と、そこでガックリと気絶する。

ＲＥＤ：ああ、たくさんの団子を奢おごってやるぜ。

ラクレ：腕によりをかけて作ります！　……ＲＥＤ、やっちゃいましょう、あんな連中！

ＲＥＤ：ああ。黄金提督だかなんだか知らねぇが、すぐに海の藻屑にしてやるさ！




●第一ラウンド

▼行動値

　攻城用ゴーレム×２　　　22

　ホー・シェン　　　　　　20

　ゼニーナ　　　　　　　　19

　ゴールデンゴーレム×２　19

　城門型ゴーレム　　　　　17

　ＲＥＤ　　　　　　　　　16

　フォルネウス×２　　　　16

　ルサールカ　　　　　　　14

　ワダツミ[image: ]　　　　　　　14

　ギルマンライダー×４　　10

　ラクレ　　　　　　　　　９

　ネヴィン　　　　　　　　５

[image: ]




　最初のセットアッププロセスでは、ホー・シェンが《エンサイクロペディア》＆《コンコーダンス》を使用し、ＲＥＤ海賊団のデータを見破る。

　ゼニーナは《スピリチュアルウェポン》を使用してＲＥＤのダメージ＋10、ＲＥＤはいつものごとく《アクアスタンス》で游泳状態になり、ダメージと移動力が上昇した。

　そして美しき水魔ルサールカは───




ＧＭ：ルサールカは、《甘あまい歌声》を使う。【精せい神しん】対決を行ない、こちらが勝利すると相手を自分のエンゲージに引ひき寄よせ、さらに［放心］を与えるよ。

一同：げげっ！

ＧＭ：誰を狙えばいいかは、ホー・シェンが見抜いている。防ぼう御ぎよの要かなめ、ネヴィンだ！　こちらの【精神】判定は５Ｄ＋10。

ネヴィン：まずいな。フェイトを使っても勝てる気がしない。私が20ｍも先に行ってしまうと、ラクレを守る奴がいなくなるな。

ラクレ：あわわわわ……。

ゼニーナ：あと、わらわの《エチュード》の範囲からも外れちゃうのだわ～。

ＲＥＤ：それは消すしかねぇ。《インタラプト》を使う。

ＧＭ：むむっ。ならば打ち消されるな。《甘い歌声》、失敗だ。

ＲＥＤ：ネヴィン！　気をしっかり持てっ！

ネヴィン：じゃあ、ハッと我に返る。……ＲＥＤ、助かったよ。




　その後、ギルマンライダーたちは《トビウオ飛ひ翔しよう》を使って飛行状態＆移動力上昇の効果を得る。海上へと雄お々おしく飛び上がったのだ。




ラクレ：次は【行動値】９のわたしですね。ピジョンブラッド、スピードモード！（笑）

ＧＭ：「イエス、マム！　魔術回路・スピードアックス起動！」では、ラクレの【行動値】は＋10されて、19になる！

ラクレ：よし、これで早めにシーン攻撃できます！

ネヴィン：そして私は、フェイトを２点使って７Ｄで《ウェポンフォージ》だ。（ラクレに向かって）……君はスマホのカメラを起動しなくていいから！（笑）

ラクレ：ごめん、つい！

ネヴィン：（ダイスを振る）ほら、21点！　……平均よりちょっとだけ低いけど（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではいよいよイニシアチブプロセス開始だ。最速の攻城用ゴーレムＡ＆Ｂが攻撃する。標的は、魔法でシーン攻撃を行い、かつ一番脆もろいラクレ。

ラクレ：きゃーっ。

ゼニーナ：わざわざ《エンサイクロペディア》を宣言しただけあって、狙い所がいやらしいのだわ。

ＧＭ：「さぁ、撃ちなさいゴーレムさん！」とホー・シェンが命じると、大砲がドドーンとブチかまされる。ホー・シェンの《アドバイス》が乗るので、判定＋２Ｄ。６Ｄ＋13だね。

ＲＥＤ：こりゃあ避けようもないダイス数だな。

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルは……しないか。命中達成値31！

ラクレ：ド命中です！

ネヴィン：任せろ。《カバーリング》。

ＧＭ：ではダメージロール。（ダイスを振る）94点の物理ダメージだ！

ゼニーナ：《プロテクション》！　あれっ？　５Ｄで９しか軽減できてない。

ラクレ：《サモン・アラクネ》！　ごごごっ、ごめんなさい！　３Ｄで６点軽減です！

ネヴィン：おいぃぃぃっ!?　自分のダイス目を撮影してろぉぉ！（笑）ええい、私は《ウェポンガード》で９点軽減。合計で24点＋防御力31点で……55点止めた。39点ダメージ！

ＧＭ：堅いな！　だが攻城用ゴーレムＢもいる！　（ダイスを振る）クリティカル！




　一発目の弾塊の威力を、銃撃で限界まで削けずり殺すネヴィン。

　だがそこへ、二発目が飛来する。

　それは、ホー・シェンの軍略により加速する！




ＧＭ：ホー・シェンの《シーリィ》でダメージに＋30点。（ダイスを振る）よし、[image: ]点！

ラクレ：ネヴィンさーん！

ゼニーナ：（冷静に）ネヴィンの残り【ＨＰ】は？

ネヴィン：74点。防御力と《ウェポンガード》で40点防ぐ。

ゼニーナ：なるほど。ダメージが[image: ]点だから……うん、わらわとラクレで18点止めることができれば、ネヴィンは生き残れるのだわ。

ラクレ：わかりました！

ＧＭ：さっきはふたりで15点だったけどな。

ラクレ＆ゼニーナ：うるさい！（笑）




　そして、ダメージ軽減のダイスロール。

　運命の女神は、ＲＥＤ海賊団に微笑ほほえんだ。

　ダイス目が走り、ふたり合計で34点の軽減に成功したのだ！




ネヴィン：よし、残り【ＨＰ】17点で生きてる！　ありがとうよ、ラクレ！　ゼニーナ！

ＧＭ：い、生き残ったか……!!　だが、次はホー・シェンのイニシアチブプロセス！

ゼニーナ：そのイニシアチブプロセスで、ネヴィンに《クイックヒール》。53点回復！

ネヴィン：ありがたい。【ＨＰ】が70点まで回復したから、もう一撃なら大きいのに耐えられるはずだ。

ＧＭ：「ほっほっほ、しぶとい方々だ」と、余裕の笑みを見せつつホー・シェンが動くよ。マイナーアクションで《サンクチュアリ》、メジャーアクションで《キャストフォース》。

ＲＥＤ：他者移動か？　チッ、確かに軍師っぽいな。

ＧＭ：二体のゴールデンゴーレムを、ＲＥＤたちのエンゲージに瞬間移動。黄金のハンマーを持ったゴーレムたちが「こんにちは！　僕ぼくらのお仕事は、キミたちの装備品をすべて金塊に変えることです！　あ、もちろん武器から狙うからね！」とフレンドリーに宣言。

ＲＥＤ＆ゼニーナ：うぜぇぇぇぇ！（爆笑）

ＧＭ：「先に言っておきますが、僕らがシーン中に金塊を作ると、それによってホー・シェン様の能力が少しアップします！　素敵ですね！」

ゼニーナ：あ、それ面白い！　ていうかわらわもそれでパワーアップしたい！

ＧＭ：七海邪になるかい？

ゼニーナ：んー。

ネヴィン：迷うな！（笑）

ＧＭ：ダイワは良質の黄金が多いから、ホー・シェンも力が発揮しやすいのよ～ってなわけでお次はゼニーナとラクレ。その後にゴールデンゴーレムだ。

ＲＥＤ：ラクレの攻撃でゴールデンゴーレムを落とさねぇと、こっちがヤバイぜ。

ラクレ：が、頑張ります……！




　その後、ゼニーナはムーブアクションでSq前に移動（飛行状態なのでゴールデンゴーレムによる影響を受けない）。

　メジャーアクションで《エチュード》を使用し、ＲＥＤ、ラクレ、ネヴィンのダメージに＋15の効果を付与した。

　そして、ラクレの行動。




ラクレ：まず、ムーブアクションで《ウェポンチェンジ》。スピードアックスを捨すててブーストロッドに持もち替かえます。これで魔法ダメージが上昇。

ＲＥＤ：スピードモードから、アサルトモードに移行したな（笑）。

ラクレ：マイナーアクションで《アニマルパクト》、そしてメジャーアクションで《ダブルキャスト》！　使うのは《サモン・リヴァイアサン》と《サモン・カトブレパス》です。




　ラクレの思し念ねんに応じ、ピジョンブラッドはふたつの〝扉〟を現げん出しゆつさせた。

　蹄獣王カトブレパスと魚竜王リヴァイアサンの同時召喚を行うのだ。

　膨ぼう大だいな魔力の渦が、海域全体を軋きしませてゆく！




ラクレ：一発目は《サモン・カトブレパス》！　命中達成値は25です！

ＧＭ：（大量のダイスを振る）くっ、いい目は出るんだが、惜しいところでクリティカルしない！　全員命中だ。城門型ゴーレムは《護ご衛えい》でホー・シェンを守る！

ラクレ：《マジックフォージ》と《バリアントマジック》ものせているので、ダメージは20Ｄ＋54＋［放心］になります。

ゼニーナ：ではそこに《ディストラント》。これで［恐怖］をくっつけておけば、ラクレに対して攻撃する奴は判定マイナス２Ｄ！

ＧＭ：い、いやらしいシャーマンめぇぇぇ！

ゼニーナ：ゼニゲバ様のお力なのだわ～♪

ラクレ：カトブレパスwithゼニゲバ様のパワーで、[image: ]点の無属性魔法ダメージです！

ＧＭ：痛い痛い痛い！




　巨獣カトブレパスは、海上を蹂じゆう躙りんし、踏とう破はしてゆく。

　それに続くは、リヴァイアサンの大津波。




ラクレ：そして《ブレイクアトリビュート》で魔法防御力を０にしつつ《サモン・リヴァイアサン》！　命中達成値は、フェイトも乗せて27です。

ＧＭ：全員命中……！　城門型ゴーレムは、メジャーアクションを放棄して、ホー・シェンをカバー。ダメージをくだちゃい。

ラクレ：ダメージは９Ｄ＋54です。

ゼニーナ：そこに《ディバインフォース》！　神々とゼニゲバ様のパワーをリヴァイアサンに注入！　ダメージ＋50点！

ＧＭ：げぶっ！（笑）




　まさしく大だい海かい嘯しようであった。

　魚竜王の彷ほう徨こうは、なにもかも忘ぼう却きやくの彼方かなたへ通し流してゆく。

　あとに残されたのは、無傷のホー・シェンと、ボロボロの攻城用ゴーレムＡ＆Ｂだけ……。




ラクレ：やったぁーっ!!　よかったぁ～っ!!

ＲＥＤ：やったなラクレ！　《ダブルキャスト》さまさまだなぁ。

ゼニーナ：ゴールデンゴーレムもいなくなって、目先の脅きよう威いは去ったのだわ！

ＧＭ：城門型ゴーレムが倒れたか……では、ここでイベント発生。

一同：おっ？（笑）

ＧＭ：ホー・シェンのオリジナルスキル《黄金の友ゆう情じよう》が発動！　「私の愛するゴーレム兵団を！　絶対に許しませんよぉー！」と叫んで立ち上がる。と同時にみるみる痩やせていく。

一同：痩せるっ!?（爆笑）

ラクレ：ぶほぉっ！（吹き出して突っ伏す）

ゼニーナ：意味わかんねーから！（笑）

ＧＭ：怒りによって、それまで蓄たくわえていた脂し肪ぼう……いや叡えい智ちの塊をエネルギーに転換し、パワーアップする。すべての【能力基本値／能力値】が75／25になる。

一同：高っ!?

ＲＥＤ：すげぇ、理由がまったく理由になってねぇ。

ネヴィン：本気になったということか……。

ＧＭ：そして、直後のイニシアチブプロセスで《アデンダム》を使用して即座に行動。ムーブアクションで、城門型ゴーレムを倒したラクレのエンゲージに瞬間移動。

ラクレ：ひぃっ！　近寄ってきた！（笑）

ＧＭ：「私の軍略を、その身で味わいなさい……！」と、極限まで引き締まった腕うでを振り下ろし、《アルティメットボディ》＋《オンスロート》。「軍師パンチ！」

一同：軍師関係ねぇぇぇっ！（爆笑）

ＲＥＤ：さんざん軍略とか言っておきながら、肉体派かよ！（笑）

ゼニーナ：あちゃー、《オンスロート》は十字攻撃だから、離はなれたわらわも含めて全員殴られるのだわ～！

ＧＭ：なお、こいつは《何もかも面めん倒どうくさい》というスキルがあるので、あらゆる判定ダイスが１Ｄで固定されている。だから１Ｄ＋25で判定だ。

ゼニーナ：つまり、１が出ればファンブル！

ラクレ：すごく天さんらしい敵だ……。

ネヴィン：ゴーレムが倒されて怒おこってるのに面倒くさいのか（笑）。

ＧＭ：「怒ろうと本気を出そうと、人の本ほん質しつは変わらないのですよォ[image: ][image: ]！」と言いつつ、命中判定。３が出たので、達成値28！

ゼニーナ：《サンドクラウド》！　その出目を無視するのだわ。

ＧＭ：むっ、小細工を。ならば達成値は25だな。

ＲＥＤ：それなら避さける目があるぜ！




　ＲＥＤとゼニーナはフェイトも費ついやして鮮あざやかに回避した。

　元より回避をしないネヴィンと、先の攻撃でフェイトを使い果たしていたラクレは共に回避失敗。




ネヴィン：それじゃあラクレを《カバーリ───》

ＧＭ：《ダイレクトヒット》を宣言。この攻撃に対してカバーを行なうことはできない。

一同：ううっ！

ＧＭ：《アルティメットボディ》により、ダメージが75点追加されて２Ｄ＋[image: ]点。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。

ラクレ：わ、わたしはとても耐えられません……！

ネヴィン：こちらは《プロテクション》と《サモン・アラクネ》をもらえれば……（計算している）むぅ、ギリギリだな。26点軽減しなきゃならない。

ゼニーナ：わらわが《アフェクション》でラクレのダメージを０にして、ラクレがネヴィンへ《サモン・アラクネ》……？

ラクレ：もうフェイトがないので、３Ｄで26は無理です～。

ＲＥＤ：（少し考えて）よし、ここは《蘇生》の使いどころだろう。【ＨＰ】全快状態なら、ネヴィンは耐えられるんじゃないか？

ネヴィン：おお、確かに！　私ひとりのための回復になってしまうのは心苦しいが。

ＲＥＤ：ネヴィン、お前は攻防両面の要だ。気にするこたぁねぇよ。

ネヴィン：……ああ。ありがとう。

ゼニーナ：そしてわらわは、ラクレに《アフェクション》するのだわ。

ラクレ：わたしはネヴィンさんに《サモン・アラクネ》です！

ＲＥＤ：よし、気合入れろ、みんな！　《蘇生》！




　全員の【ＨＰ】が最大値まで回復する！

　これにより、ネヴィンはダメージを受けて尚、残り【ＨＰ】25点で持ち堪こたえることに成功した。

　猛攻の嵐を切り抜け、そしてＲＥＤの二刀が鞘さや走ばしる！




ＲＥＤ：そしてお次はオレの番だ！　《スキップジャック》と《シャークバイト》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。《レイザーストーム》でシーン全部に拡大！




　その剣閃は波と化し、遥はるか遠くの攻城用ゴーレム二体を真っ二つに切り裂いた！

　だが、ホー・シェンは───




ＧＭ：[image: ]点の〈水〉属性魔法ダメージか……攻城用ゴーレムはそれで全滅。だが、ホー・シェンは、魔法防御力を引いて……残り87点か。うん、ノーダメージ。

ＲＥＤ：何ッ!?

ＧＭ：〝バチンッ！〟と空中で黄金の障しよう壁へきが発生し、ＲＥＤの短剣を弾く。オリジナルスキル《痛いたがるのも面倒くさい》。一定以下のダメージは無効だ。

ゼニーナ：ＡＴフィールドなのだわ（笑）。

ＲＥＤ：ちぃっ、小細工を！

ＧＭ：「ほっほっほ、このモードになった私に勝てると思わないことです。さぁワダツミ[image: ]、こいつらを───」

ネヴィン：（クールな声で）なら、これではどうだ？

ＧＭ：「ぬぅっ!?」

ネヴィン：イニシアチブプロセスに《カリキュレイト》で割り込んで攻撃。ムーブアクションで《ウィング》。




　漆しつ黒こくの翼が、宙ちゆうを舞った。




ネヴィン：マイナーで《クローズショット》。メジャーで《ストラグルラッシュ》＋《ボルテクスアタック》。命中達成値は……28。

[image: ]

ＧＭ：その程度なら避ける！　よし、３が出たのでぴったり回避！

ゼニーナ：甘いのだわ。《タングル》。そのダイスを無視するニャッハー！

ＧＭ：げぇぇっ！　め、命中だ……。

ゼニーナ：ついでに《ピアシングペイン》で貫通ダメージに変更しておくのだわ。

ＲＥＤ：頼むぜネヴィン！

ネヴィン：（こくりと頷く）ダメージは……[image: ]点。防御力無視。

ラクレ：[image: ]点超えたーっ！




　眼前に迫せまる魔弾を見て、ホー・シェンは観かん念ねんした。

　いかなる軍略をもってしても、この死は避けられない。




ＧＭ：「……お見事です」呟つぶやいた直後、脳天を弾丸に貫つらぬかれ、彼は絶命する。

ネヴィン：（微笑んで）感謝する、ゼニーナ。

ゼニーナ：ニャッハー！（親指を立てる）

ラクレ：やりましたね……って、あれ？　一撃で死んじゃったんですか？

ＧＭ：うむ。こいつは、[image: ]点以下のダメージは全て無効化する代わりに、【ＨＰ】は１しかないのだ。

一同：弱っ！（爆笑）

ラクレ：なんという虚きよ弱じやくさ……（笑）。

ＲＥＤ：（ＧＭに）お前さんは、つくづく変なデザインの敵が好きだなぁ。面白いからいいけど（笑）。

ＧＭ：はっはっは。というわけで、契約者を失った〝虚栄の船〟ブレーグは、ピジョンブラッドのパワーによって浄じよう化かされ、消え失せる。かくしてダイワの危機は去った！

一同：やったー！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆これにてダイワ、一件落着！




　七海邪が倒れたことにより、ダイワを包む霧は晴れていきました。

　それはつまり、みんなが病の脅威から解放されたことを意味します。

　我らがキャプテンＲＥＤは、またひとつ、国を救ってしまいました！




ＧＭ：はーい、それではエンディングフェイズ。〝黄金提督〟ホー・シェンは死に、ピジョンブラッドによって浄化されたことにより、またひとつ七海邪が滅びた……。

一同：おー。

ＧＭ：オトハの身体を蝕むしばんでいた病も消える。もちろん、しばらくは療りよう養ようして体力回復は必要だが、それでも、明るい笑顔を浮かべている。

ラクレ：オトハさん、やったね！

ＧＭ：「うむ！　なにもかもおぬしらのお蔭じゃ！　……ＲＥＤ海賊団、心より礼を言わせてもらうぞ！」




　オトハさんは、わたしたち全員の手を取っては、深々と頭を下げてくれました。

　とてもあたたかく、そして、しっかりとした手。

　メーナームヤイのお姫様……サラと同じ感触です。

　その手にはもう、病の気配は微み塵じんもありませんでした。




ラクレ：よかった……。めでたしめでたし、ですね。

ネヴィン：ダイワだから、時代劇風に「一件落着」だな（笑）。

ＧＭ：なお、しばらくすると、オトハの懐で通信石の音が響く。「もしもし……おお、リンか！　無事じゃな！　うん、うん……うむ、悪党は倒れたぞ！　わたしではない、ＲＥＤ海賊団がやったんじゃ！」

ＲＥＤ：どうやら、本土のお仲間も無事だったようだな。

ゼニーナ：うんうん、わらわたちの名をしっかり売り込んでもらいたいのだわ。

ＧＭ：通信を終えたオトハは、君たちに向き直り、満面の笑みを浮かべる。「さて、西方の勇敢な海賊たちよ。今、おぬしらに感謝するための用意を準備するようにオオド城のみんなに伝えたぞ」

ＲＥＤ：（ニヤリと笑って）堅苦しいのは苦手だぜ？

ＧＭ：「わたしも同じじゃ。だから、もちろん……宴会じゃ！」




　翌日。

　オオドに到着したわたしたちは、城と町を上げての大宴会へと突入しました。

　偉い人も、ごく普通の町の人も関係なく入り混じり、歌って踊って飲んで食べての夢の時間。

　こういうのを、ダイワでは「無ぶ礼れい講こう」と呼ぶそうです。

　無礼講、素敵！




ＧＭ：オオドで君たちは大いに歓かん待たいされ、報酬もがっぽり用意される！

一同：よし！

ゼニーナ：やっぱり黄金の国はあったのだわ～！

ＧＭ：上から下まで、お祭り騒ぎをするわけだが、もちろん、ちゃんとお偉いさん……タイクーンであるアオイ・カゲユキからの感謝の言葉もあるよ。

ラクレ：オトハさんのお兄さんですね。

ＲＥＤ：お、サムライキングって奴だな。これはこれは！

ＧＭ：「異国のもののふたちよ。心よりの感謝を。我がダイワを危機より救ってくれたこと、アオイの家は決して忘れぬ！　そして、海神ワダツミも同じ想いとのことだ」

ＲＥＤ：お？

ＧＭ：「巫女たちが神しん託たくとして授かった言葉だよ。『人間よ、感謝する。我らは、ダイワの海をより強く守ることを約束しよう』とな」

ラクレ：それはよかったですね～。

ネヴィン：ふむ、獲物を見逃せば、得することもあるんだな。覚えておこう。

ＲＥＤ：ま、奴らと戦って、禁断の島へ行くのは、オレらの目標だしな。その利害が一致して、感謝されるってのは気持ちがいい。

ラクレ：そういえば海図は……。

ＧＭ：うん、報酬の中のトップとして、精霊の海図を用意してくれるよ。

ラクレ：わーい、これでふたつめゲットですね♪

ゼニーナ：順調順調。




　夢の様な時間はあっという間に過ぎ───そして、出港の日が来ました。

　大げさなのは苦手とのことで、ＲＥＤは見送りの式典を辞退しました。

　なので、港に来たのはオトハさんひとり。




ＧＭ：では、宴会は三日ほど続き、出港の日。オトハが見送りに来てくれるよ。お土産として、ダイワの食べ物や酒を大量に持ってきてくれる。

ネヴィン：うんうん、いい子だ。素晴らしい。

ＧＭ：「さて、名残惜しいがお別れじゃな。ＲＥＤ、ラクレ、ネヴィン、ゼニーナ」

ＲＥＤ：ああ、またな、サムライプリンセス。

ラクレ：また、きっと会おうね。

ＧＭ：「もちろんじゃ！　わたしも色々と旅はしたが……エリンディル西方へは行ったことがない。いずれ、おぬしらの船に乗って、わしも行ってみたいもんじゃな」

ゼニーナ：ついてきてもいいのだわ～。

ネヴィン：確かに、手練れは何人いても困らないからな。

ラクレ：うんうん。

ＧＭ：「はっはっは！　せっかくじゃが、わたしはまだまだこの国でやることがある」

ラクレ：ん～、残念（笑）。

ＧＭ：「じゃが、ダイワはいつでもＲＥＤ海賊団を歓迎するぞ。そうじゃな、春には桜、夏には蛍、秋には紅葉、冬には雪！　いつだって最高の景色と、美味い団子が待っておる！」

ラクレ：うん、楽しみにしてるよ！

ＧＭ：「そうそう、のうラクレ……」と、オトハはラクレの肩にそっと腕を回し、小さな声で耳打ちする。

ラクレ：な、なに？

ＧＭ：「わたしが見たところ、おぬしは強いぞ。とてもな。じゃから───」




「胸を張って、ＲＥＤ海賊団と名乗ればよい」

　オトハさんの声は、限りなく優しく……そして、力強いものでした。

　わたしは、胸がいっぱいになってしまいました。




ラクレ：あ、ありがとう……！




　そして、風を受け、ピジョンブラッドの帆が大きく広がります。

　そして、真っ青なダイワの空に、海賊旗が翻りました。

　ＲＥＤ海賊団、新たな出港です！







◆Ending02◆トルバイン商会からの連絡




　神殿通信網一〇〇九一一三〇／Ｄー七七八二。

　発ドゥルガーラ　至ダイワ

　トルバイン商会よりＲＥＤ商会へ。

　メーナームヤイとの通商ルートは極めて良好。以後も継続的な関係を予定。

　当商会の経営状態も好転し、クロムウェル商会との競争において大きなアドバンテージを得たものと考えられる。

　尚、西方の相場に妙な動きあり。将来的に、大きな船団／人員が動く可能性を予測。

　各国間に戦争の気配はなく、目的は不明。

　また、ヴァンスター海軍上層部で人事の刷新あり。

　前海軍提督は更こう迭てつ。

　新しん提てい督とくはワルゲス・ムノー伯はく爵しやく。

　クロムウェル商会との黒い関係が噂される人物。

　貴き君くんらも以後、注意されたし。

発信者：ライラ・トルバイン
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆波は濤とうを越こえて南方へ




　極東での旅は終わった。

　次なる目的地については、前回のラストで予告したとおり、南方大陸となっている。

　公式設せつ定ていではほとんど触ふれられていない（存そん在ざいは示し唆さされている）場所だ。

　そこで俺おれは、『ＡＲ２Ｅ』世界観設定担たん当とうの久保田悠羅くぼた・ゆうらさんに相談することにした。




ＧＭ：っつーわけでゆーらさん。南方ってどんな場所なんです？

ゆーら：それはだな……。

ＧＭ：（真しん剣けんな目で）それは？

ゆーら：うん、まだよくわかんない。

ＧＭ：だと思ったよ！（笑）

ゆーら：あ、でも、地図と、いくつかの大まかな要素は決まってるんだよ。例えば……。

ＧＭ：ふむふむ。




　てなわけで、俺は悠羅さんと南方の設定についてあれこれ話し……そして、次なる収しゆう録ろく日びを迎むかえるのであった。




ＧＭ：はーい、それじゃあ今回の収録初めまーす。

ラクレ：……ＧＭ、前回のあれはなんですか！（笑）

ＧＭ：うん？

ラクレ：最後に、ライラさんから入った通信の内容ですよ。

ＲＥＤ：なんだよ、ワルゲス・ムノーって。あれが人の名前なのか（笑）。

ＧＭ：役割をわかっていただきやすいかなーっと。あ、ラスボスとかではないので安心して。

ゼニーナ：当たり前なのだわ！　あんな名前のキャラがラスボスだったら、あまりにもひどい。ひどすぎる。

ネヴィン：悪わるで、下げ衆すで、無む能のう。救いどころがない（笑）。

ＲＥＤ：一番かわいそうなのは、そいつのせいで更こう迭てつされた前ぜん任にん者しやだな。悔しすぎる。

ＧＭ：まぁ、ここで重要なのは、ヴァンスター海軍上層部に、あまりマトモじゃない動きがあったということなんで。ま、今回登場するわけじゃないんで。

ラクレ：あ、そうなんですか。

ＧＭ：うん。なにしろ、今回の舞台は……では、ここで今回予告を読み上げよう。




●今回予告

　南方大陸マジェラニカ！

　そこは未知の大陸。新たな出会いと発見と、そして試練の大地。

　ＲＥＤたちを迎えるのは、狂くるえる王が治める国。

　一行は、我われこそは勇者たらんと、旧ふるき王家の秘ひ宝ほう探たん索さくへと乗り出す。

　そこで待ち受けるのは、大いなる宝たからか、はたまた恐おそるべき死か。

　そして……宿命の対決もまた、始まろうとしている。




　アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ　第三話

『南方大陸の呪のろわれし秘宝』

　ようこそ、冒ぼう険けんの海へ！




●ギルドハンドアウト

　ダイワで多くの資し金きんを得た君たちは、それを元手に南方大陸への航海を始めた。

　多くの難なん所しよを乗のり越こえ、未知なる航路を開かい拓たくし……。

　そしてついに辿たどり着ついた！

　そこで君たちは、「大だい廃はい都との秘宝を探索する勇者を求む」という布ふ告こくを目にする。

　それを提てい示じしたのは、狂える王、奸かん臣しん、そして妖よう艶えんなる寵ちよう姫き……。

　いずれ毒どく蛇じやが潜ひそんでいようとも、君たちは秘宝を手にしなければならない。

　なぜなら、それこそ新たな精せい霊れいの海図の在あり処かなのだから。




ＧＭ：……というのが今回の内ない容ようとなっております。

ＲＥＤ：いいねぇ、秘宝！　冒ぼう険けん者しやの浪ろ漫まんだ。

ゼニーナ：昔の冒険小説みたいなタイトルなのだわ～。

ＧＭ：てなわけで、今回の舞ぶ台たいは南方のマジェラニカ大陸。これは、今まで紹しよう介かいされたことのない場所だ。

ラクレ：どんな場所なんです？

ＧＭ：悠羅さんの話によると、我われ々われの世界で言うところのインド亜あ大たい陸りくっぽいそうだ。

ネヴィン：インド……ガンジス河がわが流れて、苦く行ぎよう者しやがいて、色んな神様がいて……カレー？

一同：カレー！（笑）

ＧＭ：いいね、その設定は『ディスカバリーガイド』に入るかもしれない。

一同：おっ？

ＧＭ：実は、ＲＥＤ２巻かんの翌月くらいに、『ＡＲ２Ｅ』世界の全体を俯ふ瞰かんするサプリメントが出るんだよ。そのタイトルが『ディスカバリーガイド』。細かいことはこれから詰つめていくので、このセッションで出た情じよう報ほうがそのまま公式設定になったりするかも（笑）。

ゼニーナ：なるほど～。あ、そういえば、エネミーのナーガとかガンダルヴァは南方大陸出身とか書いてあったような。

ネヴィン：そういえばそうだったな。ちょくちょく、その存在は語られてた。

ＧＭ：なお、ゆーらさんから聞いた話では、巨大な魔獣があちこちに闊歩しており、それらを専門に狩る「ハンター」というクラスがいるそうだ。




　なお、「ハンター」はサポートクラスである。

　設定やデータ等については、『ディスカバリーガイド』をご覧いただきたい。




ラクレ：『モンスターハンター』みたいな？

ＧＭ：うん、そんなイメージ。

ネヴィン：いいね！　戦いの大地！

ラクレ：ネヴィンさんが盛り上がっている！（笑）

ＧＭ：ネヴィンには向いてるかもね（笑）。あと、インドっぽさということで、各地を治める領主のことは藩王（ラージャ）と呼ぶことになった。

ＲＥＤ：おお、マハーラージャ！

ＧＭ：そして、今回は、そのうちのひとつの藩王国に行くという流れ。

ラクレ：（今回予告を確認しながら）宿命の対決かぁ。これはやっぱり、ＢＬＵＥさんが出てくるんですかね。

ゼニーナ：前回は、《ＧＨ：ギルドキャラバン》でぶっちぎっちゃったＢＬＵＥさんなのだわ。

ＧＭ：今回こそはビシッと決める！（笑）

ＲＥＤ：やりあうってんなら、異存はねぇな。




●キャラクターの成長（10→11レベル）

▼キャプテンＲＥＤ

・取得スキル：《ボーパルアーツ》２《ゲイルスラッシュ》《マジックカット》

・新しん規きアイテム：風折りの刃やいば×２、コンバットクローク、トリックマント




ＲＥＤ：オレは短たん剣けんが風折りの刃になったのが大きいな。命中すると、相手の回かい避ひ判はん定ていはマイナス２Ｄになるってぇ効こう果かだ。

ＧＭ：（嫌いやそうな顔で）うげぇぇぇぇ。

ＲＥＤ：んで、《ゲイルスラッシュ》で範はん囲いに対して二回攻こう撃げきできる。そして《マジックカット》で魔ま法ほうダメージに対しても《ナイフパリィ》が可か能のうになった。

ＧＭ：どんどん対たい集しゆう団だん戦せんでの生せい存ぞん率りつと殲せん滅めつ力りよくが上がっていくなぁ。

ラクレ：防ぼう具ぐもいい物に変わってますね。

ＲＥＤ：ああ。ダイワではかなり儲もうかったからな。

ゼニーナ：本当なら、さらに五六〇〇〇Ｇ（八〇〇〇×二＋四〇〇〇〇）ゲットできていたはずなのに……ううう、カジノ……。

ＲＥＤ：（痛いたましい表ひよう情じようで）それを言うな……。




▼ラクレ

・取得スキル：《ソウルスティール》《デモンズウェブ》《トリビアリスト》

・新規アイテム：赤きレツド斜陽サンセツトの剣ソード、アミュレットハット、月光の腕うで輪わ、月光の種




ＧＭ：お次はラクレ。

ラクレ：えへへ～、《ソウルスティール》《デモンズウェブ》を取って、相手に与あたえるバッドステータスの効果をグッと強化しました！

ネヴィン：そいつを一気に《ダブルキャスト》で叩たたき込こむわけだな。

ラクレ：ずっとやりたかったコンボなんですよ～。

ＲＥＤ：オレも相手に回避マイナス２Ｄを与えるから、相手は地じ獄ごくだな。

ラクレ：はい！　七しち海かい邪じやに地獄を見せてやりましょう！

ＲＥＤ：頼たのもしい船主オーナーだ（笑）。

ラクレ：あと、赤き斜陽の剣を買いました。スピードアックスで先手を取ったら、《ウェポンチェンジ》で剣と杖つえに持もち替かえて魔法ダメージを上じよう昇しようさせます。

ＧＭ：ピジョンブラッドのオプションパーツを切きり替かえていくわけか。面白い。




▼ネヴィン

・取得スキル：《アームズロジック：錬れん金きん銃じゆう》《カバームーブ》《パーフェクトボディ》

・新規アイテム：轟ごう魔ま弾だん×５、蘇そ生せい薬やく




ネヴィン：私わたしは《アームズロジック：錬金銃》で命中判定＋１Ｄ、エンゲージ外の仲間を《カバームーブ》でかばえるようになった。あと、《パーフェクトボディ》。

ラクレ：どんな効果ですか？

ネヴィン：戦せん闘とう不ふ能のうから復ふつ活かつする。

ＧＭ：おおっ、ネヴィンがますますしぶとくなった！

ネヴィン：避さけずにギリギリまで耐たえて、倒たおれたら《パーフェクトボディ》で復活、それでも倒れたら《ラストアクション》で最後の反はん撃げきというのが理想の流れかな。

一同：すげぇ……。

ゼニーナ：最後の瞬間まで銃を撃ち続ける鉄の女なのだわ！

ネヴィン：欲を言えばもうちょっと轟魔弾を仕入れておきたいが……カジノで勝ったらだな。




▼ゼニーナ

・取得スキル：《ディビレテイト》《トランセンド》《ファストチャネル》

・新規アイテム：各種ポーション類（ＥＸＨＰポーションなど）




ゼニーナ：わらわは、《ディビレテイト》で相手の判はん定ていをマイナス１Ｄするのと、味方の達たつ成せい値ちに＋３する《トランセンド》、そして他人の判定ダイスを一個こだけ無む視しするスキルの使用回数を回かい復ふくする《ファストチャネル》の三つをゲット。

ＧＭ：判定介かい入にゆう系けいばかりだな。つくづく厄やつ介かいなキャラだ（笑）。

ゼニーナ：ほかに特筆すべき点は……一般スキル《トレーニング：筋きん力りよく》を取ったので、ＨＰが上昇。より胸むねがでかくなった。

ラクレ：胸とＨＰが関係あるんですか（笑）。

ゼニーナ：（しれっと）だって、一番胸が小さいラクレが、一番ＨＰ低いし。

ラクレ：ぐぬぬ……！（笑）

ＲＥＤ：（ゼニーナのキャラクターシートを覗のぞき込こむ）おおっ！　ＨＰ[image: ]！　オレよりもゼニーナのほうが１点タフだ！（笑）

ゼニーナ：ほっほっほ！

ラクレ：胸パワー、すごい！




●ギルドサポート

ＧＭ：さて、ギルドサポートも１レベルアップして９になりましたよん。なので、新しいギルドサポートを決めてくれ。

ＲＥＤ：ああ、それについては、さっき話し合って決めたんだ。

ＧＭ：ほほう？

ラクレ：《ＧＨ：クアハウス》！　温おん泉せんですよ温泉！

ＲＥＤ：海でも毎日、温泉に入れるってのはいいよなぁ。

ＧＭ：面白いものを持ってくるねぇ。

ゼニーナ：やっぱ温泉シーンは必要だろうと。オマケに、ギルドメンバー全員の最大ＨＰが＋10点されるという効果までついてくる。

ラクレ：オマケというか、それこそが重要な効果なのでは（笑）。

ＲＥＤ：ダメージに耐える力が10点増えるってのはでかいぜ。

ネヴィン：そのお蔭で、私の最大ＨＰが[image: ]から[image: ]になった。

ゼニーナ：一個レベルアップするよりも多くのＨＰをもらえるというのは、やはり素晴らしい効果なのだわ。ビジュアル的にも素晴らしい！

ＧＭ：船で温泉か。ピジョンブラッドが風ふ呂ろと異い世せ界かいを繋つないでいるのだろうか。

ラクレ：きっと、召しよう喚かん魔ま術じゆつの応おう用ようですよ。《サモン・リヴァイアサン》のプチ版ばんみたいに。リヴァイアサンが温泉の湯をどんどん運んできてくれる。

ネヴィン：なんとも豪勢だな。

ＧＭ：リヴァイアサンを何だと思ってるんだ（笑）。




　かくして、今回のギルドサポートは次のようになった。全ぜん般ぱん的てきに、日にち常じよう生活をエンジョイするためのサポートが多いＲＥＤ海かい賊ぞく団だんであった。




・《蘇そ生せい》（１）

・《祝福》（１）

・《薬やく剤ざい師し》（１）

・《天てん啓けい》（１）

・《カジノ》（１）

・《カジノⅡ》（３）

・《ＧＨ：ギルドキャラバン》（２）

・《ＧＨ：クアハウス》（１）
















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆風呂の悦えつ楽らく、賭と博ばくの醍だい醐ご味み




　ピジョンブラッド号、浴室。

　ラクレ、ネヴィン、ゼニーナの三人は、入浴タイムを満まん喫きつしていた。

　健康増進・美び肌はだ保ほ湿しつの魔力を帯びた湯は、浸つかるだけで生命力を賦ふ活かつする。

　ここはくつろぎ、別世界。




ＧＭ：はい、それじゃあオープニングだよ。例によってカジノ行くのね？

ゼニーナ：その前に、風呂！　温泉タイム！　入浴シーン！

ラクレ：勝負事の前に、英気を養やしなうんですね（笑）。わたしも入る入る♪

ネヴィン：（嬉しそうに）私は、ダイワで仕入れた酒を持ち込んで、一杯傾かたむけつつ浸かるぞー。はー、くつろぐ。

[image: ]

ＲＥＤ：女湯は華やかだな。オレはドクと男湯だ。きっとイラストにはなるまいが。

ＧＭ：うん、しない（笑）。だが、効果は同じだ。みんな温泉でぽかぽかしたので、【最大ＨＰ】が10点も増えるのであった。




　くつろぎタイムは終わり……そして勝負の時がやってくる。




ゼニーナ：さー、ひとっ風呂浴びてコンディション万全！　ダイワで買った浴衣ゆかたに身を包んで、カジノに突撃するのだわ！　いざ復ふく讐しゆう戦！（握にぎり拳こぶしで力説）

ラクレ：コーヒー牛乳飲みながら激しく頷うなずきます（笑）。

ＲＥＤ：今度は任せときな！

ＧＭ：種たね銭せんはどんだけ用意したの？

ラクレ：（ギルドシートを確認して）ふふふ、ダイワでは稼ぎましたからね。買い物終わっても十万以上あるんですよ～！

ゼニーナ：ニャッハッハ、これで勝てば倍！　二十万！

ネヴィン：私とゼニーナ、ラクレが九〇〇〇ずつ賭けて、ＲＥＤが残りを全部注つぎ込むってわけだな。

ＧＭ：ＯＫＯＫ。それじゃあ演出は……そうだな、南方大陸は目と鼻の先というあたりで、豪華なカジノ船に遭そう遇ぐうしたことにしよう。相手は、そこの女王として君くん臨りんするカジノ子だ。

ＲＥＤ：またお前かよ！（笑）

ラクレ：しかも、なんだか偉くなっちゃってますよ。調子こいてますよ！

ＧＭ：「あらあら、あんたたち、また負けに来たの？　懲りない奴らね」

ゼニーナ：くきぃ～！　悔しい！

ネヴィン：なんという増ぞう長ちようっぷり（笑）。

ＧＭ：「さぁ振りなさいな、海賊さん。このカジノクィーンが遊んであげる」

一同：舐なめるなぁーっ！




　ＲＥＤ海賊団がカジノ船に持ち込んだ金は、総額一〇三〇〇〇Ｇ。

　莫ばく大だいな賭け金である。

　他の客も、固かた唾ずを飲んでＲＥＤたちの勝負を見守る。

　そして、運命の骰子ダイスが振られた。




ゼニーナ：嘘っ、出目５!?

ＧＭ：あ、こっちは10だ。




　ゼニーナが敗れ───




ネヴィン：よ、４！

ＧＭ：６！




　ネヴィンが散ちり───




ラクレ：（首を横に振って）みんな不ふ甲が斐いないですね……わたしが手本を見せます！　九〇〇〇Ｇをベット賭ける！　２Ｄの出目は……９！

ＧＭ：こちらも９！　同値はＧＭの勝ち！




　そして、ラクレまでもが陥落おちた。




ＧＭ：（超ちよう嬉うれしそうに）よーしよしよしよし！　ＹＥＳＹＥＳＹＥＳ！

ＲＥＤ：３タテかよ……。

ネヴィン：…………（←無言で宙を見つめている）。

ゼニーナ：イカサマよ、イカサマ……この船には泥棒がいるのだわ……。

ラクレ：二七〇〇〇Ｇが……一瞬で……（←机に突つっ伏ぷしている）。おかしいな、おかしいな、大おお儲もうけしてるはずなのに……。

ＲＥＤ：ラクレたちの肩を叩いて声をかける。なぁに、それでも種銭は七六〇〇〇Ｇ残ってる。こいつで勝ちゃあ一五二〇〇〇Ｇ。負け分引いても、ほぼ五万のアガリだ。

ＧＭ：（余裕の口ぶりで）「やーめときなさいよ、キャプテンＲＥＤ。絶ぇっ対に、あたしには……勝てないッッッ！」

ＲＥＤ：どうだかね。ウチの可愛い女たちをいじめてくれた礼はしておかねぇと……ＲＥＤ海賊団の名が泣くってもんよ。ドンッと残りの金を全部卓上に乗っける！

一同：頑張れーっ！

ラクレ：ＲＥＤ、格好いい……！

ＧＭ：「やってみろ、キャプテンＲＥＤ！」

ＲＥＤ：行くぜ、とりゃっ！（２Ｄを振る）




　そして、賽さいは投げられた。

　高らかに宙を舞う、ふたつの運命ダイス。

　そして───
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◆Opening02◆裸一貫、南方大陸




　わたしたちは、またもや敗やぶれました。敗れて、果てたのです。

　あれからゼニーナさんは三日寝込み、ネヴィンさんは黙々とラム酒樽たるを消費し、ＲＥＤは人と目を合わせようとしません。

　ぼーっとしていると、港町ヴァルーナにつきました。

　マジェラニカ大陸有数の港町だそうです。




ＧＭ：えー、お通つ夜やムードではありますが、セッションを続けて……いいよね？

一同：…………うん。

ＲＥＤ：あー……。まさか、またピンゾロとはなぁ。

ラクレ：出目は時の運だもの……ＲＥＤのせいじゃないですよ……。

ＲＥＤ：優しさが却かえって心に痛い（笑）。

ＧＭ：そんな傷しよう心しんの君たちは、のろのろと港町ヴァルーナに到着する。ここはエリンディル大陸との交流の要よう衝しようのひとつとして知られている場所だ。

ＲＥＤ：大きな港町か。オレらの本拠、ドゥルガーラみたいなもんかな？

ＧＭ：そうだね。これまでに聞いた噂うわさ話によれば、賢明なる藩王ラージヤラーム四世の統治の下、政治的にも経済的にも安定し、活気がある都市だそうだ。

ＲＥＤ：ふむ。しょげてばかりいても始まらねぇ。ここは、何か景気のいいところにあやかって、仕事の口や、精霊の海図を探そうぜ。

ゼニーナ：ニャッ！　確かに、今のわらわたちに必要なのは儲もうけ話！

ネヴィン：うんうん。食事をするくらいの金は残っているんだし、異国の料理でも食べて、気分転換しようじゃないか。

ラクレ：いいですね！




　暑い、とても暑い街でした。

　エリンディルとは、風も、香りも、色合いも異なります。

　市場には、見たこともない道具や食材ばかり！

　これが港町ヴァルーナ！

　……なのですが、なんだかみんな、元気がないみたい。




ＧＭ：街を歩いてみると、どうにも活気がないね。流通している物資も少ない。

ラクレ：ありゃりゃ？

ＲＥＤ：今回予告に「狂くるえる王」とかあったもんなぁ。

ネヴィン：戦争でもあったのか？

ＧＭ：そういう雰囲気でもなさそうだね。市民の表情は、〝怯おびえ〟に近い。

一同：ふむ……。

ＧＭ：さて。そうこうするうちに、君たちは港に面めんした広場に差し掛かる。そこには、巨大な石板が立てられ、すぐ横では布ふ告こく官かんと思しき兵が大きな声を張り上げている。

ＲＥＤ：そりゃあ興味をそそられるな。覗のぞいてみるか。

ＧＭ：「慈じ悲ひ深きラーム四世陛下はぁ、ここにぃ、広く勇者をぉ、求めておられるぅ！」と、人員募集の布告だね。石板には、共通語で、こう記されている。

[image: ]

ゼニーナ：財貨！　それはもう、耳をピンと立てて、それまで死んだ魚みたいだった目を輝かがかせるのだわ。ＲＥＤ！　これってば！

ＲＥＤ：ああ！　浪ろ漫まんだ！　しかも、一発逆転の予感がするぜ！




　秘宝。

　今のわたしたちにとっては、いつにも増してときめく言葉です。

　それに、なんとなくだけど、精霊の海図や……そして、何かわたしたちの運命とも関わりがあるような予感がするんです。

　未知の大陸。

　未知の秘宝。

　新天地で今、心躍おどる冒険が始まります！
















ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆寵ちよう姫きの願い




　数すう刻こく後、一行は藩王ラージャの居きよ城じようの客となっていた。

　エリンディルとは、建けん築ちく様式も、色合いも、使っている石の種類も違ちがう城しろの大広間。

　そこが謁えつ見けんの場所であった。




ＧＭ：では早速だが、ミドル最初のシーンは、君たちが王宮で藩王ラージヤに謁見している場面から始まる。

ＲＥＤ：おお、そいつは話が早いな！

ネヴィン：いきなり謁見させてもらえるのか。

ＧＭ：君らは、神しん殿でん発行の冒ぼう険けん者しや許きよ可か証しようを持っているからね。大陸が異ことなるとはいえ、その信しん頼らい性せいは万国共通だよ。

ラクレ：免めん許きよは持っておいて損そんはないですねー。

ＧＭ：で、君たちは藩王ラーム四世の前にいる。彼かれは、40代半ばの男だん性せいと聞いているが、疲つかれた老人のように陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

ＲＥＤ：陰鬱？　聞いた話とは印象が違うな。

ゼニーナ：いきなりダメダメ感に満みち溢あふれているのだわ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、周囲は数多くの衛えい兵へいが佇ちよ立りつし、無言の圧あつ力りよくを加えている。そして、藩王のそばには、大臣と思おぼしきふたりの男性。どちらも五十歳くらいのたくましい男たちだ。兄弟なのか顔はよく似にている。彼らは、君たちにうさんくさげな視し線せんを向けている。

ＲＥＤ：仕し事ごと柄がら、そういう目で見られるのは慣なれてるから気にしねぇよ。とりあえず、深々と礼をして、挨あい拶さつの口上をべらべらと述のべておこう。うさんくさい商売人っぽく（笑）。

ラクレ：ああー、ＲＥＤはそういうの巧うまそう。

ゼニーナ：じゃあ、ラクレに耳打ちしとく。あいつの口の巧さは、学んでおくと役に立つはずなのだわ。

ＲＥＤ：……辺地より流れ流れて数千海かい里り、この地の土を踏ふむ栄えい誉よに預あずかりましたこと、まずは感かん謝しやさせていただきます。臣しんの名はリチャード、船ふね商あきないにて生きる者にございます。

ＧＭ：いいねいいね、雰囲気出てる（笑）。では、藩王は君の口上を聞いた後、物もの憂うげに口を開く。（陰鬱な掠かすれ声で）「リチャードと……言ったな……。おぬしが何者かはどうでもよい。〝大だい廃はい都と〟から、宝たからを持ち帰れ……」

ＲＥＤ：ノリの悪い王様だねぇ……と、こっそり呟つぶやく。

ネヴィン：〝宝〟とだけ言われても、要よう領りようを得ないな。

ＧＭ：それについては、大臣ズが説明を引ひき継つぐ。ちなみに彼らの態たい度どは悪く、明らかに君たちを軽んじた話し方をするが……要点のみを列挙すると、こんな感じだ。




・領りよう内ないの大たい河がを遡そ行こうした果てに巨きよ大だいな湖みずうみがある。そこには、百年前に災さい害がいで水すい没ぼつした旧きゆう王おう都との遺い跡せき〝大廃都〟が眠ねむっている。

・大廃都には旧王家の財ざい宝ほうが多数隠かくされている。そのうちのひとつ、〝アガスティヤの果実〟と呼よばれる手のひらほどの美しい宝ほう石せきを持ち帰って欲ほしい。




ＧＭ：大臣ズは、「これまで幾いく度ども兵士や、あるいは強きよう制せい徴ちよう収しゆうした民たみを送おくり込こんだが、いずれも帰ってこない。どいつもこいつも役立たずのクズばかりだ」「外国人風ふ情ぜいに探たん索さくの栄誉を許ゆるすのも、藩王陛へい下かの広い御み心こころゆえ。感謝するが良い」と、そんな口ぶり。

ラクレ：なんかひどい話ですね！

ゼニーナ：きー！　なんなのこいつら！　失礼だわ！

ＧＭ：「成功したら報ほう酬しゆうは弾はずむぞ。金きん銭せんでも宝石でも好きにしろ」と大臣の片かた割われ。

ゼニーナ：（急に相そう好ごうを崩くずし）あ、そういうことなら頑がん張ばるのだわＲＥＤ。

ＲＥＤ：ふむ。しかし、なんでまたそんな宝石一個こが欲しいんだい？

ＧＭ：「外国人風情が知る必要は───」と大臣が言いかけたところで、突とつ如じよ、大広間は芳かぐわしい香かおりに包まれる。

一同：お？




〝絶ぜつ世せいの美女〟。

　そう表ひよう現げんするに相応ふさわしい女じよ性せいだった。つややかな小麦色の肌はだ、切れ長の瞳ひとみは海の如ごとき深さ、絹きぬ糸いとよりも滑なめらかな黒くろ髪かみ、その身にまとうは馥ふく郁いくたる香り。

「私わたくしが、望んだのです」

　唇くちびるから紡つむがれる言葉は、聞く者すべてを魅み了りようする響ひびきであった。




ラクレ：なんか美女来た！

ＧＭ：大臣たちは慌あわてて額ぬかづき、精せい気きのなかった藩王も「おお、ミーヴ、ミーヴよ！」と目を輝かがやかせる。

ＲＥＤ：王おう妃ひ様かな？

ＧＭ：惜おしい。彼かの女じよは、「私の名はミーヴ。偉い大だいなる藩王陛下より愛を賜たまわる端はした女めです」と自じ己こ紹しよう介かい。しかし、それに続いて大臣たちが「何をおっしゃいます！　あなたこそは我われらが女神！」「王家になくてはならぬ方！　この国の母となるべき方！」「おおミーヴ！　あなたの前にはいかなる美も霞かすむ！」「ああミーヴ！　あなたの前にはいかなる男も無力！」「ミーヴ！　いと美しき───」

ゼニーナ：もういいよ！（爆ばく笑しよう）

ネヴィン：大臣たち、盛もり上あがりすぎ（笑）。

ＧＭ：なお、彼女の登場と同時に、居い並ならぶ兵士たちも陶とう酔すいした表ひよう情じようになる。誰だれもが彼女に心しん酔すいしているのはよく分かるね。

ラクレ：（笑いながら）いくらなんでも、これって大だい丈じよう夫ぶなんですか。

ＲＥＤ：ダメかも知れねぇな、この国。ともあれ、頭は下げておこう。ミーヴ様、でしたか。ええと、あなた様が宝石をお望みで？

ＧＭ：「ええ。他愛たわいのない望みなのですが……」と口を開くと、藩王はくわっと目を見開き「ミーヴを我わが妃きさきに迎むかえるにあたり、この者が望む宝にて飾かざり立たてねばならぬ！」と語る。

ＲＥＤ：なるほどねぇ。

ラクレ：で、でも、そんなもののために、大おお勢ぜいの人を送り込んで、そして行方ゆくえ不明になっちゃってるんですよね？

ＲＥＤ：おっと。ここは、ラクレの肩かたに手を置いて制せいしておこう。

ラクレ：ＲＥＤ……。

ＲＥＤ：（囁ささやくような声で）ラクレ、ここでトラブルを起こしたら台無しだ。ここは黙だまって引き下がっておこうや。

ラクレ：はい……。

ＲＥＤ：もちろん、後で裏うらはとるけどな。

ＧＭ：ところでラクレ。ＲＥＤからもらった帽子は持ってきてる？

ラクレ：あ、はい。王様の前だから、脱いで手に持ってると思いますけど。

ＧＭ：では、ミーヴは君の帽子を見ると明らかに目を見張り、君の顔をじっと見つめる。

ラクレ：な、なんでしょうか。

ＧＭ：君が尋ねても、「……いえ、なんでもありません」と、視線を逸らしてしまう。

ラクレ：??

ＧＭ：最後にミーヴは、「期待していますよ、異い国こくの勇者たちよ」と妖よう艶えんな笑えみを浮うかべる。ここでシーンは終しゆう了りようだな。







◆Middle02◆ヴァルーナの暗雲




　王命を拝した後、ＲＥＤたちはヴァルーナの城下町を訪れた。

　なにはともあれ、情報を集めることにしたのだ。




ＧＭ：はい、それではヴァルーナの城下町でのシーンを始めよう。大廃都のこととか、調べたいことはあれこれあるだろうからね。

ラクレ：あの美女、絶対怪しいですよね（笑）。

ゼニーナ：そこで仕掛けてもいいくらいだった。

ＧＭ：あ、いいよ（あっさり）。

一同：え!?

ＧＭ：予想通り、元凶は、あのミーヴという女だから。あいつが七海邪のひとりね。だから、一気に攻め込めば、そのままクライマックスに移る。倒せばエンディング。

ラクレ：なんというぶっちゃけ……。

ＧＭ：ただ、そのルートを辿ると、はっきり言うがバッドエンドだ。王様は死に、この国は救われず、謎は解けず、そして精霊の海図も手に入らない。

ＲＥＤ：そのエンディングは、まぁ、ナシだよな（笑）。

ＧＭ：倒すべき敵とは、冒頭、丸わかり状態で遭遇するシナリオなのよね、だから、クライマックスへ行く方法は教えておくから、好きにしてもらおうと。

ゼニーナ：ああ、このシナリオで重要なのはそこじゃないってことね。

ＧＭ：そゆこと。

ネヴィン：私としてはいきなり戦闘でもいいが、さすがに後味が悪そうだな。

ＲＥＤ：ＯＫ、じゃあまっとうに進めて、外堀固めてから倒しに行こうや！

一同：おーっ！




　一行は話し合い、とりあえず次の四点について調査することにした。


・ラーム四世について

・ミーヴについて

・ヴァルーナの現状について

・大廃都について






ＧＭ：そんじゃサクサク進めようか。難易度は、どれも基本は12。15以上で、さらに有益な情報が手に入る。使う能力値は【感知】だ。

一同：はーい。




▼ＲＥＤの情報収集：ラーム四世について

ＲＥＤ：そんじゃオレからだな。情報収集は得意だぜ。一般スキル《ストリートワイズ》に、さらに《トランプ》を組み合わせていいか？

ＧＭ：どうぞどうぞ。

ＲＥＤ：そんじゃ５Ｄ＋４……よし、21！

一同：おおー。

ＧＭ：こういうとき、やっぱＲＥＤは輝くなぁ。では演出的には……どうしようか？

ＲＥＤ：港を取り仕切ってる、表と裏の事情に通じた有力者みたいなのはいないかな？　そいつに話を聞きに行くってことで。

ＧＭ：色んな物が入り乱れる場所だから、そういう人物は存在しているだろうな。では、浅黒い肌の、大おお柄がらでふてぶてしい面つら構がまえのおっさんとしておこう。それが教えてくれるよ。

ＲＥＤ：一応、仁じん義ぎは切っておくかね。海の渡と世せい人として。

ＧＭ：その男は、「エリンディルの船乗りか。礼れい儀ぎはわきまえてるようだな」と君を認め、酒を酌み交わしつつ話をしてくれる。内容はこんな感じだ。





・ラーム四世は、これまで二十年に渡りヴァルーナを精力的に治めてきた藩王である。彼のお蔭で、先代までの頃よりも経済は活性化し、かつ、治安も向上している。

・王妃は若くして亡くなっており、ひとり息子のクリシュナを深く愛すると共に、次代の統治者としての教育もしっかりと施していた。

・昨年、病を得たが、それでも懸けん命めいに国の舵取りをしていた。だが、半年前に息子が突如行方不明となり、以来、塞ふさぎこんで政せい務む不ふ能のうとなっている。もう長くないという噂。






ＲＥＤ：なるほどな。そのクリシュナって王子がキーになるんじゃねぇかな。

ＧＭ：では、ここで、新たな情報収集項目「クリシュナ王子について」が出現する。

ＲＥＤ：おっ。後で調べるとするか。




▼ラクレの情報収集：ミーヴについて

ＧＭ：次はミーヴについてだな。

ラクレ：はーい、七海邪とのことなので、わたしが調べます。ええと、【感知】は高いです。２Ｄ＋８、そのまま振りますね。（ダイスを振る）うん、15！

ＧＭ：うすうす。そうだな、まず、通り一遍の情報は街の人間からも聞ける。

ラクレ：あ、有名なんですね。そこらのおばちゃんとかに聞く感じで（笑）。

ＧＭ：まず、彼らは声を潜めて語る。「ミーヴ様は、王様がご病気になってすぐくらいに、どこからともなく現れたそうだよ。献けん身しん的てきに看かん護ごなさって、王様を補ほ佐さしておられたんだ」

ゼニーナ：病気になってすぐ（笑）。

ラクレ：超あやしぃぃぃ！

ＧＭ：で、彼女の基本情報は、こんな感じ。





・絶世の美女。年齢不詳、出身不明。前王妃の面影があり、それもあって王は心を許した。

・王子がいない現状では、かなりの権勢を誇っている。特に、ふたりの大臣は媚びへつらい、手足として動いている。重税のほとんどが、彼らの懐に流れ込んでいるという噂。

・彼女は大廃都にあるという〝アガスティヤの果実〟を求めており、幾人も探索隊を送り込んでいる。だが、いずれも行方不明。






ＧＭ：で、ここから先はピジョンブラッドからの情報。「王宮から七海邪の気配がします。それも、ルビィの体を蝕んだ病の呪いと同じ波長です」

ラクレ：ええっ！

ネヴィン：ミーヴが、ルビィを呪ったのか……？

ＲＥＤ：王の病も同じだとすると、かなり疑いは濃厚だな。

ラクレ：ぐぬぬ、今すぐ殴りに行きたい！

ＧＭ：だがしかし、このままでは、倒しただけじゃこの国の問題解決にはならないね。

ラクレ：あうう……。クライマックスでは容赦しないから、首洗って待ってろ！




▼ネヴィンの情報収集：ヴァルーナの現状について

ＧＭ：それでは次はネヴィンかな。

ネヴィン：ヴァルーナの現状について……は、まぁ、街をぶらついてみればだいたい分かるか。２Ｄ＋４……フェイト使うか？

一同：うーん……。

ゼニーナ：あまり重要そうではない気がするんだけど……。

ネヴィン：ふーむ。（少し考え）とりあえずここは、そのまま振ろう。達成値10。

ＧＭ：うん、失敗だな（笑）。……誰でもわかる情報だけは伝えておこう。国民は、全体的に元気がない。税金が重いのと、強制徴募で大廃都に送られるからだ。

ネヴィン：あー、そうだろうな。

ＧＭ：教えてあげられるのは、以上だ。ちなみに成功してたら、あとでちょっとだけ有利になる情報が入ってた。

ネヴィン：ありゃ、そうだったか。みんなすまん。

ラクレ：大丈夫ですよ～。




▼ゼニーナの情報収集：大廃都について

ゼニーナ：わらわが大廃都っ♪　秘宝っ♪　【感知】８なんで楽々成功するはず。（ダイスを振る）おおっ、クリティカル！

ＧＭ：うおっ!?　となると、特別な情報まで出るな。

ゼニーナ：わーい。

ＧＭ：演出はどうすっかな……ああ、マジェラニカにも神殿はあるから、そこの登録情報を教えてもらえばよさそうだな。

ゼニーナ：ここにもあるのかー。すごい組織なのだわ。

ＧＭ：担当者は、「おや、エリンディル大陸の方ですね。魔獣狩りコースですか？　どれくらいの大物狙いでいきます？　ネームドもご紹介しますよ」と話しかけてくる。

ゼニーナ：いや、そういうのいいから。

ネヴィン：ネームド狩り、いいな。

ゼニーナ：ちょうよくない。ノー危険！　それはさておき、大廃都のことを教えるのだわ。

ＧＭ：「ああ、北東の諸しよ島とう地ち域いきにある遺跡ですねー」と、ファイルをパラパラめくり始める。教えてもらえる情報は、次のとおり。





・今は滅めつ亡ぼうした藩王家が治めていた都市であり、現在は水没している。入り組んだ水路状になっており、船での侵入が可能。護りの結界を始めとして、侵入者撃げき退たいの仕掛けが満まん載さい。

・かつて王家に仕えていたガーディアンエネミーがうろついている。彼らを統括しているのが、アプサラスという水天女たちである。

・アプサラス自体は会話が可能な存在なので、話し合う余地はある……かもしれない。

・最深部には王家の秘宝があるとされるが、辿り着いた者はいない。〝アガスティヤの果実〟は、その秘宝のひとつ。

・探索はＦＳ判定。






ゼニーナ：ニャるほどー。つか、最後（笑）。

ラクレ：とてもわかりやすい情報ですね！

ＧＭ：ダンジョンアタックをＦＳ判定でやろうって話さ。先に教えといたほうがいいなと。なお、その際に、持っていると判定が有利になるアイテムを教えよう。




・バーストルビー：大廃都には瓦礫で進めない場所が多い。爆破できると便利だ。このアイテムを使用するとＦＳ判定の達成値＋１。装備する必要はない。

・死者払いの水：大廃都には低級の死霊が多い。このアイテムを使用するとＦＳ判定の達成値＋１。

・暗視ゴーグル：大廃都は暗い。このアイテムを持っているとＦＳ判定の達成値＋１。装備する必要はない。




一同：げぇぇぇっ！（爆笑）

ゼニーナ：高いアイテムばっかじゃーん!!

ＧＭ：知らねぇよ！　カジノでスッてなきゃ買えてたはずなんだよ！（笑）　せっかく、ちょっと面白い金の使い方を用意したのに。

ラクレ：（『アイテムガイド』を読みながら）一番安いバーストルビーでも一〇〇〇Ｇもしますね……。

ＲＥＤ：ツイてないぜ～。

ＧＭ：では、アイテムの話はこれくらいにして、クリティカルしたので特別情報を渡そう。

ゼニーナ：おー、どんとこい！

ＧＭ：「で、ここからは極秘情報なんですが……冒険者の方々を信じて、お教えします。もしかしたら、この国の問題を解決する助けになるかもしれません」

ゼニーナ：お、話して話して！

ＧＭ：「実はですね。半年前、クリシュナ王子が大廃都に向かったと思われる形跡や、目撃情報があるんです」

ＲＥＤ：そいつはグッドニュースじゃないか？

ゼニーナ：確かに。詳しく聞きたいのだわ！

ＧＭ：「これは推測ですが、旧王家が有していたという秘伝の薬、あるいはその製法を探りに行ったのではないかと……」

ゼニーナ：ああ、王様治すため？

ＧＭ：「おそらく。それならば大勢を連れていけば良いのに、なぜか人目を忍ぶように少人数で……。陛下のお耳には入れてませんけどね」

ゼニーナ：なんで？

ＧＭ：「あの状態の陛下が知れば、今以上に、無謀な探索隊を大廃都に送り込み、人命を浪費するだけという判断です」

ラクレ：ああ、それもそうですね。

ゼニーナ：賢明なのだわ。……ふむ、情報はこれくらい？　ふむ、ＯＫＯＫ、収穫あり！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……というわけで、ひと通り調べたね。ちなみに、クリシュナ王子については、ゼニーナのとこのクリティカルでほぼ情報は出てる。

ＲＥＤ：じゃあ、オレが、なぁクリシュナ王子が鍵っぽいぜ……とみんなに教えると……。

ゼニーナ：わらわが、ダーッと喋る。得意満面で。

ＲＥＤ：うおお、なんか悔しい！（笑）

ＧＭ：あと、王子の基本情報は伝えておこう。まだ十五歳の少年だが、心優しいしっかり者。文武両道、可愛かわいく凛り々りしい容よう貌ぼう、宮廷はもちろん、庶民からも慕われていた。剣も得意。

ラクレ：完璧超人じゃないですか（笑）。

ＧＭ：ラーム四世が溺でき愛あいするのも納得できる人物ということだね。なお、腕前は、聞く限りでもかなりのものだ。君たちほどではないだろうけどね。

ネヴィン：ふむふむ。けれどさすがに大廃都は荷が重かったか。

ラクレ：生きてますかね、王子様。

ＲＥＤ：半年前だろう？　遭そう難なんしてそんだけ経ったら、まず望みはねぇが……せめて、遺品だけでも回収しといてやりたいとこだな。

ラクレ：ですよねぇ……。

ＲＥＤ：ともあれ、情報は出で揃そろった。兎とにも角かくにも大廃都へ行かなきゃならねぇな。

ネヴィン：……アイテムはどうする？

ゼニーナ：贅沢は敵なのだわ！

ＧＭ：では、買い物フェイズは飛ばして、さっさと大廃都の探索に移行しよう（笑）。







◆Middle03◆大廃都へ




　ピジョンブラッドは、大河を遡そ上じようしてゆく。

　目指す先は、湖みずうみに半ば水すい没ぼつした〝大廃都〟。

　かつて都市を守まもっていた魔ま法ほうの守りは、今も尚なお、弱き者を寄よせ付つけない。

　だが、ＲＥＤたちほどともなれば、恐おそれるほどのことはない。




ＧＭ：では、いよいよ大廃都を攻こう略りやくするシーンだ。

ＲＥＤ：《リムーブトラップ》とか、罠わなに対するスキルはひと通り揃そろえてあるが……。

ＧＭ：アイテムないんだよね（笑）。相対的にちょっと攻略が難しくなるけど、なんとか頑張って。

ラクレ：トラップ多いんですよね……進んでいくだけで、ＨＰロスとかありそう。

ゼニーナ：恐れてはならないのだわ！　一いち文もん無なしの我われ々われは、なんとしても、この探たん索さく行こうで名を上げ、金を稼かせがなければならないのだわ！

ラクレ：ゼ、ゼニーナさん、冒ぼう険けんや浪ろ漫まんは……。

ゼニーナ：浪漫じゃお腹なかは膨ふくれないのだわ！（←金に狂くるった目）

ネヴィン：七しち海かい邪じやや精せい霊れいの海図はどうでもいいのか（笑）。

ＲＥＤ：お金がないってのは辛つらいねぇ。

ＧＭ：さてさて、これより先は、ピジョンブラッドに乗った状じよう態たいで湖と、そこに沈しずんだ大廃都を探索してもらうことになる。湖といっても、大廃都の残ざん骸がいがそこかしこで島のように残っていて、水路のようになっている。

ＲＥＤ：なるほど。確かに、ちょっとしたダンジョンだな。

ＧＭ：そして、挑いどんでもらうＦＳ判定はこれだ。




★名めい称しよう：遺い跡せきの最深部に辿たどりつけ！

　完かん了りよう値ち：12　制せい限げん人数：２　支し援えん判定：【感知】

　終了条じよう件けん：ＢＬＵＥが先に到とう達たつする

　進行判定／初期：危き険けん感知　難なん易い度ど：20




ＲＥＤ：ＢＬＵＥがいるのか！

ＧＭ：うん。実は、ネヴィンの情報収集が成功してると判明してた情報だった。その場合、相手の出方をある程度読めるので、向こうの難易度を上げることができたのだ。

ネヴィン：な、なんとー！　ごめん！

ＲＥＤ：いやー、これはしょうがないっしょ。

ラクレ：ですです。判定で頑張ればいいだけですよ。

ネヴィン：ありがとー……。

ゼニーナ：これ、つまりＢＬＵＥも判定するってこと？

ＧＭ：うん。ＲＥＤ海かい賊ぞく団だんとＢＬＵＥ海賊団、先に進行値が12に到達した方の勝ちだ。この結果により、次以い降こうの展てん開かいが変わってくる。

ゼニーナ：制限人数がふたりだけど、そっち側にも、ＢＬＵＥ以外に進行判定できるキャラクターがいるってことかニャ？

ＧＭ：ああ、いるよ。でないとＲＥＤ側と差がつきすぎる（笑）。

ＲＥＤ：データ持ちキャラがいるのか……。こりゃあ、後々、戦せん闘とうでぶつかり合う可か能のう性せいもありそうだぜ。

ネヴィン：戦闘。いいな。しかも、ライバルとの戦いだ。

ラクレ：一巻かんでの戦闘だと、一いつ瞬しゆんで終わっちゃいましたもんね。

ゼニーナ：主にＧＭのファンブルのお蔭かげで（笑）。わらわの中では、既すでにＢＬＵＥ無む能のう説せつがまことしやかに……。

ＧＭ：お黙だまり！　ともかく、始めるとしよう。




　南方大陸に眠ねむる、呪のろわれし秘ひ宝ほう。

　その入口に、ＲＥＤたちは立った。

　この先に立ちはだかるのは、いかなる怪かい異いか、魔ま性しようの罠わなか。

　だが、恐れを乗のり越こえ、一行は進む。




ゼニーナ：最初は危険感知ー。ここはＲＥＤが得意かニャ？

ＲＥＤ：おうよ。危険感知なら３Ｄ振ふれる。とはいえ難易度20かぁ。

ＧＭ：うん、ちょっと高めだね。

ラクレ：アイテム買えてれば、実質の難易度は17だったんですね。カジノがにくい……貧しさがにくい……。

ＲＥＤ：ラクレ、お金がない部分は知恵と勇気でカバーだ。

ラクレ：はっ。そ、そうでした！

ＲＥＤ：というわけで、オレの知恵と勇気で判定だ。フェイトを使って、４Ｄ振る。

ＧＭ：どうぞー。

ＲＥＤ：とりゃっ！　あ、クリティカル！

一同：やった！（拍手）

ＧＭ：げげっ!?　いきなりか……。

ＲＥＤ：カジノでのピンゾロを償うため、勤きん労ろう意い欲よくに燃えているオレであった。

ＧＭ：ええと、クリティカルの場合は進行値が１Ｄ＋６の目の数だけ上じよう昇しよう……。

ＲＥＤ：はいよー。（ダイスを振る）お、６が出た。進行値８点上昇！

ラクレ：すごい、もう残り４点！




　ＲＥＤは、水没した都市に潜ひそむ危険を次々と見み破やぶってゆく！




ＧＭ：えーと、一気にイベントが進んでしまった。水路を進むうちに、この湖を根ね城じろとする水すい竜りゆうが立ちはだかる！

ゼニーナ：んー、これ、めんどそうっぽくない？

ＲＥＤ：そうだな。ＧＭ、《ＧＨ：ギルドキャラバン》で突とつ破ぱできるか？

ＧＭ：……うん、できるよー（←ちょっぴり寂さびしそうな笑えみ）。




　ピジョンブラッド最速伝説は、水竜の速度をも過か去こへと葬ほうむり去さった。




ＧＭ：敗れたか、水竜……。では、ここでの進行値上昇は＋１としておこう。

ラクレ：はーい。あと３点ですねー。

ＧＭ：では、次の判定だ。奥へと進んでいくと、水の衣をまとい、宙を舞う美しい女妖精たちが出現する。

ゼニーナ：これがアプサラスって連中かニャ？

ＧＭ：うん。水の天女だ。マジェラニカ大陸固有の妖精で、高い魔力を持つ。人間に対しては比較的友好的で、親しく交わることも珍しくない。

ＲＥＤ：じゃあ、話しかけてみようか。なぁ、美しいお嬢さん方───

ＧＭ：「水ビームッ！」

ＲＥＤ：どわぁっ!?

ネヴィン：いきなりビームて（笑）。

ＧＭ：ＲＥＤはからくも避けたが、命中した石壁は思いっきり貫通してる。

ＲＥＤ：どこが友好的なんだ！　殺す気か！（笑）

ＧＭ：すると、アプサラスたちは「ごめんなさい人間さん……傷つけるつもりはないんです……」と、悲しそうな瞳で呟く。その様子は、とても可か憐れんだ。

ＲＥＤ：お、おう。

ゼニーナ：いや、おかしいのだわ。思い切りビーム撃ってるし。

ＧＭ：「これは、私たちにもどうしようもないんです。でも、私たちの話を聞いてくれますか？」

ＲＥＤ：（疑わしい視線で）まぁ、聞くだけ聞くか……。

ＧＭ：「ありがとうございます！　ではこちらへ……」

ＲＥＤ：（すっっっごく嫌そうな顔で）じゃあ、近づいて───

ＧＭ：「可憐な水ビームッ！」

ＲＥＤ：てめぇっ！（爆笑）　わかってたよ！　そうくることは、超わかってた！

ラクレ：（机に突っ伏して笑いながら）こ、この人たち、何がしたいの……（笑）。

ＧＭ：「あああああっ、ごめんなさい！」と、彼女らは一斉に謝る。悪意はないんだけど、体が勝手に動くらしい。

ゼニーナ：なんて迷惑な（笑）。

ＧＭ：つーわけで、ＦＳ判定。彼女らを、あまり傷つけずに無力化することで、情報が得られる。なんらかの命中判定を行なってくれ。難易度は25！

ＲＥＤ：あーりゃりゃりゃ、オレなら《ビースティング》で楽勝だったが、もう行動終わってんだよな。

ネヴィン：じゃあ、私がやろう。（ダイスを振る）ん、達成値29！




　ネヴィンの放った弾丸は、いずれもアプサラスたちの耳元を掠かすめてゆく。

　だが、高速で空を裂く弾丸は、当たらずといえども十分な衝撃を与えるものなのだ。

　かくして、傷ひとつないままに水天女たちは気を失って倒れ伏した。




ＧＭ：なんなく成功、か……。

ラクレ：これで進行値は12点を超えました！

ＧＭ：ぐぬぬ……！　い、一ラウンドでＦＳ判定クリア……やるじゃない（笑）。




　一方そのころＢＬＵＥは……。




ＧＭ：さて、ＢＬＵＥの進行判定……ってなんでファンブルが出るんだよ！

一同：よっしゃー！（爆笑）

ＧＭ：進行値２点減げん少しよう……！　ええと、ＢＬＵＥは……うん、水竜と叙じよ事じ詩しにも残る激げき闘とうを繰くり広ひろげている（笑）。恐おそるべき敵てき、倒たおれる仲間、だがそれでもなお孤こ高こうの狼おおかみは挫くじけない！




　───物語と全く関係ないところで、個こ人じん的てきなクライマックス戦闘を迎むかえていた。







◆Middle04◆水の虜りよ囚しゆうたち




　アプサラスたちは倒れた。

　彼女たちは、その意に沿わぬ戦いを強いられていたようだ。

　だが、それはいかなる理由によるものか……？




ＧＭ：では次のシーン。ＦＳ判定をクリアしたんで、イベントが発生する。

ＲＥＤ：おっ、なんだ？

ＧＭ：虚こ空くうから、「妹たちを傷つけずにいてくれたこと、感謝いたします……」と、女性の声が響いてくる。

ゼニーナ：アプサラスの親玉なのだわ、きっと。

ラクレ：でしょうね！　またビーム……？

ＧＭ：いや、それはない（笑）。水面が沸わき立たったかと思うと、それは女性の姿をとる。アプサラスたちと姿はほぼ同じだが、静かな威い厳げんのようなものをまとっている。

ＲＥＤ：あんたが、このレディたちの姐さんってわけかい？

ＧＭ：「はい。私は、この地を守るアプサラスたちの長、〝長き髪の〟アンジュ」

ＲＥＤ：オレはＲＥＤ。このＲＥＤ海賊団を率いる船乗りだ。

ＧＭ：「ＲＥＤ……あなたがたも、やはりこの地に眠る王家の宝を漁りにきたのですか？」

ＲＥＤ：ああ。故あってな。〝アガスティヤの果実〟……いや、精霊の海図が欲しい。

ＧＭ：その単語を耳にすると、アンジュは驚愕に目を見開く。「まさか、その名を知っているとは……！」

ラクレ：わたしたちは、七海邪と戦いながら、精霊の海図を集めているんです。

ゼニーナ：禁断の島に至るためなのだわ。




　ＲＥＤたちは、自分たちの目的と、これまでの経緯を話した。

　無論、今、ヴァルーナで起こっていることも。




ＧＭ：「そうなのですか……あの七海邪、今度はそのような手段で……ふふふ、ミーヴなどと名乗り、王をそそのかすとは、あの者らしい卑劣な手ですね」

ラクレ：し、知ってるの？

ＧＭ：「ミーヴ……〝猜さい疑ぎの船〟ミーヴァルとの契約者、〝毒どく姫ひめ〟ポイズン。それが、その女の正体です」

ネヴィン：ああ、一巻で名前だけ出てたっけ。

ＧＭ：「前にも何度か挑んできましたが……勝負はつかず、逃げてゆきました」

ラクレ：七海邪に勝ったんですか？　すごい？

ＧＭ：だがアンジュは首を横に振る。「いいえ。彼女は毒の霧を使い、こちらは霧を操る水天女……力の特性が似通いすぎて、互いに有効な損害を与えることができないのです」

一同：おー。

ＲＥＤ：なるほどなぁ。それで焦れた奴さんは、今度は人間を送り込んでどうにかしようと考えたわけか。

ゼニーナ：わりと涙ぐましい努力なのだわ（笑）。

ラクレ：これは聞きにくいことだけど……あの、これまで、ここに送り込まれてきた人たちはどうなったんですか？　やっぱり、あなたたちが……。

ＧＭ：アンジュは悲しそうに目を伏せて、「倒さざるをえませんでした……それが、私たちを縛る約定だから……」

一同：…………。

ＧＭ：「けれど、まだ、生きてます」

ラクレ：えっ？　マジですか？

ゼニーナ：今も心の中に生きてるとか……。

ＧＭ：「いえ、そんなロマンチックな話ではなくて（笑）。私たちの魔力により、湖底の水牢にて仮死状態で眠っていただいています」と、ここでアンジュは幻影を作り上げる。




　空中に映し出されたのは、水の中に横たわる人々の姿。

　水の膜まくに覆おおわれ、静かに眠っている。

　その中には、ヴァルーナ藩王家の紋章が刻まれた鎧姿の少年もいた。




ＲＥＤ：クリシュナ王子か！

ラクレ：おおー、生きてたんですね！

ＧＭ：「はい……王子は、私たちにとって、最後の希望でした……」

ラクレ：……希望？

ＧＭ：「私たちをこの地に縛る約定から、解放しようとしてくれたのです」と、アンジュは、クリシュナとの経緯を訥とつ々とつと語り始める。




　クリシュナがやって来たのは、半年前のこと。

　アプサラスたちを前に、王子は剣を捨て、必死に懇こん願がんしたのだった。

　戦いや、財宝を求めての行ないではなく、只々、父王を蝕むしばむ病を癒す霊薬を求めてのことであるのだと。

　敵意なき侵入者に対して、アンジュたちアプサラスは手を出せない。

　そして、互いが置かれた境遇を語り合ったのだという。

　アンジュたちが、旧き王家との約定に縛られ、永久に廃墟を守らされていることを聞くと、王子は大いに憤った。

　そして、約定の証たる魔力の石せき碑ひを破壊しに向かったのだ。




ＧＭ：「けれど、王子ほどの方でも、石碑に対抗することはできず……私にできるのは、倒れたあの方を、私の魔力で癒しながら眠りにつかせることだけでした……」

一同：…………。

ラクレ：……その石碑を壊せば、あなたたちや、眠りについてる人たちは解放される？

ＧＭ：アンジュはこくりと頷く。

ネヴィン：その石碑に向かう時、お前たちは妨害してはこないのか？

ＧＭ：「我らの約定は、『王家の宝を狙う者を倒すこと』です。今はあなたたちも強引に進もうとはなさらないから、こうして話をすることができるのです」

ラクレ：ねぇ、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：おう、みなまで言うな。こりゃ話は簡単だ。石碑を壊す。彼女らも王子たちも助かり、オレらは宝を手に入れて万ばん々ばん歳ざいってわけよ。

ゼニーナ：王子が求めてた霊薬ってのは？

ＧＭ：「それは、我々アプサラスが作る水薬の伝承が残っていたのでしょう。とはいっても、強い栄養剤程度のものですが……」

ゼニーナ：ありゃ。それじゃ王様助からない？

ネヴィン：王子は無む駄だ骨ぼねか……？

ＧＭ：「いいえ。王の病は、症状を聞く限りは、ポイズンが練り上げた毒の水によるもの。であれば、私たちの魔力を水として体内に送り込むことで、治療は容易です。ポイズンの生み出す病に対してだけは、特効薬と申せましょう。差し上げようとはしたのですが……」




　アンジュはうつむき、ぽつりと呟いた。




ＧＭ：「『霊薬をいただくには、まずはこちらが先に対価を支払う』と……」

ラクレ：うわっ、良い人だ！

ＧＭ：「そういう方なのです……私も今は主なき身ですが、叶うならば、あのような方にお仕えしたく思います」そう語るアンジュの瞳には、一いち途ずに何かを想う輝きがある。

ＲＥＤ：ＯＫＯＫ。王子と妖精の恋。いい話じゃねぇか。……だったら、それを叶えてやるのが、イイ男ってもんだよな。

ラクレ：やるんだね、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：黙って、ニヤリと笑う。

ＧＭ：わかった。では、アンジュは、石碑が安置されている場所を示す。やることは簡単、戦闘で破壊すればいいだけだ。ただ、防衛本能が備わっているので、反撃はしてくる。

ＲＥＤ：石ころひとつ、秒でケリをつけてやんよ。




　そして、ピジョンブラッドは進み……狂える石碑を発見した。

　白刃が煌めき、魔術が炸裂し、銃弾が撃ち貫く。

　ＲＥＤの宣言通り、戦いは、すぐに決着した。




ＧＭ：（戦闘マップとポーンを片付けながら）お見事。君たちの活躍により石碑は木っ端微塵に砕け、同時に、アプサラスたちを縛る魔術的な枷が消え失せる。

ラクレ：やりましたね！　さっそく、眠ってる人たちを解放してもらいましょう。

ゼニーナ：んー、それはまったほうがいいと思う。

ラクレ：え？

ゼニーナ：ぶっちゃけ、船に乗りきれないっしょ。すごい数いるんでしょ、ＧＭ？

ＧＭ：そうだねぇ。ピジョンブラッドでも、さすがに一度には運びきれなそうだ。

ゼニーナ：運賃もなしに運んでられないし、下手に起こすよりは、全部解決してから、この国の船で迎えに来てもらえばいいのだわ。

ラクレ：そっか。それもそうですね。

ＲＥＤ：だが、王子にだけは起きてもらおうぜ。一応、話を聞いておきたい。

ＧＭ：では、アンジュが王子の眠りを解く。しばらくぼーっとしているが、君たちとアンジュの顔を見て、大まかに状況を理解する。「ああ、アンジュたちの呪いは解けたんだ」

ＲＥＤ：（頭を下げて）ご賢察のとおりでございますよ、クリシュナ王子。

ＧＭ：「あなたは？　この国の者ではなさそうだが」

ＲＥＤ：ＲＥＤ。この海賊団の頭目で、あなたの父上に這はい寄よる毒どく婦ふを倒さんとしている者でさぁ。

ＧＭ：「…………！　そうだ、父上は、ヴァルーナの皆は!?」

ＲＥＤ：じゃあ、かいつまんで状況を話す。

ＧＭ：ＯＫ、話された、理解した（笑）。「なるほど、そのようなことに……ご助じよ勢せい感謝する、キャプテンＲＥＤ！」

ゼニーナ：これであとは、海図と、アプサラスの水薬をゲットすれば任務完了なのだわ。

ＧＭ：それについては、もうアンジュが用意している。「ＲＥＤ様には、こちらを。クリシュナ様には、この霊薬を」と、それぞれが必要としているものを手渡してくれるよ。

ＲＥＤ：よし、あとはとっとと帰って、七海邪成敗と行こうかね！




　誰も、異論のあろうはずがない。

　クリシュナはピジョンブラッドに乗り込み、アンジュへと手を伸ばす。

　アンジュはしばし逡巡し、やがて、ためらいがちにその手を取った。

　ＲＥＤは、そっとクリシュナに耳打ちする。

「あんまり支払いに律りち儀ぎすぎると、つけこまれるぜ。未来の王様」

　クリシュナは、屈くつ託たくのない笑顔で答えた。

「一ひと目め惚ぼれした女性の前では、格好をつけたいじゃないか、キャプテン」

「ＯＫ、そいつぁ十分な理由だ！」







◆Middle05◆赤と青




　クリシュナとアプサラスのアンジュを伴い、地上へと戻ってきたＲＥＤたち。

　あとは、ピジョンブラッドに乗り込むのみだ。

　……そのはず、だった。




ＧＭ：では、遺跡の深部から帰き還かんした君たちが、停てい泊はく中のピジョンブラッドに戻ろうとした時、イベントが発生する。

一同：おおっ？

ＧＭ：上空から風かざ切きり音がしたかと思うと、「見つけたぞ、ＲＥＤ！」という声が響く。

ＲＥＤ：おお、ＢＬＵＥか？

ゼニーナ：やっと追いついてきたのだわ（笑）。

ＧＭ：上空にはワイバーンに乗ったＢＬＵＥがいるね。「この時を待ってたぜ！　お宝は、俺がいただく！　決して、ここまで来るのに手て間ま取どっていたわけではない！」

ラクレ：そんなこと誰も聞いてないのに（笑）。

ネヴィン：かなりのぽんこつなのでは……。

ＧＭ：格好つけつつ、ワイバーンから飛び降りる。「それにな、お前らに用があるのは俺だけじゃねぇんだ」と、彼の背後にもうひとり、降り立つ。

一同：？

ＧＭ：そこには、長い銃を持ったひとりの女。かつてピンポイント・ダディと共に伝説を築き上げていた狙撃屋……その名はエリス。

一同：お前かよ！（爆笑）

ゼニーナ：違うじゃん！　お前、エリートスナイパーってソロエネミーじゃん！　エリスって、その場でつけた略りやく称しようだろ！（笑）

ＧＭ：いいんだよ。ダディを殺したネヴィンに復ふく讐しゆうしに来たのだ。

ネヴィン：あ、そういえばそんな因縁が。

ＧＭ：「今日は特別でな。リプレイ２巻は『ディスカバリーガイド』との兼ね合いから、新しいエネミーを出すことにした」と、指を鳴らすと……。

ラクレ：ちょっと待って！　なんでＢＬＵＥがそんなことを言うの！

ＲＥＤ：メタ台詞せりふにもほどがある（笑）

ＧＭ：ごめん、つい。ともあれ、体中が獣じゆう毛もうに包まれた、大型のサルみたいな連中がわらわらと出てくる。こいつらはラクシャス。現地土ど着ちやくの妖精だ。その容姿は、首が長かったり角が生えていたりと千差万別。

ゼニーナ：魔獣っぽい……。

ＧＭ：凶きよう暴ぼうだけど、邪悪ってわけじゃないからな。こいつらが、タイプ別にＡとＢ。どちらもモブだ。なお、データは開発中につき、変更の可能性がある。




●第１ラウンド

▼行動値

　ラクシャス×２　25

　ゼニーナ　　　　19

　ＢＬＵＥ　　　　18

　ワイバーン　　　17

　ＲＥＤ　　　　　16

　エリス　　　　　10

　ラクレ　　　　　９

　ネヴィン　　　　５
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ＧＭ：では、セットアッププロセスから。最初はラクシャスだけど、特にやることがない。なので、ゼニーナどうぞ。

ゼニーナ：《スピリチュアルウェポン》をＲＥＤに。このシーンの間、武器攻撃のダメージに＋10なのだわ。

ＧＭ：次はＢＬＵＥ。《スナイピング》＋《クイックスナイプ》を使って、命中判定の達成値に＋５、ダメージに＋４Ｄする。

ＲＥＤ：オレはいつもどおり、《アクアスタンス》だ。

ＧＭ：了解。エリスは《エイミングショット》で命中判定に＋１Ｄのボーナスを得る。

ラクレ：スピードアーックス！　行動値に＋10！

ネヴィン：《クイックフォージ》から《ウェポンフォージ》。（ダイスを振る）発動は成功。このシーンの間、武器攻撃のダメージが……（ダイスを振る）＋24される。

ゼニーナ：おー、いいじゃないですか。

ＧＭ：これでセットアップは終了だな。イニシアチブプロセス。最初の行動はラクシャスだ。まずラクシャスＡから。オリジナルスキル《闇のつぶて》による魔法攻撃を行なう。対象は４体なので、君たち全員を巻き込むぞ。

ＲＥＤ：複数体への攻撃か。厄介だな。

ＧＭ：命中判定は４Ｄ＋９。（ダイスを振る）クリティカルはしないが、達成値27。




　迫せまる漆しつ黒こくの魔法弾に対し、ラクレとネヴィンは回避失敗。

　ＲＥＤはダイス目が振るわなかったものの、ゼニーナの《トランセンド》によって達成値＋３されて回避成功。ゼニーナ自身も回避に成功した。




ＲＥＤ：助かったぜ、ゼニーナ！

ゼニーナ：お礼はあとで現金払いでいいのだわ～。

ＧＭ：命中したのはラクレとネヴィンか。

ネヴィン：うむ、いつものようにラクレを《カバーリング》する。

ラクレ：ありがとうございます！

ＧＭ：ダメージロールは７Ｄ＋20。（ダイスを振る）53点、〈闇〉属性魔法ダメージ。

ゼニーナ：《プロテクション》で16点軽減。

ラクレ：《サモン・アラクネ》で、同じく16点軽減！

ネヴィン：ふむ。魔法防御力と合わせて……９点の二倍で18点のダメージか。まだまだ！

ＧＭ：むう、あまり効かなかったか。続いてラクシャスＢ。こちらは白兵戦タイプだ。ムーブアクションでエンゲージして、全員に物理攻撃を行なう。達成値は25！




　奇声を上げながら、巨大な爪を振りかざすラクシャス。

　ゼニーナを除く三人が、その直撃を受けてしまう。




ＧＭ：ダメージロールは78点、物理ダメージ！

ラクレ：《サモン・アラクネ》でみんなを守ります！　あうっ、出目が低い。８点軽減。

ＲＥＤ：おう。オレは《ナイフパリィ》で26点軽減。ラクレの《サモン・アラクネ》と、自前の物理防御力を引いて……25点ダメージで済んだな。

ネヴィン：私は《ウェポンガード》。27点抜けてくるな……。

ゼニーナ：なら、ネヴィンに《プロテクション》。（ダイスを振る）さらに13点軽減。

ネヴィン：ありがたい。14点ダメージで、ラクレを《カバーリング》したから二倍になって28点ダメージ。【ＨＰ】はまだ90点近く残ってるぞ。

ＲＥＤ：とはいえ、エンゲージされたのは鬱うつ陶とうしいな。オレがＢＬＵＥに近づき難にくくなった。

ネヴィン：あ、確かに。

ＧＭ：ＢＬＵＥは「まだまだカスリ傷ってとこだな、それでこそだ！」と笑みを浮かべ、直後のイニシアチブプロセスで《カリキュレイト》。

ＲＥＤ：おっ、動いてくるかい。

ＧＭ：先手先手でいかないとね。ムーブアクションで前進し、君たちを魔ま導どう銃の射程にとらえる。マイナーアクションで《バーサーク》。メジャーアクションは《クロススラッシュ》。




　獣の咆ほう哮こうを上げ、ＢＬＵＥが疾しつ駆くする。

　左右の銃口が狙うのは、ＲＥＤのみ。




ＧＭ：では、ＲＥＤに対して二回攻撃。命中判定は５Ｄ＋16。

ＲＥＤ：来いっ！

ゼニーナ：一応、《ディビレテイト》でマイナス１Ｄするのだわ。射撃妨害。

ＧＭ：（ダイスを振る）それでも、達成値は28だ。

ＲＥＤ：（ダイスを振る）ちっ、《ドッジムーブ》でも追いつかねぇや。命中だ。

ＧＭ：よし！　さて、ダメージロールは……こっちは出目が悪いな。75点、物理ダメージ。




　狼おおかみの魔弾を、ラクレとゼニーナの魔法の障壁が阻む。

　勢いの削そがれた弾丸など、ＲＥＤの短剣術の前には無力であった。




ＲＥＤ：《ナイフパリィ》で、ダメージ０！

一同：おおっ！

ＧＭ：「甘いぜ、そいつはただの〝見せ弾〟さ！」　二発目の命中達成値は31！

ＲＥＤ：くっ、命中だ！




　同じメインプロセス中の攻撃であるため、既すでに使用した《サモン・アラクネ》《プロテクション》《ナイフパリィ》を再度使用することはできない。

　遂に、ＢＬＵＥの弾丸がＲＥＤの体を噛かみ破った！




ＧＭ：ダメージは86点！

ＲＥＤ：今回は直撃だ。物理防御力だけ引いて……残り【ＨＰ】は24。ちょいとばかしヤバくなってきたな。

ネヴィン：やはり私が《カバーリング》するべきだったか？

ＲＥＤ：いいや、ラクレを守ることに専念してくれや。それに、こいつＢＬＵＥはオレの相手だ。せっかくの求愛攻撃を、お前にふるのは野暮ってもんさ。

ネヴィン：（ニヤリと笑って）承知した。

ＧＭ：さて、これでＢＬＵＥの行動は終わり。次はゼニーナだね。

ゼニーナ：イニシアチブプロセスに《クイックヒール》からの《ヒール》をＲＥＤにかけるのだわ。獲物が簡単に倒れちゃＢＬＵＥも面白くないでしょ？

ＧＭ：「へっ、好きにしな」

ゼニーナ：では、好きにする。発動は成功して、51点回復。

ＲＥＤ：なら残りＨＰ75か。あと一発は耐えられそうだな。

ゼニーナ：そして、わらわのメインプロセス。《エチュード》でみんなの与えるダメージに＋15！

ラクレ：わーい、おなじみの殺やる気がわいてくる歌声だ（笑）。そして、わたしの行動順が回ってきますね。んー……シーン攻撃、しましょうか？

ＲＥＤ：ラクレの《アニマルパクト》はシナリオ一回だったか？

ラクレ：はい。

ＲＥＤ：なら、まだ温おん存ぞんでいいんじゃないか。ＢＬＵＥとラクシャスはオレに任せろ。ラクレは後ろのワイバーンとエリスを頼む。

ラクレ：わかりました。ムーブアクションで《ウェポンチェンジ》。スピードアックスをブーストロッドに持ち替えます。

ゼニーナ：お、攻撃形態、来たのだわ！

ラクレ：マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《サモン・リヴァイアサン》＋《バリアントマジック》。ワイバーンとエリスのSqに攻撃！




　ラクレは飛竜と女狙撃手エリスに狙いを定め、ピジョンブラッドの力を開放した。

　魚竜王の咆哮が轟く！




ラクレ：フェイトを使って、命中達成値31！

ＧＭ：エリスが《インターフィアレンス》で、その攻撃を失敗させようと試みる。リヴァイアサンを撃ち貫く！　（ダイスを振る）ぐぇっ、出目が腐ってる！　ダメだった！

ラクレ：よかったー！　ダメージロールの直前に《マジックフォージ》も使いますね。21Ｄ＋59で……合計[image: ]点の〈無〉属性魔法ダメージ！　ついでに［スリップ］！

一同：おおー。

ＲＥＤ：ダイス目も好調だな！

ラクレ：はいっ！　邪魔な人はわたしが倒します！　だからＲＥＤは、そのライバルさんと心置きなく！

ＲＥＤ：心遣づかいが嬉しいねぇ。

ＧＭ：かなり痛かったが、ワイバーンもエリスもまだ健在だ。そして次はワイバーンが動く。ムーブで［スリップ］を解除。マイナーで《バッドステータス付与：毒（５）》、そしてメジャーで《ブレス：風》。ＰＣ全員に攻撃だ。

一同：毒（５）！

ネヴィン：喰らうと、クリンナップに25点ダメージか。

ＲＥＤ：そいつぁ怖い。猛もう毒どくを孕はらんだ風のブレスだな。




　飛竜の口より放たれた疾しつ風ぷうの刃が、ＲＥＤ海賊団に迫る。

　ＲＥＤとゼニーナは飛び退ってやり過ごし……そして、ラクレの前には無言でネヴィンが立ちはだかった。




ＧＭ：結局、ラクレを《カバーリング》したネヴィンにしかダメージは行かないか。（ダイスを振る）58点の〈風〉属性魔法ダメージだ。

ゼニーナ：《プロテクション》で16点軽減。

ラクレ：《サモン・アラクネ》で14点！

ネヴィン：全部で43点防いだ。15点の倍で30点ダメージ。これで【ＨＰ】は半分以上削れてしまったな。

ＧＭ：（嬉しそうに笑いながら）げっふぇっふぇ、バッドステータス［毒（５）］もお忘れなくネ！

ネヴィン：くっ……！




　いかに頑強なドゥアンであっても、飛竜の毒は命にかかわる。

　だが、そのとき。

　ネヴィンの体を何者かが抱きかかえ、立ち込める毒霧から救い上げた。

　振り返るネヴィン。

　そこには、不敵に笑うＲＥＤの顔があった。




ＲＥＤ：オレが《リリーブ》を使う。そのバッドステータスは即座に回復するぜ。

一同：おおっ！

ＧＭ：くきぃぃっ！　お洒落しやれな技を持ってるじゃない！

ＲＥＤ：海の男バイキングって便利だろ？

ラクレ：素敵ー！（笑）

ネヴィン：助かった。……ありがとう。

ＲＥＤ：どーういたしまして！

ネヴィン：じゃあ、間かん髪ぱつ入れずに恩返しをしよう。直後はＲＥＤの行動順だけど、《カリキュレイト》で割り込んでいいかな？

ＲＥＤ：いいんじゃないかな。

ＧＭ：こちらも特に妨ぼう害がいとかはない。

ネヴィン：ＲＥＤ、お前をＢＬＵＥとの戦いにだけ専念させてやる。《ウィング》で飛行状態になったあと、ラクシャスＢに《クローズショット》＋《ストラグルクラッシュ》！




　至近距離からの、轟砲二連。

　強きよう壮そうなラクシャスの群れといえど、耐えられる道理はなかった。




ＧＭ：二発合計で、[image: ]点も喰らっちゃたまらない。ラクシャスＢはそれで撃墜だ。

ラクレ：ゼニーナさんの二連続《ピアシングペイン》ものりましたからねー。

ネヴィン：……よし。道は開いたぞ。行け、ＲＥＤ！

ＲＥＤ：おう！　ムーブでＢＬＵＥンとこに行くぜ！




　ネヴィンの弾丸にも迫る速度で、ＲＥＤは飛び出していた。

　既に、目の前にはＢＬＵＥ。




ＲＥＤ：マイナーで《スキップジャック》＋《シャークバイト》、メジャーは《ゲイルスラッシュ》を使い、《ワイドアタック》で二回攻撃。

ＧＭ：「踊るとするかい、ＲＥＤ！」こちらも、左右の銃で迎げい撃げき準備完了！

ＲＥＤ：命中判定４Ｄ＋17。一撃目の達成値は32。

ＧＭ：ＢＬＵＥは《カウンターショット》する。ＲＥＤが両手の短剣を振るうのに合わせて、ＢＬＵＥの魔導銃が至近距離で刃先を捕らえ、撃ち落とす！　達成値32できっかり成功。

一同：おおっ！

ＲＥＤ：こいつを止めるかよ！

[image: ]

ＧＭ：「出がかりを潰せばたいしたことはない。お前のやり方はよく知っている！」

ＲＥＤ：いい気になるのは早いんじゃねぇかな。二発目の《ワイドアタック》だ！　達成値は、同じく32。

ＧＭ：（ダイスを振る）ちっ、それは当たる。ＢＬＵＥもラクシャスＡも回避失敗だ。

ゼニーナ：それじゃあそこに、このシーン最後の《ピアシングペイン》。

ＲＥＤ：助かる！　ダメージは７Ｄ＋96で……[image: ]点の貫通ダメージ。

ＧＭ：（計算する）……ラクシャスＡは耐えきれない。ＲＥＤの振るう二振りの短剣が異形の怪物たちを次々と切り裂いていく。だが、その屍しかばねの向こうで、ＢＬＵＥは健在だ。

ＲＥＤ：「これで邪魔者は片付いたな！」……ちなみに、風折りの刃二刀流の効果で、このラウンドの間、ＢＬＵＥの回避はマイナス２Ｄな。とはいえ、こっちはみんな行動済みだが。

ＧＭ：残念だったな（笑）。さて、次はエリス。《ホークアイ》＋《ブルズアイ》＋《ダブルショット》でネヴィンに二連射！

ラクレ：あれ、［スリップ］解除しないんですか？　判定にマイナス１Ｄつきますよ？

ＧＭ：エリスは移動しないし、攻撃に関しては《エイミングショット》でペナルティを相殺できてるからな。それにそもそも、ネヴィンは回避しない。

ラクレ：あ、そっか。絶対に当たっちゃうんだ。

ＧＭ：というわけで一射目の達成値は27。

ネヴィン：真っ正面から受け止める。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。




　これに対しては、《プロテクション》《サモン・アラクネ》《ウェポンガード》が発動。

　最終的なダメージを30点にまで押さえ込んだ。

　だが、ネヴィンの残り【ＨＰ】は26。




ネヴィン：……かなり追い込まれてきた。だが、闘志は失わず、直立不動のまま、こちらの照準はエリスを狙い続けているぞ。

ゼニーナ：凄まじい気迫なのだわ……。

ＧＭ：「いける！　〝大おお鴉がらす〟を、あたしが仕し留とめられる！」二射目のダメージは[image: ]点！

ネヴィン：（さらりと）ふむ、それはもう耐えられないな。

ゼニーナ：《アフェクション》、使う？

ネヴィン：……いや、ここは戦闘不能になって《ラストアクション》する。

一同：おおっ！

ＧＭ：そうきたか！




　二発の銃弾が、ネヴィンを直撃する。

　歓喜の声を上げるエリス。

　だが、大鴉の瞳は、痛みを意に介することもなく、冷静に獲物の隙を伺っていた。

　今だ。




ネヴィン：倒れ込みながら、銃口をエリスに向けて撃つ。《ストラグルクラッシュ》。

ラクレ：［スリップ］を解除しなかったので、これは避けられないでしょう！

ＧＭ：そうだった！　あちゃー……。回避判定１Ｄ。そっちがファンブルしなければ必中だ。

ネヴィン：了解。一発目は……クリティカル。90点の物理ダメージ。

ＧＭ：ぐぐっ！　だが、まだ耐えている！

ネヴィン：こっちが本命だ。二発目のダメージは[image: ]点。

ＧＭ：それは……耐えられない！　勝利の喜びから一転、エリスは驚きよう愕がくの表情のまま、崩れ落ちる。「そんな、取った、はず、なの、に……」




　仕留めたという慢まん心しんが、エリスに隙を生んだ。

　大鴉が、それを見逃すはずもなかった。

　たとえ死に際にあろうとも、ネヴィンの銃口は敵を外すことはない。




ネヴィン：悪いが、取ったのはこちらも、さ。……フッ、相討ち、か。ばたり（倒れるジェスチャー）。

ラクレ：ネヴィンさーん！




　短い攻防の末、ＲＥＤ海賊団はネヴィンが倒れ、ＢＬＵＥ側はラクシャスたちとエリスを失った。

　クリンナッププロセスにゼニーナは慌てず騒がず《フックダウン》で蘇生薬を使用し、ネヴィンを【ＨＰ】１の状態で回復させる。

　そして、【ＭＰ】消費の激しいＲＥＤはハイＭＰポーションを飲んで回復した。




●第２ラウンド

▼行動値

　ゼニーナ　　　　　　19

　ＢＬＵＥ　　　　　　18

　ワイバーン　　　　　17

　ＲＥＤ　　　　　　　16

　ラクレ　　　　　　　９

　ネヴィン　　　　　　５
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　２ラウンド目のセットアップでは、ＢＬＵＥが《スナイピング》＋《クイックスナイプ》。

　ＲＥＤはワイバーンを《タウント》で挑発するも失敗。

　そして、イニシアチブプロセスを迎える。




ゼニーナ：まずはわらわの行動から～。ネヴィンに《ヒール》。54点回復なのだわ。

ネヴィン：よし、まだまだ動ける！

ＧＭ：お次はＢＬＵＥだ。《ファストセット》＋《フルスイング》でダメージ強化。さらに《マジックバレット》で攻撃を〈無〉属性の魔法ダメージに変更！

ＲＥＤ：魔法ダメージかよ！　厄介な技を使いやがる。

ＧＭ：「厄介なのはお互い様だ！」そしてＲＥＤに《クロススラッシュ》。一発目の命中達成値は30。




　右の銃は、必殺の弾丸。

　狙い過たず、ＲＥＤを捉える。

　体内で炸裂した魔力は、肉を抉り飛ばす。




ＲＥＤ：《ドッジムーブ》。（ダイスを振る）だが、避けられん！

ＧＭ：ならば[image: ]点の〈無〉属性、魔法ダメージだ。落ちろっ！

ＲＥＤ：ヒューッ！　《フルスイング》してるだけあって、ダメージがでかいな。

ラクレ：ＲＥＤのライバルというだけありますね。確実に当ててくるし、ダメージも大きい。けれど、好きにはさせないっ！　《サモン・アラクネ》！

ゼニーナ：同じく《プロテクション》！

ＲＥＤ：そしてオレが、短剣で弾く！　《マジックカット》とっといて良かった！　残り【ＨＰ】３点で生き残ったぜ！

一同：おお～！

ゼニーナ：温泉の効果はばつぐんなのだわ！

ラクレ：あっ、ホントだ！

ＧＭ：確かに《ＧＨ：クアハウス》の上昇分がなければ落とせてたのに……！　だが、二発目で落とせばいい！　達成値は33！

ＲＥＤ：（ダイスを振る）命中だ。……さすがにこいつは耐えられんな。




　左の銃は、死神の弾丸。

　ＲＥＤの眉み間けんに迫る。

　だが、その瞬間───




ネヴィン：すまん、ＲＥＤ。《カバームーブ》で守らせてもらう！




　ＢＬＵＥが己の勝利を確信した瞬間、その耳に羽音が届いた。

　目の前に、大鴉がいた。

　離れていたはずなのに。




ＧＭ：「邪魔しにくるかよ、大鴉！」

ネヴィン：ＲＥＤは、私たちの頭かしらだ。最後まで生き残る義務がある。……許せ、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：……いや。オレのミスをおっかぶせちまったな。お前こそ、まだまだ死ぬんじゃねぇぞ。ここでギルドサポート《蘇生》を使う！




　ＲＥＤの号令で、全員の【ＨＰ】は最大値まで回復。

　大ダメージを受けたネヴィンも、これによりなんとか生き延びる。

　そして、続くワイバーンのブレスに対しては───




ラクレ：ネヴィンさん、《カバーリング》はいりません！　今なら【ＨＰ】は最大値だし、わたしでも耐えられます！

ネヴィン：……そうか、了解した。




　毒の風を受けて尚なお、ラクレとネヴィンは耐えた。

　己の横で果か敢かんに耐たえるラクレを見て、ネヴィンはひとり微笑む。

　───強くなったな。

　心の中で、そっと賛さん辞じを送るネヴィンであった。




ラクレ：ぼろっぼろですけど、生きてます！

ネヴィン：私もだ。

ゼニーナ：ＲＥＤ、とっととやっちまうのだわ！

ＲＥＤ：おう！　ＢＬＵＥよぅ、ここらで決めさせてもらうぜ。

ＧＭ：ＢＬＵＥもまた、消しよう耗もうが激しい。「……お互いにな。倒れるまでやるのが海賊流だ！」




　ＲＥＤとＢＬＵＥが対たい峙じする。

　互いに機をうかがいながら、不動のまま睨にらみ合い……。

　果たして、先に動いたのはＲＥＤ。




ＲＥＤ：マイナーで《スキップジャック》＋《シャークバイト》、メジャーで《ビースティング》を使って攻撃だ。命中は６Ｄ＋16……（ダイスを振る）よし、クリティカル！




　ＲＥＤが疾走はしった。

　ＢＬＵＥの弾丸よりも、なお、迅雷はやい。




ＧＭ：回避は失敗、か……。

ＲＥＤ：[image: ]点の〈水〉属性魔法ダメージ。……これでどうだ？

ＧＭ：耐えられんな。その一撃で、ＢＬＵＥはガハッと血を吐き。膝をつく。戦闘不能だ。……リーダーが倒れたので、ワイバーンも降伏する。

ＲＥＤ：どうやら勝った、か……。







◆Middle06◆ＢＬＵＥとの縁えにし




　戦いは終わった。

　倒れたＢＬＵＥを見下ろすＲＥＤ。

　さて、彼の短剣は、振り下ろされるのか、それとも───




ＧＭ：さて、戦闘終了だな。ＢＬＵＥはほどなく目を覚ますが、ＲＥＤが立っているのを見て、「負けたか……仕方ねぇ。殺りな」と、銃を地面に置く。

ＲＥＤ：…………。

ゼニーナ：潔いのだわ。

ＧＭ：正面から激突して敗れたからね。命を狙ってきたのだから、海賊として、殺される覚悟もあるようだ。

ラクレ：ええと、ＲＥＤ？　そもそも、この人との因縁ってなんだったんですか？

ＲＥＤ：んー？

ＧＭ：あれこれ決めてあるんだよね（笑）。

ＲＥＤ：ああ（笑）。……ええと、そう、昔、酒場の女を取り合ったな。

ＧＭ：「こっちが上手く行きかけてたのに、てめぇが横から手を出してご破算になった」

ＲＥＤ：でもオレも振られたぜ。

ＧＭ：「イイ気味だな。あと、俺が狙ってた宝を、かっさらおうとしやがった。そんとき、顔にでかい土産をもらった！」

ＲＥＤ：てめぇが後からやって来たんだろうが。けっきょく、お宝はおじゃんだ。それだけじゃねぇぞ。オレの船を三回ブッ壊した。

ＧＭ：「てめぇは俺のを五回ブッ壊した！」




　徐々にヒートアップするＲＥＤとＢＬＵＥ。

　対照的に、呆れ顔のラクレたち。




ゼニーナ：く、くだらない……もっとこう、熱い理由があったのかと。

ラクレ：男の子って感じはしますね（笑）。

ネヴィン：でもまぁ、それだけ縁があると、どっちが上かは決めておきたいという気持ちになるのはわかるな。

ＲＥＤ：ライバルとの因縁は、深刻にならないアホらしさにしたかったんだよ（笑）。

ＧＭ：意地のぶつかり合いだねぇ。でも、大怪我させられたり、船を破壊しあったりしてりゃ、そりゃブッ殺したくもなってくるだろう。

ラクレ：そうかもしれませんけど……でも、もう決着はついたじゃないですか。

ＲＥＤ：まぁ、な。ここでオレは短剣を鞘に戻す。勝負はオレの勝ちだ。わざわざ殺すのは趣味じゃねぇや。

ＧＭ：ＢＬＵＥは面白くもなさそうに「けっ。負けて、命を見逃してもらって、ってんじゃあ、これ以上てめぇ相手の仕事を続けるわけにもいかねぇじゃねぇか」と吐き捨てる。

ＲＥＤ：そこだぜ、そこ。お前、誰に雇われてるんだよ？　……クロムウェル商会らしいってのは、プレイヤーは知ってるけど、ＰＣは知らないんでな。

ＧＭ：「隠したってしょうがねぇか。クロムウェル商会の、ウォルター・クロムウェルさ。ヴァンスターと繋がってて、バックアップも金払いもイイからな」

ラクレ：その人、なんでわたしの船や、精霊の海図を欲しがってるんです？

ＧＭ：「雇い主の理由は詮索しねぇよ。禁断の島を信じてるんだろ。事実、あいつが行った場所を探索したら、海図を一個見つけたからな」

一同：!!

ＲＥＤ：お前、持ってたのかよ！

ＧＭ：「おっと、巻き上げようたって無駄だぜ。お前らが……ピジョンブラッドだったか？　その船に乗るより前の話だからな。クロムウェルに献けん上じようしたよ」

ラクレ：少なくとも一個は、すぐ近くにあったんだ……。

ゼニーナ：こいつ、連戦連敗ではなかったんだ（笑）。

ＧＭ：そうだよー。

ＲＥＤ：……しかし、お前、七海邪には遭わなかったのか？

ＧＭ：「ん？　ああ、白い霧を放つ連中か。一匹、仕留めたぜ」

一同：ええっ！

ラクレ：ど、どうして殺したんですか？

ＧＭ：「どうしてって……仕事だから？」

ラクレ：殺害の動機を聞いたんじゃないです！（笑）　どうやったのかなって？

ＧＭ：「……ああ、そういうことか、そりゃ、銃で頭を撃ち抜いたら誰だって死ぬだろ。トリアラク号の……なんとか言ってたな。聞く前に殺したかもしれん。よく覚えてない」

ラクレ：殺害方法を聞いてるのでもないっ！（笑）

ゼニーナ：こいつバカキャラじゃん！

ＲＥＤ：あのな、七海邪は、マトモな攻撃が効かねぇんだ。白い霧を晴らさねぇとな。それをどうやったってことだ。

ＧＭ：「そんなん、クロムウェルから貰った護符をつけてたら屁でもなかったが」と、ＢＬＵＥは懐ふところから黒い結晶を取り出す。

ラクレ：なんだかわかります？

ＧＭ：アイテム鑑定の判定をどうぞ。鑑定値は20。

ラクレ：えいっ（ダイスを振る）。あ、成功しました。

ＧＭ：ふむ。ならば、それが魔力の結晶……それも、邪悪な存在に関わるものだとわかる。ありていに言って、魔族の欠片だ。

ラクレ：魔族……。

ゼニーナ：魔族にも種類いるけど、なんて魔族のかはわかる？

ＧＭ：さすがにそこまでは調べられないね。ともあれ、これの所有者は、七海邪のように邪悪な存在の結界を無効化できるようになる。一時的に、同じ存在とみなされるからだ。

ラクレ：めちゃめちゃ危険ですよ、それ！　ＢＬＵＥさん、それ、ポイしなさい！（笑）

ＧＭ：「なんだよ、いきなり！」

ラクレ：だってそれ、魔族の欠片ですよ！　そんなの持ってたら邪悪化しちゃいますよ！　……しますよね？（ＧＭを見る）

ＧＭ：すぐにとはいかないが、徐々に影響は出てくるだろうね。

ゼニーナ：こいつはヴァーナだから、邪悪化したらバグベアになるのだわ。人喰いの妖魔。

ＧＭ：「おいおい、マジかよ……ちっ、クロムウェルめ、とんだもの掴ませてくれたな」

ＲＥＤ：この子に救われたな、ＢＬＵＥ。それとも、バグベアになって野生に還るか？

ＧＭ：「まっぴらごめんだ」




　言うが早いか、ＢＬＵＥは〝護符〟を宙に放った。

　そして、魔導銃からの一撃が、それを粉々に打ち砕く。

　耳障りな呻き声と共に、悪しき魔力は消え去った。




ＧＭ：というわけで、その護符は破壊され、消滅する。

ゼニーナ：さすがに魔族絡みなんで、勿体無いとは……それほど思わないのだわ。

ラクレ：ちょっとは思うんですね（笑）。

ネヴィン：しかし、クロムウェルは、どうしてそんな物騒な物を持ってたんだ？

ＧＭ：「得体のしれないところがあるからなぁ。どんなツテを辿ったのかは検討もつかん」

ＲＥＤ：ともあれ、油断ならないってことは確かだな。……ま、こいつに聞きたいことはこれくらいか。

ゼニーナ：うんうん。

ラクレ：あの、ＢＬＵＥさん。これからどうするんです？

ＧＭ：「エリンディルには戻るとして……もうクロムウェルの仕事は降りるしかねぇな。ヤバそうなヤマってことはわかった」

ＲＥＤ：それがいいだろうな。

ＧＭ：「ちっ、ふんだりけったりだ。気ままな海賊稼業に戻るとすらぁ」と、気絶してるエリスを肩に抱え、烈風へと向かって歩いていく。

ゼニーナ：エリス、もうすっかり相棒に（笑）。

ＧＭ：「ああそうだ。そこのお嬢さん。ラクレだっけか？　あんたにゃ借りができたな。護符のこと、感謝するぜ」

ラクレ：あ、はい。どういたしまして。

ＲＥＤ：あばよ。いいかい子犬パピー、これからは毎回、飯を食う前にＲＥＤ様の寛大さに感謝するんだぜ。

ＧＭ：ぎろりとＲＥＤを睨みつけ、「死ね」と言い捨て烈風に飛び乗る。直後、猛烈な風を巻き起こし、瞬時にその場から去るのであった。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さてさて、かくして大廃都の探索は終わり、ＢＬＵＥをも退けたわけだが。

ラクレ：あとは、宮廷の大掃除をしないとですね、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：そうだな。……こいつは、王子さんたちを連れて、そのままバーンと王宮に乗り込みゃいいのかねぇ？

ネヴィン：うん、それがいいな。真正面から堂々と行こう。

ＲＥＤ：こちとら、大廃都から帰還した勇者様だからな。黙ってても、中に通してくれるだろう。きっと、ポイズンも来るはずだ。

ラクレ：精霊の海図が欲しいわけですもんね。

ゼニーナ：じゃあ、いざ凱がい旋せんするのだわ！

ＧＭ：王子たちはどうする？

ＲＥＤ：下手に戦いに巻込むのもマズイ。上手く隠れさせといて、戦いが終わった後に来てもらうのはどうだ？

ＧＭ：ＯＫ。では、それで行こう。

ＲＥＤ：よーし、行くぜ、みんな！

一同：おーっ！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆毒婦成敗！




　王子を連れ、ＲＥＤたちは王宮へと向かった。

　そこは、王が鎮ちん座ざする場所。

　そして、悪あしき毒どく婦ふが侍はべる場所。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ。宝を持ち帰ったという君たちは、謁見の間へと通される。玉ぎよく座ざには虚うつろな瞳ひとみの王が座すわり、横にはポイズン、そして手先の大臣がふたり。

ＲＥＤ：陛下。ご所望の宝を持参いたしました。

ＧＭ：「おお、ならば……早く……我がミーヴに……」

ＲＥＤ：いえ、そうは参りませんな。その宝をお渡しする前に、王宮に立ち込める悪臭を払って差し上げましょう。……なぁ、七海邪！　と、ミーヴ、いや、ポイズンを見る。

ＧＭ：では、ポイズンは薄く笑う。「ほ、ほ、ほ。物知りですね、船乗りよ」

ＲＥＤ：ただの船乗りじゃないぜ。改めて名乗らせていただこう。オレはキャプテンＲＥＤ。お前ら七海邪を倒たおし、〝禁きん断だんの島〟に至いたる男さ。

ＧＭ：ＲＥＤの名乗りを受け、ポイズンの瞳が驚きよう愕がくの色に染そまる。「ほう！　そのような小虫が我われらの周りを飛び回っていると聞いたが……なるほどのう」

ラクレ：じゃあ、ここでずいっと前に出ます。もうあなたの企たくらみは終わりよ、ポイズン！　ここで、霧を晴らす判はん定ていはできますか？

ＧＭ：ＯＫ。魔ま術じゆつ判定で難なん易い度ど25だ。

ラクレ：念のためフェイトを１点使って……（ダイスを振ふる）うん、成功です。有ゆう効こうラウンド数は、（１Ｄを振る）３ラウンド。お願い、ピジョンブラッド！




　ラクレの念ねん話わに感かん応のうし、ピジョンブラッドが清せい浄じようなる力りき場ばを展開してゆく。

　ひとつの海かい域いきを浄じよう化かするほどの力である。

　港から王宮までの距きよ離りなど、易やす々やすと越こえられる。

　そして、霧は晴れ───




ＧＭ：「なるほど……！　これは厄やつ介かいな……」

ラクレ：母さんの、キャプテン・ルビィの仇、取らせてもらいます！

[image: ]

ＧＭ：「ほう、そなた、ルビィの娘か！　それは怖い。怖いから……逃げるとしよう」

一同：えっ!?

ＧＭ：エネミースキル《逃とう走そう》。メジャーアクションで、シーンから退たい場じようする。

ＲＥＤ：ケツまくって逃げるってか!?

ＧＭ：ああ。彼かの女じよは別に武ぶ人じんの誇ほこりとかはないからね。この国と海図を諦あきらめても、人心を操あやつれる以上、またいずれ巻まき返かえしはいくらでも可か能のうだ。……次のシナリオとかね。

ゼニーナ：ヤバイのだわ。逃がすのはマズイ！

ネヴィン：……そうか。これもあるから、「いきなり殴りこんでもいい」と言ってたのか。

ＧＭ：まぁね。珍しく、「さっさと逃げ出すボス敵」というのを出してみたかった（笑）。

ラクレ：逃げられたら、シナリオ終わりですよね？

ＧＭ：うん、そうだね。

ラクレ：絶対に逃したくないです！

ＲＥＤ：ここは……やっぱり、《逃走》を《インタラプト》か？

ネヴィン：なるほど、その手があるな。

ＧＭ：うん、《インタラプト》なら打ち消し可能だね。ただ、特別ルールで、今はピジョンブラッドの力場が展開しており、即そく座ざに退場はしないものとする。具体的には、打ち消さなかった場合は、２ラウンド目のクリンナッププロセスで退場する。

ラクレ：なるほどー。ここで《インタラプト》を温おん存ぞんして２ラウンド以内に倒たおすか、使って時間制せい限げんを消すかの二択たくなんですね。

ＲＥＤ：なるほどね。ハードな選せん択たく肢しだな。

ゼニーナ：また変な技わざを使ってくるかもしれないから、《インタラプト》は温存しておきたい気もするのだわ～。




　一行は、しばし相談する。

　そして、出た結けつ論ろんは───




ＲＥＤ：使わねぇ！　２ラウンドで倒してやるよ。

ＧＭ：ＯＫ！　なら、戦いを始めるとしよう。敵てきは、ポイズンと、大臣……右大臣と左大臣のコンビ、それと、操あやつられている王宮兵士のモブが五体。

ネヴィン：時間制限があるし、一気に削けずり倒たおさないとだな。

ＧＭ：なお、クリシュナたちが食い止めているとはいえ、王宮兵士モブは時間の経けい過かと共に数が増ふえていく。毎ラウンドのセットアッププロセスに五体ずつ追加だ。

ＲＥＤ：そいつは厄やつ介かいだな。

ゼニーナ：ＲＥＤとラクレがシーン攻こう撃げきできるし、王宮兵士は問題ないと思うのだわ。

ラクレ：がんばります！

ＧＭ：では、説明も終わったところで、戦せん闘とうを開始するぞ。




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち（戦闘開始時）

　ゼニーナ　　　　19

　ＲＥＤ　　　　　16

　ポイズン　　　　14

　右大臣、左大臣　12

　王宮兵士Ａ～Ｅ　10

　ラクレ　　　　　９

　ネヴィン　　　　５
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ＧＭ：まずはセットアッププロセスの処しよ理りをしよう。最初はゼニーナだな。

ゼニーナ：まずは攻こう撃げき力りよくの強化！　《スピリチュアルウェポン》をＲＥＤにかけて、武ぶ器き攻撃のダメージに＋10しておくのだわ。（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判定は成功。

ＲＥＤ：助かるぜ。続いてオレだ。いつものように、《アクアスタンス》。

ＧＭ：次はポイズンだな。彼かの女じよはオリジナルエネミースキル《加か速そくの毒どく》を使用する。対象は、配下の王宮兵士全員。このラウンド中、彼らの行動値に＋10！

一同：うえっ！

ＲＥＤ：ちっ、オレの先手をとるか。

ＧＭ：人体には毒となる劇げき物ぶつの効こう果かで強ごう引いんに動かしているので、対象は10点の［ＨＰロス］を受ける。……これは《インタラプト》するかい？

ＲＥＤ：（しばし考える）いや、ここは通しておこう。これぐらいなら切り札を使うほどじゃないさ。

ＧＭ：ＯＫ。次は右大臣＆左大臣。両者とも《ウォークライ》を使用。「オオオッ！　ポイズン様と、我われらの国こく政せい壟ろう断だんの為ためにッ！」と叫さけんで自じ己こ強化。武器攻撃のダメージ＋15。

ラクレ：こ、国政壟断……！

ゼニーナ：こんなに堂々とした奸かん臣しん、初めて見るのだわ（笑）。

ＧＭ：んでもって王宮兵士は、全員がオリジナルスキル《王宮兵士の誇ほこり》を使って、このシーンの間、攻撃のダメージに＋10。

ネヴィン：全体的に、速く動いて強く殴なぐってくるんだな。うん、楽しみだ。

ラクレ：次はわたしですね。スピードアックス！　自分の行動値に＋10して、19！　ううっ、王宮兵士に１足りない～。

ネヴィン：そして私わたしがいつもの《クイックフォージ》＋《ウェポンフォージ》。フェイトもつぎ込こんで、ダメージ増ぞう加かは＋28！




▼行動値（セットアップ終しゆう了りよう後）

　王宮兵士Ａ～Ｅ　20

　ゼニーナ　　　　19

　ラクレ　　　　　19

　ＲＥＤ　　　　　16

　ポイズン　　　　14

　右大臣、左大臣　10

　ネヴィン　　　　５




ＧＭ：セットアップが終わったので、イニシアチブプロセス。ここでポイズンは二個こ目めのオリジナルエネミースキル《死し毒どく結けつ界かい》を使用。場面（選せん択たく）の対象に特とく殊しゆ攻撃を行なう！

一同：うえ～。

ＲＥＤ：（渋しぶい顔で）こいつぁ毒がきそうだぜ……！

ＧＭ：はい、そのとおり。命中判定はなく、問答無用で10Ｄの貫かん通つうダメージと、１点でもＨＰダメージが入ったら［毒（10）］も追加。

一同：毒じゅぅぅぅっ!?

ネヴィン：くらったら、クリンナッププロセスに50点のＨＰロスか。ワイバーンの毒のさらに倍とは……。

ゼニーナ：ヤバイヤバイヤバイ！　これってピンチ！　マジピンチなのだわ！

ＧＭ：毒姫のふたつ名は伊達じゃないってことで。ま、喰らってくださいな。

ラクレ：わたし、それだけで死にそうですっ！

ＲＥＤ：さすがにこいつは止めないとな。《インタラプト》！　技を使おうとしてるポイズンにダガーを投とう擲てきして妨ぼう害がいだ！




　ポイズンの指が空を滑すべり、禍まが々まがしい呪じゆ印いんを描えがき出だす。

　だが、そこへ飛来するＲＥＤの短たん剣けん。

　死毒の印は、力を発はつ揮きする直前でかき消された！




ＧＭ：なら《死毒結界》は打ち消された。ポイズンは「このまま受け入れれば楽に逝ゆけたものを……まぁよい。行け、兵士ども」と命令を下す。行動値20で王宮兵士たちが一いつ斉せいに動く。

ＲＥＤ：全員、弓ゆみ使つかいなんだよな。

ゼニーナ：へいへーい、こっちくるのだわ～。

ＧＭ：誰だれが避よけそうな奴やつを狙ねらうものか。ポイズンにとって一番厄介な存そん在ざい、つまりピジョンブラッドの契けい約やく者しやであるラクレに集中砲ほう火かだよ。

ラクレ：ぎゃわー！

ＧＭ：まずは兵士Ａから！　（ダイスを振る）命めい中ちゆう達たつ成せい値ちは20！

ラクレ：回かい避ひ失敗です。あうあうあう。

ネヴィン：私に任まかせろ。《カバーリング》だ。

ＧＭ：ポイズンからのダメージ支し援えんスキル《痛いたみの毒》も加わって、ダメージは60点！

ゼニーナ：わらわからの《プロテクション》は29点止めているのだわ。

ネヴィン：ん、ならノーダメージ。矢をこちらの弾だん丸がんで撃うち落おとす！

ＧＭ：なんとっ!?




　その後、Ｂ～Ｅまで矢の雨が降り注そそぐ。

　だが、その猛もう攻こうを以ってすら、ラクレを庇かばうネヴィンの体にはさしたる傷きずを与あたえることはできなかった。




ラクレ：ネヴィンさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?

ネヴィン：（計算している）うん。合計で９点減へった。残りＨＰは[image: ]。

一同：おお～（拍はく手しゆ）。

ＧＭ：さすがに硬かたいな！　降り注ぐ矢を、銃じゆう弾だんで次々と撃ち落としていった感じか。

ゼニーナ：さすがＲＥＤ海かい賊ぞく団だんの機き動どう要よう塞さいなのだわ！　では、わらわの番。ムーブで１Sq前進、メジャーでみんなのエンゲージに《エチュード》。シーン中、与えるダメージ＋15！　さぁラクレ、派は手でにブチかましてやるのだわ！

ラクレ：はいっ！　ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《アニマルパクト》。メジャーアクションで《ダブルキャスト》！　シーン全体攻撃です。




　精せい神しんを統とう一いつし、ラクレはピジョンブラッドに呼よびかけた。

　その言葉に応こたえるかのように、ラクレの左右に遥はるか異い界かいへの門が出しゆつ現げんする！




ラクレ：まず最初に《サモン・カトブレパス》。命中判定の前に《ブレイクアトリビュート》を使って、そちらの魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくを０にします。命中達成値は28！

ＧＭ：（大量のダイスを振る）……こちらは全員回避失敗。

ラクレ：では、ダメージロールで《マジックフォージ》。これで16Ｄ＋47点。１点でもダメージを与あたえたら、《ソウルスティール》で強化された［放心］が入りますよ！

ゼニーナ：ならば《ディストラント》。そこに［恐きよう怖ふ］も追加なのだわ。

ＧＭ：これを喰くらったら、すべての判定にマイナス３Ｄか……さすがにやばいな。右大臣が《カバーリング》でポイズンを守る。

ラクレ：ダメージは[image: ]点。〈無〉属ぞく性せいの魔法ダメージです。

ＧＭ：ふむ。では、その瞬しゆん間かん、ポイズンは懐ふところから一いち枚まいの鏡を取り出し、叫さけぶ。「我らを守れ、ミーヴァルの魔ま鏡きよう！」……パワーアイテム・庇ひ護ごの鏡かがみを使用するよ。

一同：何っ!?

ラクレ：パワーアイテム？

ゼニーナ：超ちよう上じよう級きゆうルールブックに掲けい載さいされている、すごい強力なアイテムなのだわ。

ＲＥＤ：なるほど、さすが七海邪。人知の及およばない物を持ってんなぁ！

ＧＭ：庇護の鏡は、ＨＰダメージを[image: ]点軽けい減げんする消しよう耗もう品ひんだ。なお、本来は使用者のみに有効だが、〝猜さい疑ぎの船〟ミーヴァルの効果により、シーン全体に拡かく大だいされる。

ラクレ：えええっ！

ＲＥＤ：くっ、《インタラプト》は、こっちにとっておくべきだったか？

ＧＭ：いや、庇護の鏡も、それを拡大するのも「パワー」として扱うので、《インタラプト》は効かないよ。

ＲＥＤ：おお、そいつは小癪な力だぜ！

ラクレ：全体からダメージマイナス[image: ]されちゃうってことは……。

ＧＭ：うん。庇護の魔鏡が砕くだけると同時に、カトブレパスの猛もう威いもまた砕け去る。[image: ]から[image: ]点を差し引いて、３点ダメージだね。

ラクレ：ガ、ガーン！　……でも、《ブレイクアトリビュート》があるから、ほんのちょっととは言えダメージは行くはず！

ＧＭ：うん、バッドステータスは受けてしまうなぁ。カバーした右大臣が６点、左大臣と王宮兵士が３点ずつダメージ。さらに［恐怖］［放心］も受ける。

ラクレ：バッステが入ったなら十分！　続いて《サモン・リヴァイアサン》でいきますよ！




　カトブレパスに続き、リヴァイアサンの波は濤とうが王宮内を流し清めてゆく。

　当然ながら、回避できた者はいない。

　ラクレの《バリアントマジック》に加え、ゼニーナの《ディバインフォース》が、その威い力りよくを高め、最終的なダメージは[image: ]点（〈無〉属性魔法ダメージ）。




ＧＭ：今度は庇護の鏡もない。ポイズンを《カバーリング》した左大臣はかなりの痛いた手でを受けたが、それでも、右大臣や王宮兵士共々健けん在ざいだ。

ＲＥＤ：とはいえ、今度は《デモンズウェブ》で強化された［スリップ］も追加だろ。ええと、そっちはあらゆる判定にマイナス４Ｄか。

ＧＭ：ぐぇぇ～！




　続いて、ＲＥＤも動く。

　荒あれ狂くるうリヴァイアサンの怒ど涛とうに乗るかのように、敵てき陣じんに迫せまる！




ＲＥＤ：ポイズンのSqに移い動どうして、《スキップジャック》＋《シャークバイト》。メジャーで《ゲイルスラッシュ》を使って二回攻撃だ。一回目に《レイザーストーム》を乗せて、シーン攻撃に拡大！




　左右の短たん剣けんが閃ひらめき、無数の刃EDGEの花が咲さく。

　鈍にび色いろの花弁EDGEは、たちまち血の赤REDへと変わる！




ＲＥＤ：一発目は、７Ｄ＋96で[image: ]点の〈水〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：あいやー。ラクレの攻撃で[image: ]点受けてた王宮兵士たちは、それで戦せん闘とう不ふ能のうだ。さらに、ポイズンを庇かばった左大臣も倒たおれる。

ＲＥＤ：急所は外したから、とりあえず兵隊さんたちは眠ねむってな！　んでもって二発目の攻撃が、残るポイズンと右大臣に飛ぶ。命中達成値は33！




　到とう底てい、避さけられるはずもなく。

　右大臣はポイズンを庇って、左大臣に重なるようにして崩くずれ落おちた。

　奸臣コンビ、何も攻撃をしないまま戦闘不能リタイア。




ＧＭ：ああ、せっかくのウォーロード兄きよう弟だいが……何もできなかった。

ＲＥＤ：さて、ポイズンさんよ。これで残るはあんただけだな！

ＧＭ：「ほほほ、駒こまを落とした程てい度どで図に乗るでないぞ海かい賊ぞく風ふ情ぜいが。……だが、Ｊ・マローダーとホー・シェンを倒すだけのことはある、ということか……」

ＲＥＤ：そういうこと。そして、三つ目の獲え物ものはあんたってことになるな。

ＧＭ：「ふん。では、この場より去るまで、少しだけ遊んでやろう」そして彼女の行動が回ってくる。《ランニングセット》＋《エキスパート》＋《ブーストマジック》で、魔ま術じゆつ判定＋１Ｄ、ダメージ＋10。そしてメジャーアクションは《ダブルキャスト》。

ネヴィン：ラクレと同じく、二連続魔法攻撃か！

ゼニーナ：対たい魔ま法ほうとなるとネヴィンの防御力はガタ落ちするから危き険けんなのだわ！

ＧＭ：では一発目。オリジナルスキル《ポイズンストーム》で、ラクレとネヴィンに範はん囲い魔法攻撃。１点でもダメージが通ったら、［毒（10）］！

ラクレ：（ダイスを振る）よ、避よけられません～！

ネヴィン：ゲッシュ忍耐の誓いがあるから、もとより回避はしない。……問題は、二連続攻撃なので、ラクレを《カバーリング》しきれない……。

ラクレ：大だい丈じよう夫ぶ、自力でなんとか耐たえて見せます！

ゼニーナ：無茶を言っちゃいけないのだわ。ＯＫ、ここはわらわがラクレに《アフェクション》を飛ばすのだわ。

ラクレ：ありがとうございます！




　結果、《アフェクション》によってラクレはダメージ０。

　ネヴィンは、ラクレの《サモン・アラクネ》による支し援えんを受けてなお、60点のダメージを受けてしまった（残ＨＰ63点）。

　そして無む情じようにも二発目の魔法が迫せまる。

　ラクレを《カバーリング》し、ネヴィンは[image: ]点ダメージ（残ＨＰ０）。

　さしもの〝大おお鴉がらす〟も、大地に倒たおれ伏ふすかに見えた───




ラクレ：ネヴィンさん！

ネヴィン：まだまだ！　戦闘不能になるけど、《パーフェクトボディ》。気力を振ふり絞しぼって、ＨＰ20点で復ふつ活かつ！

一同：おお～っ！

ＧＭ：「しぶといな、ドゥアンの女！」……ま、［毒（10）］があるし、ネヴィンの命はもはや風前の灯ともし火び！

ゼニーナ：おっと、そうはいかないのだわ。ポイズンの行動終了後のイニシアチブプロセスに《クイックヒール》。（ダイスを振る）ネヴィンのＨＰを53点回かい復ふくするのだわ。

ネヴィン：ＨＰ73点まで回復。ゼニーナ、助かった。

ゼニーナ：あとで治ち療りよう費ひをよろしくなのだわ～。

ＲＥＤ：これで、毒の50点を喰くらってもセーフだな。

ラクレ：やったー！（拍手）

ＧＭ：さしものポイズンも、美しい顔を歪ゆがめ、「ぐぬぬ」ってなってる（笑）。

ネヴィン：今度はこっちの番だ。《ストラグルクラッシュ》で、ポイズンめがけて《バッシュ》二連撃。

ＧＭ：（ファイティングポーズを取って）よし、こい！

ネヴィン：轟ごう魔ま弾だんを使って……（ダイスを振る）達成値は30！　ダメージは[image: ]点！

ＧＭ：効きくなぁ！　初ダメージで[image: ]点抜ぬけてきた。

ネヴィン：続いて二発目！　今度は轟魔弾に加えて《ボルテクスアタック》だ。命中達成値は29。

ＧＭ：全然回避できない……ＢＳの効果が痛いたいぜ……！

ゼニーナ：よし、そこで《ピアシングペイン》。その攻撃を貫通ダメージにするのだわ。

ネヴィン：《ストラグルクラッシュ》の二発目なのでダメージに＋２Ｄして、９Ｄ＋[image: ]。（ダイスを振る）[image: ]点の貫通ダメージ！




　二発の弾丸が、異い形ぎようの生命を大きく削けずり取とる！

　ポイズンは底知れぬ怨えん嗟さと苦く痛つうの絶ぜつ叫きようを上げ……そして、目の前の者たちが、これまでの人間とは異ことなるということを悟さとった。

　通つう常じようならば、その認にん識しきの遅おそさは致ち命めい的てきであろう。

　だが、彼女とて七海邪。

　ここからが怖こわいのだ。




ＧＭ：累るい積せきダメージ[image: ]点……が、まだ動く！　全員の行動が終わったところで、《二回行動》を宣せん言げん！　ポイズンが再ふたたびメインプロセスを行うぞ。

一同：うっ!!

ＧＭ：まず、ムーブとマイナーで《ランニングセット》＋《ファストドロウ》＋《ファインアート》。

ゼニーナ：げげげっ！　リアクション不ふ可かの攻撃が来るのだわ！

ラクレ：きゃーっ!?

ＧＭ：使う魔法は、単体用のオリジナル毒魔法《ポイズンジャベリン》。《ファストドロウ》があるから、射しや程てい内ないの四体まで狙ねらえる。

ＲＥＤ：こいつは……ハハッ、面白い！

ＧＭ：命中判定は３Ｄ＋19。命中は確かく定ていだけど、クリティカルするとダメージ増えて嬉うれしいな～♪（←上じよう機き嫌げんでダイスを握にぎる）

ＲＥＤ：（ゼニーナに）なぁ、アレいけるんじゃねぇ？

ゼニーナ：そうねぇ……。

ＧＭ：うん？

ゼニーナ：よし、賭かけに出る！　《ディビレテイト》で、その判定にマイナス１Ｄ！




《ディビレテイト》は、判定のダイスを一個こだけ減げん少しようさせるスキルである（シーン一回）。これでポイズンの命中判定は３Ｄ＋19から２Ｄ＋19へと低下する。

　とはいえ、リアクション不可であることに変わりはない。




ＧＭ：ん？　リアクションできないのにダイスを減へらすの？

ＲＥＤ＆ゼニーナ：いいのいいの。

ＧＭ：じゃあ判定するよ。（ダイスを振ふる）出目は１と５で合計６。達成値は……。

ゼニーナ：よっしゃ！　ここで《フォッグミラージュ》。その５の目を取とり除のぞく！

ＧＭ：……あ！　あああああっ!?




　玄げん妙みようなる魔力の働きが、ポイズンを幻惑する。

　これにより、出目の５は取り除かれた。

　残るダイスはひとつ。そして、その出目は１。




ラクレ：そっか、振ったダイスが全部１……ファンブルです！

ＧＭ：ギャワー！

ネヴィン：おおおおお！

ＲＥＤ：よっしゃ！　ナイス、ゼニーナ！

ゼニーナ：ニャッハー[image: ]　ゼニゲバ様、ナイス！　はいはい、みなさん、ご祝しゆう儀ぎは幾いくらでも受け付けているニャー。

ＧＭ：お、おのれ！　おのれぇぇぇぇ！　猫ねこめぇぇぇ！（笑）




　ＧＭの悲ひ痛つうな叫さけびとともに１ラウンド目は終了。

　ネヴィンは《フックダウン》で自身に万ばん能のう薬やくを使用し、［毒（10）］を解かい除じよ。

　ＰＣたちの残ＨＰは次のとおりである。

・ＲＥＤ：【ＨＰ】[image: ]

・ラクレ：【ＨＰ】79

・ゼニーナ：【ＨＰ】[image: ]

・ネヴィン：【ＨＰ】73




●第２ラウンド

ＧＭ：２ラウンド目のセットアッププロセス。まず、王宮兵士五体が、ポイズンの２Sq後方に未行動状じよう態たいで出現するよー。

ラクレ：兵隊さんのおかわりだー。




▼行動値

　ゼニーナ　　　　19

　ＲＥＤ　　　　　16

　ポイズン　　　　14

　王宮兵士Ｆ～Ｊ　10

　ラクレ　　　　　９

　ネヴィン　　　　５

[image: ]




　セットアッププロセスにおいて、ゼニーナが《ファイトソング》でＲＥＤの《インタラプト》を回復。続いてＲＥＤがポイズンに《タウント》を仕し掛かけるもこれは不発。

　敵てき方がたは、１ラウンド目同様、ポイズンの《加速の毒》と、王宮兵士たちの《王宮兵士の誇り》による強化がなされた。




ＧＭ：そして、最初のイニシアチブプロセスに、ポイズンはもう一度《死毒結界》を使おうとするが。

ＲＥＤ：その手品はうんざりだぜ。《インタラプト》！

ＧＭ：消されるか……まぁ、このラウンド最後に逃げるからいいけど。

ＲＥＤ：いいや、このまま押し切らせてもらう！

ラクレ：うんうん！

ＧＭ：ほっほっほ、できるかな？　ならば、なんとしてもこのラウンドを生き延びる。それでは【行動値】20になった兵士たちの猛攻が、再びラクレに飛ぶ！

ラクレ：（お隣となりさんに声をかけるような気楽な声で）ネヴィンさ～ん。

ネヴィン：（気の抜ぬけるような声で）まかせて～。

ＧＭ：うっわ、なにその余よ裕ゆう！　メチャ許ゆるせねぇ！（笑）　怒りと共に、矢の雨をネヴィンに降り注がせてやる！




　だが、事実余裕。

　兵士たちの猛もう攻こうも、ネヴィンの【ＨＰ】を７点削けずったに過すぎなかった。




ＧＭ：確実に当たるけど、ほとんど削れないや、ネヴィンさん……。

ゼニーナ：次はわらわだけど、とりあえず待機。

ネヴィン：じゃあ、ゼニーナが待機した後のイニシアチブプロセスに《カリキュレイト》で割わり込こむ。

ＧＭ：ぐっ。

ネヴィン：最後の轟ごう魔ま弾だんを使って《ストラグルクラッシュ》。命中判定はクリティカル！

一同：おおー！




　クリティカル込こみのネヴィンの二連撃は、痛つう烈れつの一語だった。

　合計[image: ]点のＨＰダメージを受け、ポイズンの累積ダメージは[image: ]点。

　瀕ひん死しである。




ＧＭ：そろそろこちらも限げん界かいだ……が！　残【ＨＰ】が[image: ]点を割わったので、ポイズンは最終形けい態たいに移い行こうする。




　足は無数の毒どく蛇へびに、腕うでは毒どく液えき滴したたらせる蔦つたに。

　胴どうは膨ふくれ上あがり、蠢うごめき震ふるえる肉につ塊かいと化してゆく！

　それが、ポイズンの真の姿すがた。

　七海邪として〝猜さい疑ぎの船ミーヴァル〟と契けい約やくし、その力を己おのれの中に取とり込こんだが故ゆえの異い形ぎようであった。




一同：変身したーっ！

ＲＥＤ：なんて醜みにくい奴だ。七海邪にはお似合いだな。

ＧＭ：「この姿！　この姿を見たからには、もはや生かしては帰さぬ！」これ以い降こう、彼女はあらゆる判定に＋２Ｄし、《邪じや神しんの力》を始めとする様々なスキルが使用可能になる。

ゼニーナ：本気モード来たのだわぁ！

ＧＭ：なお、現げん時じ点てんで受けているバッドステータスや不利な影えい響きようはすべて解除される。これで、判定ペナルティ地じ獄ごくとはおさらばだ。

ラクレ：うわわ……正念場ですね、ＲＥＤ。

ＲＥＤ：（ニヤリと笑って）なぁに、もう奴やつは詰つんでいるさ。じゃあ、そっちが動き出す前に、とどめといかせてもらうぜ！　丁ちよう度ど、オレの行動手番だ。




　ＲＥＤは、駆かけた。

　滴したたる毒液を、這はい寄よる蛇へびを掻かい潜くぐり、怪かい物ぶつの懐ふところへと潜もぐり込こんでゆく。

　目の前には、唯ゆい一いつ残った人間らしい部位……すなわち、ポイズンの美しき顔。




ＲＥＤ：……ちょいとケバ過すぎだぜ、あんた。オレの趣しゆ味みじゃねぇな。そう格かつ好こうつけつつ、《スキップジャック》＋《シャークバイト》からの《ビースティング》。




　再び、ＲＥＤの鋭えい刃じんが走る。




ＲＥＤ：命中判定は６Ｄ＋16。フェイトを２点つぎ込んで８Ｄで振るぜ。（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：こちらとて回避は４Ｄ！ （ダイスを振る）よし、１・２・６・６！　クリティカル回避！

ラクレ：ああっ！




　毒蛇の一本が、ＲＥＤの右手を阻はばむ。

　ポイズンの顔に、歓かん喜きの笑えみが浮うかび……そして、硬こう直ちよくした。




ＲＥＤ：ゼニーナ！

ゼニーナ：ニャッハー！　《タングル》！　その６の目をひとつ取り除くのだわ！

ＧＭ：ぐおっ！　回避失敗、だ……！




　呪のろいによって、ポイズンの動きが一いつ瞬しゆん、止まる。

　その一瞬で十分だった。

　疾しつ風ぷう迅じん雷らい。

　左手から投げ放たれた短剣は、狙ねらい過あやまたず、ポイズンの眉み間けんに深々と突つき刺ささる！




ＲＥＤ：ダメージは。[image: ]点。ゼニーナの《ピアシングペイン》のお蔭かげで貫通ダメージだ。

ＧＭ：累積ダメージ[image: ]。ポイズンの最大【ＨＰ】は……[image: ]！

一同：やった！

ＲＥＤ：あばよ。……あの世で邪じや神しんにでも言いい寄よりな。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆藩王の宝




　毒婦は倒された。

　源が立たれれば、流れ出る水は枯れる。

　呪いもまた、同様。

　ＲＥＤたちは、王宮からポイズンの妖気が消えて行くのをはっきりと感じ取った。




ＧＭ：ポイズンが倒れると、王宮内に立ち込めていた芳香は消え去り、そして徐々に人々は正気を取り戻してゆく。藩王ラーム四世も「う……これは……？」と、覚醒しつつある。

ＲＥＤ：よし、ここは王様に近づいて報告だな。陛下、お約束どおり、大廃都から宝を持ち帰りましたぜ！

ＧＭ：彼はポイズンに操られていたことを思い出したのか、「宝……おお、余は、余は……そのようなものを望んではいなかった……」と、頭を抱えてしまう。

ＲＥＤ：わかってますよ。陛下。あんたにとっての一番の宝とは、この人だろう？　そう言って、ドヤ顔でクリシュナ王子に引き合わせる。

ネヴィン：ドヤ顔（笑）。

ラクレ：でも、格好いいですよ、この流れ！

ＧＭ：では、クリシュナは「父上！　クリシュナ、ここに帰参いたしました！」と高らかに宣言しつつ、片膝をついて頭を垂れる。




　茫然自失のラーム四世。

　だが、徐々にその顔には、理解と驚愕と歓喜が広がってゆく。

「クリシュ……ナ……？　おおお、我が、我が息子よ……！」

　駆け寄ろうとするも、体勢を崩す。

　支えようとするラクレを、ＲＥＤが制する。

　代わりに藩王を支えたのは、ほかならぬ息子であった。




ＧＭ：「父上、長きに渡る不在、このクリシュナ、なんと詫び、償えばよいか……」「よい、そなたが帰ってくれば、それでよい……」と、父子のやりとり。

ゼニーナ：いい話なのだわ～。

ラクレ：やっと会えたんですもんねぇ……。ちょっと羨うらやましいかな。

ＧＭ：なお、ラーム四世は、ポイズンの影響からか、ごほごほと咳き込んでいる。

ＲＥＤ：王子、あの薬を飲ませてやんなよ。

ラクレ：アプサラスの霊薬ですね！

ＧＭ：うむ。王子が霊薬を取り出し飲ませると、それまで老け込んでいた藩王の肌には張りと赤みが戻り、一気にツヤツヤとしていく。「おおっ、みなぎる!?」

ネヴィン：すっごい効いてる！（笑）

ゼニーナ：強すぎて、心配になってくるレベルなのだわ。

ＧＭ：藩王はＲＥＤたちに向き直ると、ハキハキと礼を述べる。「いやー、大儀であった！　諸君らは救国のヒーロー！　アリガトーッ！」

ラクレ：ぶふっ!?（吹き出す）

ゼニーナ：なんでそんなテンション高いの！（笑）

ＧＭ：いつまでもジジイ喋しやべりだと大変なんでな（笑）。「ううむ、しかし、余ともあろうものが、心の隙すきを衝つかれ、あのように耄もう碌ろくするとは……恥じ入るばかり！」

ＲＥＤ：しょうがねぇさ。相手が悪い。

ラクレ：ポイズンは、わたしの母に病の呪いをかけた相手でもあります。悲劇が広まらないうちに、ここで討ち果たすことができて何よりでした……。

ＧＭ：「なるほど、そのような縁か……。異邦の勇者たちが来てくれたのも、神々の巡り合わせかもしれんな。ともあれ、国の病の元は諸君らが断ってくれた」

一同：うんうん。

ＧＭ：「これより先、病の被害を受けた者たちを救済し、国を立て直すのは余の仕事だ！」

ゼニーナ：おお、ちゃんとした王様なのだわ。えらいえらい。

ラクレ：それで、王子が、「僕もお手伝いいたします」とか言うんですよね！

ＧＭ：ああ。まさにその通りだ。ちなみに気絶してる大臣ズは、藩王が指をパチリと鳴らすと兵士たちが連行していく。

ＲＥＤ：ま、そうだよな（笑）。

ゼニーナ：いい気味なのだわ。

ＧＭ：「あの者らは、わかってて悪事を働いていたようだからな。しばらく獄を抱かせておくこととする」




　かくして、王は正気を取り戻し、宮廷内の悪は一掃された。

　だが、ここで問題がもうひとつ。




ＧＭ：んでもって、藩王の視線は、クリシュナのずっと後ろ、柱の陰に立ってるアンジュに注がれる。「あれは……？」

ラクレ：あの人は、アンジュと言って、クリシュナ王子の命の恩人です。

ゼニーナ：手招きして呼ぶのだわ。こっちこっち。

ＧＭ：では、アンジュはおずおずと進み出て、自己紹介する。「お初にお目にかかります。私は、今は滅びし旧王家に仕えていたアプサラスたちの長、アンジュと申します」

ＲＥＤ：この娘さんと、その一族は前の王家が滅びた後も、約定に縛られてずっと大廃都で秘宝を守り続けていたんだ。

ＧＭ：「……とはいえ、私どもがクリシュナ様を幽閉し続けていたのは事実です。いかなる罰も、この首にて負う所しよ存ぞん。ですが、一族の命はどうか！」

ゼニーナ：わざわざ言わなくていいのに。律儀にもほどがあるのだわ。

ラクレ：ええと、事の次第を説明したほうがいいですよね？

ＲＥＤ：だな。大廃都でのことを説明しとくわ。

ＧＭ：ＯＫ、説明された。もちろん、横からはクリシュナが「いや、彼女は悪くありません」とフォローを入れまくる。

ＲＥＤ：必死にもなるよな。

ラクレ：愛しちゃった相手ですもんね（笑）。

ＧＭ：事情を聞いた藩王はしばし瞑目し、「相分かった。そのような事情であれば、罪に問うわけにも行くまい。……息子の妻になる婦人でもあるようだからな」

一同：おおっ!?

ラクレ：王様、理解が早い（笑）。

ＧＭ：「見ておればわかるというもの」

ネヴィン：ふむ。彼女は人間ではないが、それは問題とはならないのか。

ＧＭ：その疑問はもっともだね。だが、藩王は呵か々か大たい笑しようする。「古来、英雄は、人ならざる美び姫きを妻にすると相場が決まっておる。我が息子が英雄の器という証ぞ！」

ネヴィン：なるほどな。

ラクレ：豪快だ！（笑）

ＧＭ：「しかも、旧き王家に仕えた忠義なる貴き種しゆとくれば文句の言いようもない。民草も、大いに祝福するだろう。我が王家の守護者として、一族ごと来てもらいたいものだ」




　笑いつつ、藩王は息子と水天女の手を取り、繋がせた。

　ふたりの手は絡み合い、互いを強く握り締める。

　ＲＥＤ海賊団が持ち帰った宝は、ひとつ。

　そして今、新たな宝が生まれたのだった。




ネヴィン：国王が復活し、次は王子の結婚式というわけだな。

ゼニーナ：なによりなのだわ～。

ＲＥＤ：ドヤ顔で王子を連れてきたオレとしても鼻が高い（笑）。

ラクレ：めでたしめでたし！　ですね！

ＧＭ：なお、このあと君らはちゃんと報酬を賜るから。

ゼニーナ：ニャッハー！

ＧＭ：藩王からの報酬は、礼金と、〝ヴァルーナの救済者〟の称号、そしてトルバイン商会との優先的な貿易ルートだ。あと、精霊の海図の持ち出しも許してくれる。

ゼニーナ：うんうん、グッド！

ＲＥＤ：そいつは何より。スポンサーのライラも喜ぶってもんだ。

ラクレ：エリンディルとマジェラニカ、これから本格的に交流が増えていくんですかねー。

ネヴィン：モンスターハンターがこぞって集まりそうだ（笑）。

ＧＭ：「両大陸間が、友誼を結ぶか、あるいは干かん戈かを交えることになるかは知らぬ。だが、異なる者同士が活発に交わることは、後世に良い物を残すはずだ」と藩王のお言葉。

ＲＥＤ：ああ、同感だ。

ＧＭ：それと、しばらく逗留する気なら、王子とアンジュの結婚式において、最上位の席次を得る権利も与えられるけど。

ラクレ：どれくらい先です？

ＧＭ：周辺国への招待やら通達もあるから、何ヶ月か先かなぁ。

一同：無理！（笑）

ＲＥＤ：さすがにそれを待ってたら海図探しができなくなる。気持ちだけもらって、ありがたく辞退しよう。

ゼニーナ：新婚旅行でエリンディルに来てくれれば、案内するのだわ（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて。シーンは変えないけど、このまま別の描写に移ろう。

ＲＥＤ：おっ、なんだなんだ？

ＧＭ：ピジョンブラッドからの報告だ。「ＲＥＤ。残る四つの精霊の海図ですが……」

ＲＥＤ：おう、どうした？

ＧＭ：エリンディル西方に集結しつつあります。

一同：ええっ!?

ラクレ：海図が自力で動いてる……ううん、それとも、誰かが集めてる？

ＲＥＤ：ＢＬＵＥの雇い主……クロムウェルがひとつ持ってるとして……さらに集めたってことか？

ラクレ：可能性は高いですよね……。

ゼニーナ：ふーむ。どのあたりか、細い位置はわかるの？

ＧＭ：「ここです」




　ピジョンブラッドが示したのは、エリンディル西方にある、小さな島だった。

　そこは、近年、急速に勢いを増しつつ有る国の本拠。

　すなわち、神聖ヴァンスター帝国皇帝ゼダンが鎮座するフィンジアス島であった。




一同：ヴァンスター帝国……！

ＲＥＤ：あー……第二話の最後でライラからの通信にあった、あれ、あいつ。ワルゲス・ムノーとかいう提督が関係してんじゃねぇかな。

ラクレ：すごいインパクトの名前ですもんね……（笑）。

ゼニーナ：明らかに、悪いことしか企んでない名前なのだわ！

ネヴィン：どうする、ＲＥＤ？

ＲＥＤ：まぁ、とりあえず行ってみるしかあるまいよ。随分と遠くまで来たことだし、そろそろ一度、ドゥルガーラまで帰るとしよう！







◆Ending02◆雨はドゥルガーラに降りしきる




・航海日誌（記入者：ラクレ）

　聖暦一〇一〇年五月三日、雨。

　今日、わたしたちは久しぶりにドゥルガーラの街に戻って来ました。

　旅立ったのが去年の八月半ばだったので、だいたい八ヶ月半ぶりくらいです。




ＧＭ：それでは、エンディング２。あれから三ヶ月。マジェラニカ大陸を旅立った君たちは、紆う余よ曲きよく折せつを経て、遂にドゥルガーラへと戻ってきた。

ＲＥＤ：三ヶ月かー。ちょいとかかったなぁ。

ＧＭ：途中、色々な冒険があったと思いねぇ。

ラクレ：儲けたり、スッたり、新しい島を発見したりと、波は瀾らん万ばん丈じようだったんですね？

ＧＭ：そうそう。んで、今は五月の頭だ。

ゼニーナ：暑い盛りの八月に出発して、戻ってみたら、もう初夏なのだわ。

ラクレ：懐かしいですよね。といっても、わたしはそんなにドゥルガーラに馴染んでいるわけではないですけど。

ネヴィン：ドゥルガーラに変わりはないか？

ＧＭ：ああ。今日は、小雨が降っており、まだ強くなりそうだね。久々に見るドゥルガーラは雨に煙っている。夕刻も迫り、そこかしこに街灯の光が浮かび始めていく……。

ゼニーナ：何かありそうなのだわ……。

ＧＭ：な、なぜ？

ゼニーナ：わざわざ情景描写が細かいから！

ネヴィン：確かに（笑）。

ＧＭ：いやいや、そんなことはないですよ。ともかく入港したまえ。つーか、した。そして上陸した（←畳み掛けるように）。

ラクレ：ちょっと！（笑）

ＲＥＤ：なんという有無を言わせぬ勢い！　まぁいいや、上がっちまったもんはしょうがない。港や、そこらの連中に、ＲＥＤ様が帰ってきたぜって挨拶しとくかな。




「よーっ、ＲＥＤ！　生きてたか！」

「おい、ＲＥＤ！　てめぇ、ウチのツケ払わずに船出したろコラ！」

「ＲＥＤ、ガッポリ儲けたんだって？　ウチで遊んでいきなよ！」

　港湾人足、仲買人、市場の人、船長、娼館のお姉さん、道行く子供たち……みんなＲＥＤに声をかけていきます。

「お、ネヴィン姐さん！　イイ酒入ってるよ！　あんたのために三樽押さえといた！」

「ゼニーナちゃ～ん、新しいかっぱぎビジネス思いついたんだけど、一緒にやらん？」

　もちろん、ネヴィンさんとゼニーナさんも、知られた顔です。

　わたしも、みんなに覚えてもらえる立派な船乗りにならないと！




ＧＭ：ふむ。街で適当に遊んでいく感じかな？

ＲＥＤ：それはあとのお楽しみにとっておくとして、まずはトルバイン商会に行って、ライラに途中経過を報告したほうがよさそうだな。

ゼニーナ：大事なスポンサーだから、ご機き嫌げん伺うかがいは重要なのだわ～。

ラクレ：とりあえず、雨よけの傘やレインコートを用意して行きましょう。

ネヴィン：私は、歩きがてら露店であれこれ買っては飲み食いしつつ、ついていく。

ＧＭ：ヴァンスター名物の、フィッシュ＆チップスとかだな。

ネヴィン：そうそう、熱くてサクサクのところをがぶりと食べて、ビールで流し込むんだ。

ラクレ：聞いていると、実際にお腹空いてきますね……！

ネヴィン：フィッシュ＆チップスはわけてやろう。酒は譲ゆずらん。

ラクレ：ネヴィンさんからお酒を取ろうなんて、そんな命知らずじゃないです（笑）。

ＲＥＤ：ウチの海賊団の食費の内訳、大部分がネヴィンの分で、しかも酒の占める割合が高いんだよな。

ネヴィン：ドゥアンは体を維持するのにエネルギーが必要だから……。

ラクレ：さらっと種族の問題にした！（笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、そんなやりとりをしつつ歩いて行くと、ほどなくしてトルバイン商会の建物に到着するよ。雨は、勢いを増してきているね。

ラクレ：なんだか不吉な……。

ＲＥＤ：けど、オレたちは何が起こるのかを知る由もない（笑）。うーっす、久しぶりーっと挨拶しつつ入ってくぜ。ライラ、いるかー？

ＧＭ：君たちは二階の応接室に通され、しばらくすると番ばん頭とうがやってくる。

ラクレ：番頭さん？

ゼニーナ：ライラじゃないのだわ。

ＧＭ：うむ。先代からの古ふる株かぶで、眼鏡をかけた四十歳くらいのおじさんだ。穏やかな外見だが、ソロバン勘かん定じようは巧み。君たちとも顔なじみ……ということにしてくれ（笑）。

ＲＥＤ：あいよ。（手を挙げて）久しぶりだな、番頭さん。ライラはいないのかい？

ＧＭ：「あー、間が悪かったですねぇ。ライラ会長は、今朝方、用事ができて出ていっちまったんですよ。もうすぐ帰ってくるとは思うんですが……」

ＲＥＤ：行き違いかー。

ネヴィン：どこに行ったんだ？

ＧＭ：「商工会議所から急ぎの使いが来ましてね。ヴァンスターのお偉いさんが、直々に話があるとかでねぇ」

一同：げ！

ラクレ：ちょっと……まずそうじゃないですか？

ゼニーナ：ヴァンスターのぉぉ？　きっとロクなことじゃないのだわ！

ＧＭ：「まぁまぁゼニーナさん。一応、ここもヴァンスター領ではあるんですから、滅多なことは言うもんじゃござんせんよ」と、番頭は苦笑しつつ窘たしなめる。

ゼニーナ：むー。そりゃまそうだけど。

ＧＭ：「会長から話は聞いとります。あたしでよろしけりゃ、伺いますが」

ＲＥＤ：わかった。じゃあ、ライラのことはおいておくとして、これまでのことを番頭にざっと説明しよう。

ラクレ：途中で見つけた島や、開かい拓たくした航路のことも！

ＲＥＤ：そうだな。じゃあ、そこら辺のこともあれこれと。

ゼニーナ：あちこちの国で、お偉いさんたちを助けて恩を売りまくったのだわ（笑）。

ラクレ：ちょっとすごいですよね。メーナームヤイと、ダイワと、南方のヴァルーナと……。ＲＥＤ、色んな国を助けまくりです。

ＧＭ：番頭は、舌を巻いて驚おどろき、かつ、感心する。「優秀な方々とは知ってましたが……こりゃあ大したもんですな。『トラベルガイド─海編─』の出版社に、高く売れますよ！」

ネヴィン：海編なんてあったんだ。

ＧＭ：や、知らないけど（笑）。ありそうだなって。

ＲＥＤ：喜んでもらえて何よりだ。

ＧＭ：また、番頭はラクレに向かって、「この航路図や、各地の記録を書いたのはあなたですか？　こりゃ素晴らしい内容ですよ。お若いのに大したもんだ」と褒めてくれる。

ラクレ：おおお、なんと嬉しい！

ゼニーナ：ウチの大事な船主兼航海士兼生活全般の管理運営人なのだわ（笑）。

ネヴィン：うんうん。

ＲＥＤ：一番の新顔だが、一番の働き者さ。頭を撫なでる。

ラクレ：えへへー。

ＧＭ：うんうんと番頭は頷き───そして、突如、外から砲ほう声せいが轟く！

一同：えっ!?




　みんな、驚いて窓に駆け寄りました。

　港に……そして、その向こうの海にまで軍船がずらりと並んでいます！

　降りしきる雨の向こうに浮かぶ船せん影えいは、まるで死神の群れのように見えました。




ラクレ：えっ？　なんで軍船が!?

ＧＭ：いずれも、強い風を受けてヴァンスター軍旗が翻っている。そして、乗り付けた船からはどんどんと部隊が上陸してくる。遠目にも、完全武装であるとわかる。

ゼニーナ：（渋い顔で）ヴァンスター軍……！

ラクレ：あわわわわ……。

ＲＥＤ：こいつぁまるで戦じゃねぇか！　何が起こった!?

ネヴィン：尋じん常じようじゃないので、いつでも動けるように銃の用意はしておこう。

ゼニーナ：番頭の様子は？　ニヤリと笑ってたりしない？

ＧＭ：いや、彼は「な、なんですこりゃ!?」と普通に驚いてる。彼は別に何か重要なことをするＮＰＣではないよ（笑）。

ゼニーナ：そっかそっか。

ＧＭ：しばらくすると、次のような宣せん告こくが、錬れん金きん術じゆつ的な装置で拡大されてドゥルガーラ全体に響き渡る。




「すべての船乗りと、そして海賊どもに告ぐ！　諸君らに明日の海はない！　これよりこの街の船舶と物資の一切は、我がヴァンスター帝国海軍が管理下に置く！」




　そして、雨はより一層、激はげしさを増していきます。

　わたしたちの行く手を遮さえぎるかのように───
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆終局の予感




　さて、最終話である。

　ドゥルガーラにヴァンスター帝てい国こくの海軍が出しゆつ現げんし、ＲＥＤたちに最大の危き機きが迫せまる。




ＧＭ：はい、というわけで最終話です。

ラクレ：前回のオチが、怒涛の展開でしたね！

ＲＥＤ：しかも、予告からすると、とっ捕まってて絞首刑にされるらしいぞ（笑）。

ＧＭ：うん。あのあと君たちは、ヴァンスター帝国海軍の提督、ワルゲス・ムノーに捕まり、精霊の海図を奪われ、絞首刑を宣告されてしまうのだ。

ラクレ＆ゼニーナ：嫌～！（笑）

ネヴィン：何が嫌って、そんな名前の奴に処刑されるっていうのが屈辱以外の何物でもない（笑）。

ＲＥＤ：だよな～。

ＧＭ：しかし、それが事実なのだ。そして、その危機を救える者は……ラクレ、君をおいてほかにはない。

ラクレ：えええっ、わたし!?

ＧＭ：はい、それでは各人のハンドアウトを読み上げようか！（笑）

ＲＥＤ：おおっ、今回はギルドハンドアウトではないんだな。

ＧＭ：うん。ＲＥＤ、ゼニーナ、ネヴィンの３人の共通ハンドアウトと、ラクレ専用のハンドアウトの二種類を用意した。




●ＲＥＤ・ネヴィン・ゼニーナ用ハンドアウト

　ヴァンスターの海かい賊ぞく狩がりに遭あい、君たちは牢ろう屋やの住人となった。

　恩おん人じんであるライラ・トルバインを人ひと質じちに取られては、抵てい抗こうもできなかったのだ。

　精せい霊れいの海図もピジョンブラッドも取り上げられ、八はつ方ぽう塞ふさがりとなった君たちの前に、ウォルター・クロムウェルが現あらわれる。

　彼かれは己おのれの正体を明かし、禁きん断だんの島への野望を語る。

　……海賊を、ＲＥＤ海賊団をナメきったこの男には、喰くらわせてやらねばなるまい。海賊流の「お礼参り」という奴やつを。




●ラクレ用ハンドアウト

　仲間は捕とらえられ、精せい霊れい船せんピジョンブラッドはいずこかに封ふう印いんされた。

　ＲＥＤ海賊団は、これで終わりなのか？

　いいや、違ちがう。まだ君がいる。新入りの君だけは、まだ手配書がなかったため、官かん憲けんの手を逃のがれることができたのだ。

　ＲＥＤたちの絞こう首しゆ刑けい執しつ行こうまで、あと三日。

　君自身で考え、君が最さい善ぜんと思う道を歩め。




ＧＭ：……以上、今回のハンドアウトでした。

ＲＥＤ：うむ、八方塞がりだな。

ネヴィン：そして、ラクレひとりに何だか重大な使命が振られてる（笑）。

ラクレ：おおおおお……。こ、これはわたしがＲＥＤたちを助けに行く？

ＧＭ：それは君の自由。ハンドアウトにあるとおり、「君自身で考え、君が最善と思う道を歩め」だよ。なお、今回のラクレには特別ルールが適用される。

ラクレ：わ、なんだろう。




▼ラクレ用特別ルール

　本シナリオ開始時、精霊船ピジョンブラッドは封印を施され、どこかに隠匿されている。

　そのため、ラクレは次のクラスのスキルを一切使用できないものとする。

・メイジ、ソーサラー、サモナー

　なお、この制せい限げんは、ある条件を充たすことで解除される。




一同：おおおおおっ!?

ラクレ：キャー！　も、もう何も……できない……！

ＧＭ：せっかく、水野さん自身が「船こそが戦闘能力の源げん泉せん」というＰＣを作ってくれたわけだからね。最終回だし、それを活かしてみることにした。

ＲＥＤ：なんという心遣いだろう（笑）

ラクレ：あわわ……マ、マジで無能力者になってしまいました……。これじゃあ、ＲＥＤたちを助けに行く事ができない……！

ＧＭ：うん、だから、「君自身で考え、君が最善と思う道を歩め」なんだよ。

ラクレ：はうあっ！

ＧＭ：頑張ってねー。それじゃあ次は、キャラの成長報告だ。




●キャラクターの成長（11→12レベル）

●キャプテンＲＥＤ

・取得スキル：《ボーパルアーツ》３／ダメージ上じよう昇しよう（パッシブ）

　　　　　　　《ピンポイントアタック》敵てきの防ぼう御ぎよ力りよく無む視し（シーン一回）

　　　　　　　《インテュイション》【敏びん捷しよう】判はん定てい＋１Ｄ（パッシブ）




●ラクレ

・取得スキル：《ダブルキャスト》２／二連続魔ま法ほう攻こう撃げき（シナリオ二回）

　　　　　　　《バリアントマジック》２／魔ま術じゆつ効こう果か＋５Ｄ（シーン二回）

　　　　　　　《エイミングフォージ》／魔術判定＋２Ｄ（シーン一回）




●ネヴィン

・取得スキル：《カバームーブ》２／遠えん隔かくカバーリング（シーン二回）

　　　　　　　《バーストスラッシュ》／クリティカル時に防御力無視（パッシブ）

　　　　　　　《バイオレントヒット》／《ボルテクスアタック》回かい復ふく（シナリオ一回）







●ゼニーナ

・取得スキル：《レイズ》／戦せん闘とう不ふ能のうを回復

　　　　　　　《パリペイティア》／判定振ふり直し（シーン一回）

・フェイト上昇：２点（５→７）




ＧＭ：なるほど。全体的に攻撃力が伸びたね。ＲＥＤは防御力無視攻撃ができるようになって、ラクレは二連続魔法の使用回数が増えた。

ＲＥＤ：ああ。シーンにつき一回だが、まとめて攻撃するときには重宝するぜ。オレは一発の打撃力ではネヴィンに譲るから、小技で勝負だ。

ゼニーナ：わらわの《ファイトソング》で復活させがいのあるスキルが増えてきたのだわ。ラクレの《アニマルパクト》に使えば……。

ラクレ：（ニコニコ顔で）はい、二回連続の魔法攻撃を、シーン全体に二回撃てますね！

ＧＭ：このギルドには、数の暴力は用をなさないな。少数で軍団を相手にできる海賊団だ（笑）。

ネヴィン：ふふふ、私は、《ボルテクスアタック》がシナリオ２回使えるようになったぞ。

ＲＥＤ：12レベルだから、ダメージ＋[image: ]。ごっついな！

ネヴィン：単体への火力を極めるのが、私の仕事だからな。

ラクレ：ゼニーナさん、《レイズ》を取ったんですね。

ゼニーナ：うん、保険として。プリーストの一般スキル《サンクチュアリ》があるんで、複数人をまとめて復活可能なのだわ。

ラクレ：あ、それは心強い！

ＲＥＤ：蘇生薬じゃ追いつかなくなったときに重要だな。




　なお、前回のシナリオ終しゆう了りよう時の状じよう況きようから、「プリプレイでアイテムを購こう入にゆうすることはできない。なお、セッションの進行次第では一回だけ購入するチャンスを得られる場合がある」というルールを設せつ定ていした。そのため、アイテムの追加はない。




●ギルドサポート

　ギルドレベルが10に上昇したため、今回も新規のギルドサポートを取得できる。

　アイテム購入の機会が貴き重ちようであるため、プレイヤーたちは《派は遣けん販はん売ばい》の取得を検けん討とうした。だが最終的に、「シーン攻こう撃げきがあるため、先手を打って広こう範はん囲いの敵てきを潰つぶしておくことが重要」との結けつ論ろんを下し、セットアッププロセスにメインプロセスを行なう《疾しつ風ぷう怒ど濤とう》を取得することにした。

　今回選んだギルドサポートは次のとおり。




・《蘇そ生せい》（１）

・《祝福》（１）

・《薬やく剤ざい師し》（１）

・《天てん啓けい》（１）

・《疾風怒濤》（５）

・《ＧＨ：ギルドキャラバン》（２）

・《ＧＨ：クアハウス》（１）







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆死刑台のメロディ




　港町ドゥルガーラ。

　港を望のぞむ広場には、数多くの住人や船乗りたちが集まっていた。

　これから執とり行われる、ＲＥＤ海賊団の処刑を見るためだ。




ＧＭ：はい、というわけでオープニングは港町ドゥルガーラ。海賊港の広場には一際目立つように高い処刑台が設置されている。そこに並ばされているのは、ＲＥＤ海賊団。

[image: ]

ＲＥＤ：うわお！

ゼニーナ：い、いきなり処刑シーンから始まる!?

ネヴィン：容赦ないな……。

ＧＭ：なお、このオープニング１は、未来のシーンだ。ここに至いたるまでの流れは、あとで描くが……とりあえず、ＲＥＤ、ゼニーナ、ネヴィンの三名はこれから処刑されるとこだ。

ラクレ：ハンドアウトに書いてあったとおり、わたしだけは捕まってないんですね。

ＧＭ：ああ。ラクレはシーンに登場していない。

ラクレ：了解でーす。はうあー、ＲＥＤたちが処刑されちゃう～！

ＲＥＤ：ここはジタバタするより、泰たい然ぜん自じ若じやくでいたほうが粋いきだよな。どっしり構えてよう。

ゼニーナ：やだやだやだ、いやなのだわ～！

ネヴィン：（冷静に）ところで我々は斬首されるのか？　それとも絞首かな？

ＧＭ：海賊の処刑は、縛り首ハンギングというのが古来よりの伝統だね。なので、三つのロープが、眼の前にぶら下がっているよ。

ゼニーナ：うげ～。苦しいのは嫌～。絞首刑から始まるのは『パイレーツ・オブ・カリビアン』でもやってたけど、自分がされるのはまっぴらなのだわ～。

ＧＭ：では、嫌そうにしているゼニーナに、ヴァンスターから派遣された処刑人が残忍な笑みを浮かべて話しかける。

ゼニーナ：な、なんなのだわ。

ＧＭ：「まぁまぁ落ち着けよ。絞首刑ってのはな、落下の勢いで首の骨が外れて、一発であの世行き。楽なもんさ。下手な奴が縄をかけると気道が潰つぶれるだけで地獄の苦しみが続くが……おれぁ超ちよう一流だからよ。任せておきなぁ」

ゼニーナ：全っ然、嬉しくない～！

ネヴィン：まったく慰めになってないな（笑）。

ＲＥＤ：（不ふ敵てきに笑って）じゃあ、楽に逝くためには、あんたにチップでも弾はずんでおかなきゃならねぇな。

ＧＭ：「いい心がけだぜ。さすがキャプテンだ」下げ卑びた笑いをひとつ残し、彼は各人の首に縄をかけてゆく。……まずはゼニーナからかな。

ゼニーナ：いーやー！　ジタバタする！

ＧＭ：しかし、拘こう束そく具によって抵抗も満足にできない。「しっかし、こんなイイ女を処刑するとはねぇ。はー、勿もつ体たいねぇ勿体ねぇ」と言いつつも、てきぱきと縄を首に巻き付ける。

ゼニーナ：ギャー！　や、やめるのだわー！　ＲＥＤ海賊団を敵に回すと、恐ろしいことになるのだわ！

ＧＭ：「恐ろしいことも何も、おめぇら全員、捕まってるじゃねぇか。……あー、船医のジジイは逃げたみたいだが、それこそジジイひとりで何ができるよ」

ゼニーナ：ぐぬぬ……！　そ、そうだラクレ……と言いかけて、口をつぐむのだわ。連中がラクレを捕まえる気がないなら、それにこしたことはないし。

ＲＥＤ：（大きく頷く）偉いぜ、ゼニーナ。

ネヴィン：うんうん。

ラクレ：みんな……。

ＧＭ：お次はネヴィン。「かつてはヴァンスターが誇ほこる天空兵団で鳴らしたっつー奴も、最後はこんなとこで絞首刑ねぇ。冴さえねぇなぁ」

ラクレ：おお、ネヴィンさんの過去が。

ＧＭ：うん、しのさんとちょっと話した過去設定だ。せっかくなので、ちょっとだけ使うことにした（笑）。

ネヴィン：では、過去について語られるのは好まないので、処刑人に冷たい視線を向けよう。……無駄口を叩く奴ほど、仕事ができないと言うな。

ＧＭ：「おー、強がっちゃって怖い怖い。せっかく緊張を解ほぐしてやろうってのに。……よっと、ここをこうして……うん、我ながらいいカタチだ。おれって職人だねぇ」

ＲＥＤ：なんでこの処刑人、こんなに特徴的なんだ。

ラクレ：ちょい役なのに（笑）。

ＧＭ：さて、最後にＲＥＤ。

ＲＥＤ：おうよ。

ＧＭ：「よーう、キャプテンＲＥＤ。おまえさんもとうとう年ねん貢ぐの納おさめ時ってわけだ。自由な海の男の人生を締めくくるには、やっぱこいつ縛り首だよな！」

ＲＥＤ：へっ。海賊家業を始めた時から、こういう日が来ることは覚悟してきたがな。……存ぞん外がい、絞首台の上ってのは眺ながめがいいじゃねぇか。

ＧＭ：「そうだろうそうだろう。おれぁ、おまえらみてぇな犯罪者共を吊つるすとき、一緒に見る処刑台からの風景がたまらなく好きでよぅ」

ＲＥＤ：天てん職しよくだな、あんた（笑）。

ＧＭ：「ああ。名高きＲＥＤ海賊団を吊るせる場を作ってくれたムノー提てい督とくとクロムウェルの旦だん那なには、ホントに感謝してもしたりねえよ。ひゃひゃひゃ！」




　笑いながらも、鮮あざやかな手つきで縄を結び上げる処刑人。

　かくして三つの縄が並んだ。

　準じゆん備び万ばん端たん。

　あとは、ＲＥＤたちの足元の戸と板いたが外れれば、揃そろって仲良くあの世行きだ。




ゼニーナ：ＲＥＤぉー。ちょっとなんとかしなさいよー！

ＲＥＤ：って言われてもなぁ。

ＧＭ：「無駄無駄！　キャプテンＲＥＤの旅は、ここで終わるのさ。さて、最後に坊さんがありがたい話をしてくれるから、潔いさぎよく───」

ＲＥＤ：……はははははっ！

ＧＭ：「な、何がおかしい？」

ＲＥＤ：馬ば鹿か言っちゃいけねえよ。オレの冒険はまだ終わりゃしねぇぜ？　だから、坊さんは間に合ってる。

ＧＭ：「ぬかしやがれ。せいぜい、あの水平線を見ながら、そのままあの世に船出しな！」




　キャプテンＲＥＤ、絶体絶命。

　固かた唾ずを飲んで見守る観衆たちも、ＲＥＤの最期を疑うたがってはいなかった。

　死。

　かの海賊ＲＥＤが、死ぬのだ。

〝どんなに自由を謳うたおうと、ヴァンスター帝国に逆らえば、最後はみじめな絞首台〟

　それは、あまりにも明白な、敗北の姿であった……。







◆Opening02◆海賊たちの挽歌




　その日、ドゥルガーラの街は、大だい混こん乱らんの最さ中なかにありました。

　ヴァンスター海軍が、突とつ如じよ、大たい挙きよして押し寄せてきたんです！

　でも、一体なぜ……!?




ＧＭ：はーい、ではオープニング２。時間を遡さかのぼって、前回のエンディング直後と思ってくれ。舞台はドゥルガーラのトルバイン商会。ＰＣは全員登場。

一同：はーい。

ラクレ：いきなり、ヴァンスター帝国の海軍が、街に攻め寄せてきたんですよね？

ＧＭ：うん。大量の兵士が動員されており、例のワルゲス・ムノー提督の名の下に、あらゆる物資や船が徴ちよう発はつされていく。海賊も、まっとうな商会も、おかまいなしだ。

ラクレ：ありゃりゃ～。

ネヴィン：海賊はまだわかるとして、普通の商会までもが狙われてるのか。

ＲＥＤ：解せねぇな。ドゥルガーラは、自治傾向が強いとはいえ、ヴァンスター領のはずだろ？　なんで自分のシマを荒らしにきてるんだ？

ＧＭ：その疑問はもっともだが、今は答える者はない。




　トルバイン商会の窓から見えるだけでも、降りしきる雨の中、数多くの海賊が囚われ、港では船が接収されていきます。

　そのとき、わたしは大事なことに思い至りました。

　ピジョンブラッド！




ラクレ：ＲＥＤ！　このままじゃ、港のピジョンブラッドが危ないです！

ＲＥＤ：ああ。うかうかしてられねぇ。大事な家をとられちゃたまらねぇ！　ダッシュで港に向かうぜ。

ラクレ：はいっ！




　わたしは、とても心配でした。

　ピジョンブラッドに何かがあったら。

　もし、ピジョンブラッドを失ってしまったら。

　わたしは───




ＧＭ：だが、商会の建物を出た君たちは、扉の前に控ひかえていた兵士たちに出くわす。全員、完全武装で、完全に臨りん戦せん態たい勢せいにある。

ＲＥＤ：……実力で押し通れってか。

ネヴィン：ヴァンスター海軍か。まぁ、相手にとって不足はないな。

ラクレ：まったく怯みませんね、ＲＥＤとネヴィンさん（笑）。

ゼニーナ：好戦的な仲間も、こういうときは頼もしいのだわ。

ＧＭ：おっと。君たちが戦いのかまえを見せると、「くっはっは、待ちたまえ待ちたまえＲＥＤ海賊団の諸君！」と、小太りのいかにも無能そうな中年将校が現れる。




　派は手で派は手でしい鎧よろいを着込んだ、太り気味のおじさんでした。

　四十歳くらいかな？

　頬のお肉はだらしなく緩んでて、いかにも「戦場に出たことはない！」って感じです。

　けれど、サーコートには、輝かしいヴァンスター海軍の提督徽き章しようが輝いています。




一同：ムノー提督！（笑）

ＲＥＤ：出てきた瞬間にわかったぜ。

ＧＭ：「我わが輩はいはワルゲス・ムノー。諸しよ君くんら海の鼠そ族ぞくを打ち滅ほろぼす任を帯おびた、高貴なる海軍提督である。……まぁ、疲れるだけだから降伏したまえ」

ＲＥＤ：おいおい。ちょいとばかり数を揃えたからって、もう勝ったつもりか？　それに、こりゃあどういう有あり様さまだよ。ここはあんたらの国のシマだろ？

ＧＭ：「今は少しでも多くの船が必要なのだよ。……ま、それはともかく、君たちには捕まってもらわねばならんわけだ。……そして、精霊の海図を寄よ越こしなさい」

一同：!!

ＲＥＤ：やれやれ。なにやら只ただ者ものじゃない……いや、クロムウェルとやらに何かを吹きこまれたな、あんた？

ＧＭ：「勘違いするな！　我輩が奴を使っているのだよ。……ええい、下賎な連中とは会話もしたくない。おい、さっさとあやつを連れてこい」

一同：…………？

ＧＭ：兵士たちが、背後からひっ立てて来たのは、縄で戒めを受けたライラ・トルバイン。

ＲＥＤ：げ！




　わたしたちの後援者、ライラ・トルバインさんでした。

　首には、兵士たちが剣を突きつけています。

　つまり、この場での彼女の役割は……人質。




ＧＭ：「海賊と繋つながっている疑いが濃厚な女でな。口を割ろうとはしないが……んー、その海賊が妙な動きをしたら、うっかり、剣が刺さってしまうかもしれんなぁ……」

ラクレ：ぐぐぐ……！

ＧＭ：ルール的には、君たちが妙な素振りを見せたら、ただちにエキストラであるライラは殺害されるものとする。

ゼニーナ：げ、外道ぉ[image: ][image: ]！

ＲＥＤ：……ふぅ。そういうことかい。

ネヴィン：ライラはどんな様子だ？

ＧＭ：憔しよう悴すいしてるね。乱暴には扱われていないようだけど、精神的に疲ひ弊へいしている様子だ。そして、ＲＥＤたちには、申し訳なさそうな表情を向ける。

一同：…………。

ＧＭ：「いくら尋問しても、彼女は、諸君らの海賊行為に関する証拠を提出してくれん。海賊の肩を持つ非協力的な市民には、反逆罪を適用しての極刑もありうるなぁ」

ＲＥＤ：てめぇ……！

ゼニーナ：いくらなんでも無茶苦茶なのだわ！　ヴァンスター帝国らしいやり口だニャ！

ＧＭ：するとムノーは、「いやいや、君ぃ。帝国といえどここまでは……い、いや、なんでもない」という反応。

ゼニーナ：うん？

ラクレ：超怪しい（笑）。

ＧＭ：「もちろん、無実の市民を処刑するわけにもいかん。ああ、ここで迷惑な海賊くんが投降してくれればなぁぁぁ」

一同：くっ…………。

ＲＥＤ：短剣を捨てて、両手を挙げる。オレは、そんな女ライラは見たことも聞いたこともない。オレは降参するから、無関係の女を巻き込むな。

ネヴィン：……ＲＥＤがそう出るなら、私だけが暴れるわけにもいかんな。

ゼニーナ：ぐぬぬ～。地団駄踏むけど……ここはどうしようもないのだわ。……ムノー！　あんたって本当に最低の屑くずなのだわ！




　ひとり、またひとりと武装解除されていきます。

　そのとき、背後からわたしの服の袖そでを引く人がいました。




ラクレ：えと、振り返ります。

ＧＭ：そこには、物陰に隠れたドクがいる。静かにという仕草をしている。

ラクレ：え？　え？

ＧＭ：（小声で）「あんたは、奴らの注意を引いとらん。逃げるぞ」

ラクレ：そんな、わたしだけなんて……！

ＲＥＤ：ＧＭ、それに気づいていいか？

ＧＭ：ああ。

ＲＥＤ：じゃあ、ドクにウィンクして、「頼んだぜ」とアイコンタクトを。

ＧＭ：なら、ドクはこくりと頷く。

ラクレ：ＲＥＤ……！

ＧＭ：「……すまん！」ドクは、特製の麻ま酔すい薬を君に嗅かがせ、気絶させる。

ラクレ：あうっ！




　気が遠くなっていきます。

　ＲＥＤの背中も……遠くに……。

　わたしは───







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆陸おかに上げられた海賊




　地下牢獄。

　暗く、寒く、不快な場所だ。

　ＲＥＤたちがそこに押し込められてから、およそ半日が経過しようとしていた。




ＧＭ：はい、それではミドル最初のシーンではＲＥＤたちの様子を描くよ。

ＲＥＤ：はいよ。拷ごう問もんでもされるのかねぇ。

ＧＭ：いや。武具一式と、精霊の海図を取り上げられ、三人まとめて石牢に放り込まれ、あとは不思議なくらい放置されてる。

ゼニーナ：ありがたいような、却って不安なような。

ＧＭ：牢屋は地下で窓もないので、外の様子は不明。体感では、半日くらい経過したところかな。ヴァンスター帝国謹きん製せいの魔術が施されており、脱獄は無理そうだ。

ＲＥＤ：やーれやれ。寝てるしかないか。

ゼニーナ：何を悠長な。でも、同意するほかないのだわ。ネヴィンは～？

ネヴィン：銃もない、酒も飯もない。なら、私のすることはない。

ゼニーナ：だよねぇ……。

ＧＭ：じりじりと時間だけが過ぎていく。だがあるとき、通路に明かりがともされ、複数の足音が近づいてくる。

ＲＥＤ：ムノーかな？

ＧＭ：正解。鉄格子の向こうに姿を表すのは、ムノーと護衛の一団。そして、身なりの良い、痩身長躯の男性。物静かだが、どこか近寄りがたい雰囲気を醸し出している。

一同：おお？

ＧＭ：まず口を開くのはムノー提督。「いやー、君たちが持っていた海図は三つとも本物だったな。ご苦労ご苦労、実にご苦労！」

ＲＥＤ：……やはり、ヴァンスターが海図を集めていたわけかい。

ＧＭ：「ヴァンスター？　むふふ、いや、むしろ、我わが輩はいが集めていたというべきかな！　我輩こそが〝禁断の島〟に至るためにな！」

ネヴィン：あっ。なんだかこいつが反逆者の予感（笑）。

ＧＭ：口ぶりからは、確かに、帝国上層部を軽んじている様子だね。

ＲＥＤ：なーるほど。これは、本国の与あずかり知らぬことってわけかい？

ＧＭ：「報告するまでもなかろう。なぁ、クロムウェル」と、ムノーは背後にいた男に話しかける。彼こそが、ウォルター・クロムウェル。クロムウェル商会の主だ。

ゼニーナ：ＢＬＵＥの雇い主なのだわ！

ＲＥＤ：あー。この計画の絵図面を描いた張本人ってわけか。

ＧＭ：クロムウェルは淡々と、「閣下こそ、禁断の島へ至るに相応しい力量をお持ちの方。さぁ、この者たちから残る情報を聞き出す仕事は私にお任せあれ。閣下は、出港準備を」

ゼニーナ：ムノーの操られ感たるや（笑）。

ラクレ：（真面目な顔で）プロの技ですね。操られ師。

ゼニーナ：次に出るときは、死ぬ時に思えるのだわ。出番は少ないけれど、印象的な操られが光る職人なのだわ。

ネヴィン：どんな職人だ（笑）。

ＧＭ：ムノーは「うむ、そのような下賎な仕事はお前に任せる！　さて、我輩は勇ましく新天地へ至る準備をするかな！　新月の夜が楽しみだ！」と去っていく。

ＲＥＤ：新月の夜……？




　ムノーと護衛が去って、その場には静寂が戻った。

　明かりに照らされたクロムウェルの顔は超ちよう然ぜんとしており、見る者にどこか人間離れした印象を与える。

　ウォルター・クロムウェル。

　帝国官僚にして、クロムウェル商会の主。

　だが、その経歴には不明な点が多い……。




一同：…………。

ＧＭ：ややあって、クロムウェルは口を開く。「ご苦労だったね、ＲＥＤ。ＢＬＵＥではなく、君を雇うべきだったかな？」

ＲＥＤ：いやぁ……これは直感だが、きっと、オレとあんたは、どうしようもなく反りが合わねぇんじゃねぇかな。

ＧＭ：「ほう？　これでも気前は良いほうだと自認しているのだがね」

ＲＥＤ：だから、ただの勘さ。……で、これから何をするってんだ？　残る情報を聞き出すとか言ってたが。

ＧＭ：クロムウェルは涼しい顔で、「……いや、聞きたいことは特にないな。ただ、褒ほう美びをやろうと思ってね。精霊の海図を集めてくれたことへの、真実という褒美を」

一同：…………？

ＧＭ：クロムウェルは、口元に酷こく薄はくな笑みを浮かべ……そして、異変が起こる。




　魔力で作られた照明が揺らぎ、消えた。

　闇の中、クロムウェルの双眸があるべき位置には……禍まが々まがしい赤光が輝いていた。

　それは、人ならぬ者の証。

　すなわち……魔族。




一同：魔族か！

ゼニーナ：人間が邪悪化した妖魔ではなく、生粋の魔族になったってことかー。

ＧＭ：「諸君ら人間には、本当に感謝しているよ。我に施された封印を解き放ったのが人間ムノーならば、精霊の海図をもたらしたのも人間ＲＥＤ……」

ＲＥＤ：てめぇ……人じゃなかったってわけかい。

ＧＭ：「七海邪最強の船〝傲ごう慢まんの船〟インディマ。禁断の島を探し求めるうちに邪神と契約し、己を魔族へと転生させた王子の成れの果てだ」

一同：おおっ!?

ラクレ：魔族、魔族……あ、そっか。前回、ＢＬＵＥさんが持っていた護符って、この人が作ったんですね？

ＧＭ：うん、その通り。彼自身の肉体から分け与えた魔力の結晶だ。ラクレがこの場にいれば、即座に気づけただろうね。

ゼニーナ：こいつ自身が、七海邪？　契約者じゃなくて？

ＧＭ：うん。とある海域で封印されていたところを、偶然見つけたムノーによって解放されたそうだ。つまり、ムノーのほうが契約者。

ＲＥＤ：え、あのおっさん、只のエキストラじゃなかったのか。

ＧＭ：見るからに傀かい儡らいだけどね（笑）。「当時のムノーは、それなりの爵位と分不相応の野心はある男だった。解放の礼にあれこれと望みを叶えてやったが……」と、不意に苦笑する。

ＲＥＤ：ほう？　何がおかしい？

ＧＭ：「人間の欲の限りなさが面白くてな。ムノーの奴は、〝傲慢〟にも、己こそが禁断の島に辿り着き、この世の覇者たらんと思い上がっている。とんだ道化だな。はっはっは」

ラクレ：この人……っ！　悔しいなぁ、わたしはその場にいないから、何も言ってやることができません。

ネヴィン：……そこで口を挟もうか。だが、そうするように炊きつけたのは、ほかならぬお前なのだろう？

ＧＭ：「七海邪の契約者は、主たる船の司る領域に影響されてゆくのだよ。もっとも、波長が近いからこそ、契約者たりえるのだがね」




　クロムウェルは笑った。

　心底、愉快そうな顔だ。

　それは、己以外を見下す者のみに可能な、傲慢なる嘲笑にほかならない。




ＧＭ：「これより私は出航し、新月の夜を待って〝禁断の島〟へと至る。……ここまで話したのは、頑張ってくれた君たちへの褒美だよ」

ゼニーナ：海図はもう全部集めたってこと？

ＧＭ：「君たちがやったように、私もまた、ＢＬＵＥなどに命じて集めていたのだよ。ほかの七海邪を倒すことなど、最強たる私にとっては造作も無い」

一同：なるほどー。

ゼニーナ：ＢＬＵＥの奴、ちゃんと役に立ってたのだわ（笑）。

ＧＭ：「彼は十分に有能だったよ。ＲＥＤ海賊団には及ばなかったようだが……。だが少なくとも、その嗅覚は抜群だな。ここしばらくは連絡を絶ち、姿を消しているようだ」

ＲＥＤ：ああ、奴のことも始末する気だったのか。……「狡こう兎と死して走そう狗く煮にらる」ってぇ奴だな。

ＧＭ：「そういうことだ。では、あとの処刑は、残した連中に任せるとしよう。処刑台からの眺め、存分に味わってくれたまえ。ああ、そうそう。キャプテンＲＥＤ」

ＲＥＤ：なんだ？

ＧＭ：「実は、君と私は初対面ではないのだよ」

ＲＥＤ：へぇ。あんたみたいな胸糞悪い怪物、一度会ったら忘れないと思うけどな。

ＧＭ：ほら、一巻の最初で、ＲＥＤが最初に負けた七海邪いるでしょ？　あれがこいつ。

一同：ああっ！

ラクレ：いましたいました！

ＲＥＤ：謎の無敵エネミーだったな。お蔭で、元々の船をぶっ壊された。

ＧＭ：「あれは純粋な遭遇戦だったが……ふむ、あそこで戯れに叩き潰した相手が、大事な海図を持ってきてくれたのだから……運命とは不思議なものだね」

ＲＥＤ：そうだな、まったく不思議さ。あれがなきゃ、オレたちはラクレにも会えなかったかもしれねぇ。

ＧＭ：「とはいえ、その運命も、もうすぐ終わる。諸君らに用意した絞こう首しゆ台だい、存分に楽しんでくれたまえ。」

ゼニーナ：くきー、ムカツクー！

ＲＥＤ：……最後に聞きたい。オレたちの船はどうした？　沈めたか？

ＧＭ：「忌いま々いましい船だが、もはやどうでもいい。封印を施して、朽ちるに任せることにするよ。船主の小娘も、君らを見捨てて逃げたようだしな」

ＲＥＤ：そうかい。

ＧＭ：「では、さらばだ」そして、クロムウェルは去ってゆく。




　そして再び、沈黙の帳が降りた。

　ややあって、ＲＥＤが口を開いた。




ＲＥＤ：ゼニーナ。ネヴィン。ラクレは無事のようだぜ。ドクは上手くやってくれたらしい。

ネヴィン：そうか。上手く逃げられるといいな。

ゼニーナ：え～、助けに来て欲しいのだわ～。あ、でも、船がないんじゃ……ダメ、か。

ネヴィン：私は、正直なところ船のないラクレには無理なんじゃないかなと思っているので、肩をすくめるだけで黙ってる。

ゼニーナ：わらわからも、「関係」が「庇護」だからニャあ……。助けの手は期待せずに、逃げてくれればいいとは思っているかニャー。

ラクレ：ですよねー。

ＲＥＤ：さて、どうだかね。オレの見たところ、あの子は、船があろうとなかろうと、転んでもタダじゃ起きないように思えるがな。

ゼニーナ：ＲＥＤともあろう者が、子供に助けてもらうのを期待してるだけぇ？

ＲＥＤ：期待っつーか……確信だな。

ネヴィン＆ゼニーナ：確信？

ＲＥＤ：オレの海賊団には、頼りにならねぇ奴はひとりもいねぇってな。イイ男が勘で選んだ〝仲間〟には、十にひとつの間違いもないぜ。

ゼニーナ：……じゃあ、これも聞いておくのだわ。ＲＥＤ、あんたのその勘が外れたら、どうするつもり？

ＲＥＤ：ここはニヤッと笑って答えよう。そんときゃ、口笛吹いてあの世に行くさぁ！







◆Middle02◆たったひとりの海賊団




　翌朝。

　わたしは、ドクさんに連れられ、ドゥルガーラの外はずれの廃はい屋おくに潜ひそんでいました。

　なんでも、「いいツテがある」のだそうです。




ＧＭ：次のシーンは、ラクレだけが登場可能。君は、ほどなくして廃屋にて目を覚ます。ドクがツテを辿って用意した隠れ家だ。今のところ、追手の影はない。

ラクレ：目を覚まして、しばらくきょろきょろして状況を理解してから、静かに訊ねます。……ドク、ＲＥＤたちは？

ＧＭ：「捕まっちまったよ。なんでも、近く、公開処刑が行なわれるらしい……」

ラクレ：…………。ピジョンブラッドは？

ＧＭ：「ヴァンスター海軍がどこぞに曳えい航こうしていった。見当もつかん」

ラクレ：……そっか……。




　どれも、予想できていたことでした。

　みんなは捕まり、船は奪われ、わたしだけが逃がしてもらって……。

　わたしだけ。

　わたしが、子供だから？

　それとも……それとも、もしかして……。




ＧＭ：「わしも危ないじゃろうが、お前さんは別だ。官憲はお前さんのことはノーマークみたいじゃし、今なら逃げられるだろうて」

ラクレ：ドクはどうするの？

ＧＭ：「一緒に動くと注意を引きかねん。ひっひっひ、わしはわしで、勝手にツテを辿って逃げるとするよ。余裕余裕。だから、お前さんも、うん、逃げるといい」




　嘘です。

　いつもは小こ狡ずるそうにしてるけど、この人だってＲＥＤ海賊団の一員。

　わたしを逃がすため、自分が囮おとりになるつもりなのがバレバレです。

　涙なみだが溢あふれてしまいそうだけど、まだ、泣いてる場合じゃありません。




ラクレ：うん、そのことなんだけどね、ドク。わたし、助けに行こうと思ってるんだ。

ＧＭ：ドクは、最初、言葉の意味を理解できないという表情できょとんとする。そして、顔を真っ赤にして怒り始める。「バカを言うな！　ＲＥＤが逃がしてくれたんじゃぞ!?」

ラクレ：うん、それはよくわかってる。けど、けどね。ちょっとだけ、信じたいんだ。

ＧＭ：「信じる？」

ラクレ：ＲＥＤがわたしを逃がしてくれたのは、わたしがみんなを助けられると思っていたからだって。あの人がわたしを信じてくれてるって……信じたいの。

ＲＥＤ：…………。

ＧＭ：「あのな、わしは見ての通りの老いぼれじゃし、お前さんは……船もない、ただの小娘じゃ」

ラクレ：うん、わかってるよ。今のわたしには、魔法も使えない。

ＧＭ：「不可能にも程がある。ＲＥＤはそんな無む謀ぼうな賭かけをするような男では───」と、言いかけたところで、あれって顔になる。「無謀な賭けをする男じゃった、な……」（笑）

ＲＥＤ：まぁな！（ニヤッと笑う）

ラクレ：でしょ？

ＧＭ：「ううむ……」と、ドクは口くち籠ごもってしまって、何も言えなくなる。

ラクレ：ええと、ＧＭ。わたし、ここでやりたいことがあるんです。

ＧＭ：ほう、何かな？

ラクレ：ＢＬＵＥさんに渡りをつけられますか？

ＧＭ：ＢＬＵＥに？

ラクレ：はい。ほら、前の話で、ひとつ借りができたからいつか返すって言ってくれてたじゃないですか。

ＲＥＤ：確かにそうだったな。

ＧＭ：ふーむ。応える義ぎ理りはあるな。連絡はどうする？

ラクレ：うーん……。

ゼニーナ：ＢＬＵＥのワイバーンを呼ぶ笛を、実はもらっていたとか（笑）。

ＧＭ：ああ、それはいいな。じゃあ、それで行こう。その笛は、今もラクレの懐にある。

ラクレ：わーい。それじゃあ、廃屋の外に出て、笛を吹きます。




　外に出てみると、そこは郊外の納屋だったことがわかりました。

　地元の漁師さんが、道具置き場にでも使っていたのでしょう。

　わたしは息を大きく吸い込み……そして笛を鳴らしました。




ＧＭ：では、しばらく待っていると、風を切ってワイバーンがやって来る。背にはＢＬＵＥとエリスが乗っている。

ラクレ：すっかりコンビになっちゃって！（笑）

ＧＭ：ＢＬＵＥは挨拶なしに、ズバッと切り出す。「状況はだいたい知ってる。逃げるために足が必要なんだろ？　さっさと乗ってくれ。俺も長なが居いはしたくない」

ラクレ：うん、そのことなんですけど……。

ＧＭ：「ああ、金は要らねぇよ。借りを返すだけだからな。大陸本土の適当な街で降ろしてやるよ」

ラクレ：ううん、違うんです。わたしと一緒に、ＲＥＤたちを助けに行って欲しいんです。

ＧＭ：「……は？」

ラクレ：わたしと、一緒に、ＲＥＤたちを、助けて。

ＧＭ：「おいおいおいおい、オレの聞き間違いか？」ドクに向かって、「この嬢ちゃん、頭打ったりしたか？」と尋ねると、ドクは「本気らしい……」と答える。

ラクレ：こっちは大真面目な顔をしてますよ。

ＧＭ：「相手はヴァンスター帝国軍だぜ？」

ラクレ：はい。……ねぇ、ＢＬＵＥさん。あなたはＲＥＤのライバルなんでしょう？

ＧＭ：「ライバルゥ～？　はん、気に入らねぇだけだ。あいつは、俺が仕留める」

ラクレ：じゃあ、それはもう叶いませんね。だって、もうすぐＲＥＤたちは処刑されてしまうんだもの。

ＧＭ：ＢＬＵＥは不快そうに眉をひそめる。

ラクレ：……無理なら、いいんです。これは元々、わたしがＲＥＤから託された仕事だもの。ひとりでだって、やり遂げます。

ＧＭ：「ＲＥＤから託された、だと？」

ラクレ：はい。外に逃げたわたしが、みんなを助けに行くって作戦なんです。

ＧＭ：「はっはっは！　作戦？　奴がお前みたいなガキを頼りにするってか？　そんな危険なことをやってくれと？　冗談キツイぜ！」

ラクレ：……危険なのは、これまでの戦いも一緒です。

ＧＭ：「ふん？」

ラクレ：でも、ＲＥＤはいつだって、逃げろとか、隠れてろなんて言わなかった。わたしを、一緒に戦う仲間だと認めてくれてた！




　思い返せば、いつだってそうでした。

　あの人は、危ない時には守ってくれるけど、子供扱いだけはしないでいてくれました。

　だから、思ったんです。

　わたしひとりを逃がしたことそのものが、あの人の作戦なんじゃないかって。




一同：おおっ！

ＧＭ：……なるほど。

ラクレ：だから、わたしはやるよ。

ＧＭ：君の決意の秘められた目をじっとみつめ、ＢＬＵＥは問う。「……勘かん違ちがいかもしれねぇのに、死にに行くってのか？　イカレてるぜ、お前」

ラクレ：イカレてなきゃ、この年で自分から好き好んで海賊になったりしませんよ。それにもう、自分で考え、自分で決めたことです。

ＧＭ：「ご自慢の船は？」

ラクレ：ありません。だからまず、船を取り返します。




　たとえ自分が頼る武器を失っても、前に進もうとする人に出会いました。

　考えてみれば、わたしが出会ったのは、そんな勇気を持つ人たちばかり。

　そもそも、母さんからしてそういう人だったんです。

　わたしだって、負けてられません。




ラクレ：ここで仲間を、夢を諦めるわけにはいきません。だってわたしは、ＲＥＤ海賊団なんですから！

一同：おおお～！

ＧＭ：長い沈黙の後、ＢＬＵＥは溜息をつく。「おい、爺さん。ＲＥＤの野郎は、子供にどんな教育してるんだ？」それに対し、「知らんよ。そもそもその子は、ルビィの娘じゃ。じゃから、無茶と無謀と頑固は……血なんじゃろ」と苦笑いするドク。

ラクレ：…………。

ＧＭ：やれやれと苦笑した後、ＢＬＵＥはワイバーンを指で示す。「烈風に乗りな。お望みどおり、手伝ってやんよ」

ラクレ：…………！　ありがとうございます！

ＧＭ：「借りを返すだけだ。お前やＲＥＤの野郎のためじゃねぇ」

ラクレ：はい！　でも、ありがとう！




　こうして、ＢＬＵＥさんたちと即席のチームを結成しました。

　待っててね、ＲＥＤ。

　必ず助けるから！







◆Middle03◆ラクレ、奮ふん闘とう




　そしてラクレたちは行動を開始した。

　ＲＥＤたちの処刑は、三日後の正午。

　……一刻の猶ゆう予よもない。




ＧＭ：ではここで、ラクレがＲＥＤたちを助けるためのＦＳ判定をしてもらおう。

一同：来たー！

ＲＥＤ：やっぱ、参加できるのはラクレだけか（笑）。

ＧＭ：うん。しかも、メイジ、ソーサラー、サモナーのスキルは使用不可という状況だ。条件はこのような感じだ。




★名称：ＲＥＤたちを救出せよ！　制限人数：ひとり

　制限ラウンド：３　　　　　　　進行値：７

　判定：【精神】【幸運】　　　　難易度：15




ＧＭ：大まかに分けて、「ピジョンブラッドの居場所を探る」「潜せん入にゆうしてピジョンブラッドを取り戻す」「ＲＥＤたちを助け出す」の三段階だ。

ラクレ：……あの、一般スキルや、セージのスキルは使えるんでしょうか？

ＧＭ：うん、使えるよ。セージスキルは、ピジョンブラッド不在によるペナルティの適用範囲外と設定しておいた。

ラクレ：やった！　取ってて良かった《トリビアリスト》！




《トリビアリスト》

　セージのスキル。１シーンに一回だけ、任にん意いの判定を【知力】判定で代用できる。

【知力】の高いラクレにとっては、実に有ゆう用よう性せいの高いスキルといえよう。




ゼニーナ：これでなんとかなりそうなのだわ！

ネヴィン：ただ、ラクレひとりしかいないから、ダイス目事故が起こった場合のフォローができないな……。

ラクレ：そこは、なんとか頑張ります。フェイトもあるし。

ＧＭ：また、ドクとＢＬＵＥがそれぞれ支援してくれる。判定達成値に、ドクを使うと＋１、ＢＬＵＥを使うと＋２の修正を得ることができる。

一同：おお～。

ラクレ：ふたりとも素敵！

ＧＭ：これはそれぞれ一回ずつしか使用できない。ふたりまとめて＋３という使い方もできるよ。よく考えて使ってね。

ラクレ：はーい。

ＲＥＤ：ラクレ、頑張れよ！

ゼニーナ：期待してるのだわ。

ネヴィン：私もだ。

ラクレ：任せて！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではまず最初に、ピジョンブラッドが隠されている場所を探ってくれ。【精神】【幸運】で難易度15。判定前に一万Ｇ支払うごとに、協力者の手引きで達成値＋１（最大＋３）。

ラクレ：お金……わたしが持ってるって扱いでいいんでしょうか？

ＧＭ：ああ。航海日誌と一緒に、それだけは持っているということで。

ゼニーナ：真面目なのを信用して、わらわが経理を任せていたのだわ、きっと（笑）。

ラクレ：（即断して）では三万払います。どーん！

一同：うおっ!?

ゼニーナ：迷わず放出したのだわ！

ラクレ：はした金をケチってる場合じゃないですから。ええと、ＲＥＤが行きつけだった酒場に堂々と乗り込んで、船乗りの皆さんに声をかけます。

ＧＭ：お、そりゃあいい演出だな。それじゃあ───




　ムノー提督の弾だん圧あつにより、酒場は火が消えたようだった。

　度ど胸きようが自慢の荒あらくれどもがすっかり縮こまり、船乗りの誇りをなくしてしまっているのだ。

　そこへ、ラクレがやってきた。




ラクレ：皆さん！　わたしはキャプテンＲＥＤを助け出します！　皆さんに勇気があるのなら、どうか手伝ってください！

ネヴィン：「金なら払うぞー」と、ドクがテーブルの上に三万枚の金貨をドザーッと。

ＧＭ：船乗りたちは、目を丸くして見ているね。

ラクレ：深しん呼こ吸きゆうして、精せい一いつ杯ぱいの度胸を振り絞ります。こ、この島の船乗りは腰抜けだらけじゃないと、わたしは信じています！　だから、お願い！




　しばしの沈黙。

　そして。

「……俺、ＲＥＤに海で命救われたことあんだよな」

「ポーカーの負け分、貸したままだったなぁ」

「ＲＥＤの野郎はどうでもいいが、可愛い娘がおれら船乗りを頼ってくれてるんだ。これで逃げたら嗤われらぁ！」

　ひとり、またひとりと立ち上がってゆく。




ラクレ：やった……！

ＧＭ：ドゥルガーラの船乗りや、住人たちがＲＥＤ海賊団のために勇気を振り絞って動き始める。では、判定をしてくれ。

ラクレ：フェイトを１点使いますね。３Ｄ＋８＋３で、（ダイスを振る）達成値24！

一同：おおー！

ＧＭ：おお、いきなり進行値＋４！　では、みんなが一丸となって調査や情報伝達を行ない、ピジョンブラッドの隠し場所が判明した。

ＲＥＤ：おおっ、順調順調！

ラクレ：どこです？

ＧＭ：ドゥルガーラ沖おき合あいの小島を改造した、ヴァンスター帝国の軍事用ドックのひとつだ。魔術的封印を施され、厳重な警備の下に保管されている。

ラクレ：みなさん、ありがとう！




　丁てい寧ねいな礼を述べた後、身を翻ひるがえして〝烈風〟の背に飛び乗るラクレ。

　風よりも速く飛び立っていくさまを見守るのは、ドゥルガーラの住人たち。

「……いい子だな。顔も頭も、度胸も大したもんだ」

「ああ。ありゃあ将来、すげぇ船乗りになるかもしれねぇぞ」

「わかる。あの伝説の───」

　人々が想起した人物の名は、キャプテン・ルビィ。

　ラクレの母にして、伝説の女海賊である。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは２ラウンド目。ピジョンブラッド奪だつ還かん作戦だ。

ラクレ：気合入れていきます！

ＧＭ：ここからは判定が難易度18の危険感知になる。ヴァンスター海軍の衛兵が厳重な警備を行ない、トラップも仕掛けられているためだ。判定失敗の度に［ＨＰ・ＭＰロス］30点！

ネヴィン：それは危険だな。

ラクレ：でも、行くしかありません。危険感知はもちろん苦手ですけど……《トリビアリスト》を使って知恵と勇気で切り抜けます！　そして、ＢＬＵＥとドク！

ＧＭ：お、ふたりの効果をここでまとめて使うんだね。了解。「俺が派手にカチこむから、その隙に潜り込め。爺さんは、薬で煙幕でも焚いてくれ」「はいよ～」

ラクレ：ありがとう、ふたりとも。じゃあ……行くよ！　待ってて、ピジョンブラッド！




　飛竜の咆ほう哮こうが、ドックの扉を粉々に粉ふん砕さいする！

　駆け込んだ狼おおかみは左右の銃を乱射し、老船医は特殊な調合を施した薬剤を投げつけ、ドック内部を煙幕で包み込む。




ＧＭ：ふたりは揃って「「行きな！」」と叫ぶ。

ラクレ：今度、お酒奢りますから！

ＲＥＤ：ＢＬＵＥもドクも死亡フラグを立てまくってないか（笑）。

ラクレ：そんなことになる前に決着をつけます！　（ダイスを振る）達成値28！

一同：おおお～！（拍手）

ＧＭ：すごいな……これで進行値＋４。一気にＦＳ判定クリアだ！

一同：よしっ！

ＧＭ：ラクレは、その知性の冴えと、これまで培ってきた経験で、一気にピジョンブラッドにまで辿り着く。そして、流れるようにコマンドワードを唱え、己の半身たる船を起動！

ラクレ：ただいま、ピジョンブラッド！

ＧＭ：「おやラクレ。お帰りなさいませ！」

ラクレ：うん、無事でよかった！　……じゃあ、早速だけど出航できる？

ＧＭ：「もちろんですとも」

ラクレ：じゃあ、行こう！　ＲＥＤたちを助けに！




　ピジョンブラッドは、魔術砲撃を開始した。

　ドック内は大混乱に陥り、ヴァンスターの兵士たちはたまらず逃げ出してゆく。




ＧＭ：では、それを見届けたＢＬＵＥが「目的は果たせたようだな！　じゃあ、あばよ！」とワイバーンで飛び去ってゆく。去り際、甲板にドクを落としていく。

ラクレ：ありがとう、ＢＬＵＥさん！　そして、ドク！　怪我はない？

ＧＭ：「なんとかな。いやーしかし……すまんかった！」

ラクレ：何が？

ＧＭ：「これまではあんたのことは、ただの世間知らずの船主だと思うとった。けれど、あんたは立派な船乗り……キャプテンの器じゃよ！」

ラクレ：（にこりと笑って）まだまだ！　ＲＥＤや母さんルビイの背中は遠いよ！　けど、いつか追いつき、追い越してみせるよ！




　ラクレの笑み。

　優しさだけではない。

　いつの間にか、海の激しさ強さも兼ね備えるようになっていた。




ラクレ：ピジョンブラッド、出航！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、この勢いのまま、ＲＥＤたちの救出まで描いてしまおう。

一同：おうっ！

ＧＭ：では、ここで冒頭のシーンに戻るわけだ。

ＲＥＤ：うんうん、処刑直前に滑り込みセーフで助けに来るってわけだな！

ＧＭ：そういうこと。このシーンはやりたかった！（笑）

ラクレ：もう、超いい気になって登場しますよ！

ＧＭ：ＯＫＯＫ！　では、場所は再び、ドゥルガーラの港に面した広場。




　高い高い絞首台から、ＲＥＤは海を見ていた。

　首には縄がかけられている。

　キャプテンＲＥＤ、絶体絶命。

　固唾を飲んで見守る観衆も、ＲＥＤの最期を疑ってはいなかった。

　死。

　死？

　莫ば迦かを言え、そんなものが今であるはずがない。

　ＲＥＤの確信は、一隻の船の登場によって現実のものとなる。




ラクレ：では、遠方からの魔術砲撃を行なって、縄を繋つなぎ止めてある台を破壊します！

ＧＭ：了解。さぁいよいよ死刑執行……というタイミングで、突如、処刑台の各部が破壊され、ＲＥＤたちの首の縄は弾はじけ飛とぶ！

ゼニーナ：こ、これは！

ネヴィン：……今の音は銃じゃないな。魔法だ。

ラクレ：みんなー、助けに来たよーっ！（ぶんぶんと手を振る）　混乱さえ起こせればいいんで、軍船や処刑台にドカドカ打ち込みます。人には当たらないように。

ＧＭ：刑けい場じようは大混乱だな。残されていたヴァンスターの船は少なく、ピジョンブラッドに敵う者はいないな。瞬く間に制圧し、悠ゆう々ゆうと入港することができる。

ＲＥＤ：じゃあ、さっさと麗うるわしき我が家に戻るとするか！

ゼニーナ＆ネヴィン：おう！




　ピジョンブラッドは、ＲＥＤたちを収容した。

　かくて、海賊団は再び本来の姿を取り戻したのだ。




ラクレ：ＲＥＤに飛びつきます。お帰りなさい！

ＲＥＤ：ありがとうよ。作戦は大成功だな！

ラクレ：やっぱり！　よかった、信じてくれていた……。




　抑えていた涙が、ラクレの双眸より零れ落ちる。

　悲しいのではない。

　ただただ、嬉しいのだ。




ゼニーナ：ありがとう、ラクレ。……ごめんなさいなのだわ～。

ラクレ：え？

ゼニーナ：んーと、今までは、小さい妹みたいに思ってたのだけど……ニャッハッハ、わらわってば見くびってしまってたのだわ。照れ臭そうにしてる。

ネヴィン：私は、ラクレの背中を、ぽんと叩く。……助かったよ、戦友。

ラクレ：わわわ……認めてもらったみたいなんで、こう、色々こみ上げてきてあわあわしてます。

ゼニーナ：ＲＥＤってば、船に目が眩んだんじゃなくて、最初っからラクレのことを見抜いてたわけぇ～？

ＲＥＤ：そんな大層なもんじゃねぇけどな。……ま、帽子をくれてやってもいいと思ったのは事実だぜ。

ＧＭ：おお、あの帽子ね。

ＲＥＤ：うん、あの帽子。

ネヴィン：意味深なことを（笑）。

ＲＥＤ：ともあれ、これで何もかも元通りってわけだ。……じゃあ、早速、クロムウェルの野郎を追いかけるとしますかね！

一同：おう！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：せっかくなので、新しいＰＣ間コネクションを決めておくかな。ネヴィンとゼニーナからラクレに対する関係ね。

ゼニーナ：あ、それはナイスアイディア。じゃあ、わらわは「尊敬」に変わる！

ラクレ：おおお……そ、尊敬されてしまった（笑）。

ネヴィン：じゃあ私は「戦友」で。肩を並べて戦うに値する子だとわかった。

ラクレ：ふたりとも、ありがとう！

[image: ]







◆Middle04◆世界を渡る船




　ＲＥＤ海賊団、出航。

　クロムウェルとムノーが率いる船せん団だんを、最高速度で追いかける。

　尋常の船であれば、虚しい追撃であったろう。

　だが、彼らが駆るのは精霊船ピジョンブラッド。

　追いつけぬものなどありはしない！




ＧＭ：それでは次のシーンは、クロムウェルたちを追い、全速力で航海しているところから始まる。精霊の海図の反応を追うことで、居場所はわかるよ。

一同：はーい。

ラクレ：ピジョンブラッドの様子を気遣いながら、操そう船せんに集中します。

ＧＭ：うむ、了解だ。なお、ＲＥＤたちは冒頭で武装解除されたが、それらはすべてピジョンブラッド号の倉庫に無造作に放り込まれていた。どれも特に異状はない。

ＲＥＤ：よっしゃ。これで本調子だな。

ゼニーナ：ああ、愛しのレビテートローブ～。

ネヴィン：私は、普段よりも念入りに銃の手入れをするぞ。

ＧＭ：あと、買い物を許可するよ。このセッション中、これが最後のアイテム購入機会だ。どこかの島に立ち寄った、あるいは遭遇した交易船と取引をしたという演出だね。

ＲＥＤ：そいつぁ助かるな。

ラクレ：わたしが三万使った以外は減ってないから、わりと好きに物を買えますね。

ネヴィン：《カジノ》は今回、持ってきてないからな（笑）。

ＧＭ：すっかりカジノでは負け犬ムードになってるねぇ。




　一行は、『アイテムガイド』を眺めつつ、雑多なアイテムを買い漁った。

　内訳は主にポーション類や呪符である。




ＧＭ：さて、航海中の、ある夜。ピジョンブラッドが、みんなに直々に話があるということで船室への集合を要請してくる。

ラクレ：ピジョンブラッドが？　珍しいですね。

ＲＥＤ：ともあれ、集まるとしよう。

ネヴィン＆ゼニーナ：うんうん。

ＧＭ：「みなさん、お集まりいただきありがとうございます。実は……記憶の再構成にほぼ成功し、私は、自分が何者なのかを思い出しました。そして禁断の島のことを」

一同：おおっ!?

ＧＭ：「三枚の精霊の海図、交戦した七海邪たち。そして先日、私を封印するために接触してきたウォルター・クロムウェルの情報などを解析し続けていたのです」

ＲＥＤ：へぇぇ！　そりゃあ偉いこった。

ラクレ：じゃあ、教えてピジョンブラッド。

ＧＭ：「はい。結論から申し上げると……禁断の島は、この世には存在しません」

一同：ええっ!?

ラクレ：う、嘘だったってこと？

ゼニーナ：そんな馬鹿ニャー！

ＧＭ：「失礼、語弊がありました。『物質界には存在しない』という意味です」

ゼニーナ：壮大な話になってくる予感がするのだわ……。

ネヴィン：私は、その手の話はちんぷんかんぷんだな。物質界って、何のことだ？

ＧＭ：ここでピジョンブラッドは空中に画像を投影して、説明を始める。




　この世界（エリン）は、幾つかの階層に分かれている（『ＡＲ２Ｅ・Ｒ２』Ｐ[image: ]参照）。

　ひとつは、人間を始めとする生物が住む物質界。ＲＥＤたちが生きている世界である。

　次に、神界。神々が住む高次元の世界である。

　次に、魔界。邪神や魔族が封印されている恐るべき世界である。

　そして……幽界。物質界と神界の狭間にあり、〝精霊の王〟や〝動物の王〟、そして死した人間の魂が赴く世界である。




ＧＭ：「幽界は、神々に選ばれた戦士〝神喚者ヴアリエンス〟を始めとして、物質界の常識を超越した存在が集う場所でもあります。例えば……」




　ピジョンブラッドは、ＲＥＤたちが子供の頃から「お伽話」として聞いてきた戦士や魔法使い、恐ろしい怪物、神秘の財宝などを列挙した。

　そして、幽界こそは、それらが実在する世界なのだとも。




ＧＭ：「そして、〝禁断の島〟もまた、幽界の何処かに存在します。かつて地上を支配した王が、神具と共に眠りについた、封印の墓所なのです」

一同：…………。

ラクレ：そっか……わたしたちが聞かされてきた〝お伽話〟は、どれも本当だったんだ……。

ＲＥＤ：……じゃあ、ピジョンブラッドよぅ。そこまで詳しく知っているお前は、一体、何者なんだ？

ＧＭ：「わたしは、幽界において建造された〝万ばん能のう帆はん船せん〟と呼ばれる船のうちの一隻です。幽界では、伝説の勇者と魔族とが激しい戦いを繰り広げているのですが、その戦いにおいて破損し……物質界へと漂着したのです。……たぶん」

一同：たぶん!?（笑）

ＧＭ：「その辺は特に激しく記憶が破損しておりまして……確実なのは、キャプテン・ルビィに拾われ、改修を施されたということです。それが今から14年前のこと」

ラクレ：わたしが生まれた頃だね。

ＧＭ：「はい。ラクレ、あなたは……」と、ここで珍しくピジョンブラッドは口ごもる。

ラクレ：ど、どうしたの？

ＧＭ：「いえ、確度の低い記憶です。忘れてください。あるいは、幽界に行けば……申し訳ございません、なんでもありません」と、思わせぶりに濁す。

ラクレ：ちょっとぉぉぉ！（笑）

ネヴィン：すっごい気にならざるをえない……。

ＧＭ：ともあれ、ここでは濁させてくれ（笑）。そうそう、普通は、人間は生身のままでは幽界に行けず、その数少ない方法のひとつが、「精霊の海図を集めて、しかるべき日時と場所で儀式を行うこと」だと教えてくれる。

ゼニーナ：生身では行けない？　ああ、死後の世界だもんなぁ。

ラクレ：あらら？　それじゃあ、ムノーさん、無事じゃすまないんじゃ。

ＲＥＤ：どうせ操り人形だし、クロムウェルからはどうでもいいやって思われてるんじゃねーの？　まぁ、同情はしねぇけどな。

ネヴィン：クロムウェルは七海邪……魔族だから、なんなく侵入できるというわけだな。

ゼニーナ：ふむふむ。このままあいつらを放っておけば、危険な魔族が一匹、物質界からいなくなるって考え方もあるのだわ。

ラクレ：あれ、本当だ。でも、魔族が禁断の島に辿り着いちゃうのは、かなりマズイよね？

ＧＭ：「クロムウェルが、入手した神具を幽界での戦いに投入するか、あるいは、それを手に物質界に帰還するかは不明ですが……いずれにせよ、危機的状況でしょうな」

ゼニーナ：あちゃー。放置ダメかー。

ＲＥＤ：おいおいゼニーナ、らしくねぇぜ。すっげぇお宝が眠ってるとこへ行けるってのに、尻尾巻いて逃げ出すのかよ。

ゼニーナ：お宝には惹かれるけど……。

ネヴィン：ここでＲＥＤに質問しよう。なぁＲＥＤ。その神具がどんな代物かはわからんが、絶大な力を秘めているのは確かだろう。それを手に入れて、どうしたいんだ？

ＲＥＤ：お？　ふむ、こいつは根本的な問いだな……。




　ＲＥＤは、考え始めた。

　この男にしては珍しいことだ。

　そして───




ＲＥＤ：わからない、かな。

ネヴィン：ほう？

ＲＥＤ：見たらそれで満足かもしれねぇし、使ってみたくなるかもしれねぇ。けど、とにかくオレは、そんなものが眠ってる、世界の彼方の海世界を巡りたいのさ。




　ＲＥＤは、はにかむように笑った。

　ネヴィンは、不思議とそれだけで納得できた。

　ラクレやゼニーナも同様なのだろう。

　そして一行は進む。

　世界の彼方の海を目指して。







◆Middle05◆月なき夜の魔宴




　聖暦一〇一〇年六月。新月の夜。

　エリンディル大陸とマジェラニカ大陸の中間に位置する海域。

　そこに、無数の帆船が集結していた。

　翻るは、いずれもヴァンスター帝国の海軍旗。




ＧＭ：それでは次にマスターシーン。クロムウェルたちの様子を描こう。

ＲＥＤ：おお、ムノーが可哀想な末路を辿る予感が（笑）。




　帝国の軍船は、上空から見下ろすと六角形を描くように配置されていた。

　それぞれの頂点に当たる部分の船には、精霊の海図が搭載されている。

　クロムウェルの指揮の下、魔術兵たちが〝扉〟を開くための詠唱を開始する。




ＧＭ：順調に進む儀式を見つつ、ムノー提督は「遂に、我輩が幽界に赴くのだな。英雄たちの世界に。そして、禁断の島へと至り、この手に神具を掴む！」

ＲＥＤ：（クロムウェルになって）「その通りでございますな、ムノー閣下。閣下こそが、世の支配者になるのです」（笑）

ＧＭ：そうだな、この段階だと、まだそういう態度だ。……やがて詠唱はクライマックスに近づき、海上に巨大な光の扉が出現し始める……！




　それは、異界へと続く扉であった。

　その前に広がるのは、物質を超越した神秘の世界。

　沸き立つヴァンスター帝国軍。

　……だが。




一同：おっ（笑）。

ＲＥＤ：来たぞ来たぞ。

ＧＭ：どこからともなく呻うめき声ごえが響ひびき、そして、その海域が白い霧に包まれ始める。その霧の中から姿を表すのは、朽ちかけた無数の船。

ラクレ：（兵士Ａになって）「提督！　不審な船が多数接近しております！」

ＧＭ：「な、なんだ!?　ええい、砲撃開始！　撃て、撃てーっ！」




　だが、通用しない。

　すべての攻撃は、霧によって阻まれ、崩れ去ってゆく。

「ご存知ありませんでしたか閣下。あれが七海邪の死霊船団。海の悪夢の伝説ですよ」

「バ、バカな！　クロムウェル、貴様がおるのに、なぜ襲われねばならん!?　わ、我輩は、貴様の契約者だぞ！」

「……旧ふるき覇は王おうの長ちよう子しにして魔族たる私が、定命モータル風情との契約を遵じゆん守しゆするなど、ありうると思っていたのか？　くくく、身の程知らずの傲慢だ！」

　クロムウェルは、実に愉快そうであった。

　ムノーの無様な狼ろう狽ばいと恐きよう怖ふを───楽しんでいるのだ。




ＧＭ：ムノーは腰を抜かして護衛兵を呼ぶのだが……。

ネヴィン：既に護衛は死んでいるはず（笑）。

ＧＭ：うん！　返事の代わりに倒れ伏した護衛の背後には、亡霊兵士が立っている。ここでクロムウェルはギルドサポート《蹂じゆう躙りん作さく戦せん》を使用！




《蹂躙作戦》

　そのシーンに登場しているエキストラを、すべて戦闘不能または死亡させるという、恐ろしいギルドサポートである。




一同：おおお～。

ゼニーナ：（渋い顔をして）ギルドサポート持ちか！　うーむ、これは面倒そうな相手……。

ＧＭ：このギルドサポートの効果により、ムノー提督麾下のヴァンスター海軍は、次々と死霊たちに憑り殺され、そして七海邪の忠実なしもべとして蘇るのであった。

ラクレ：なんて酷い……！

ＧＭ：なお、一縷の望みをかけてゲートの中へと逃げていく船もあるんだが、幽界航行の機能を持たないため、船は崩れ去り、人々はたちまち年老いて萎しおれるように死んでいく。

ＲＥＤ：やはり耐えられないか……。




　それは戦いではない。

　一方的な虐ぎやく殺さつ、死の饗きよう宴えんであった。

　一提督の私兵とはいえ、精強を以て知られるヴァンスター帝国海軍の船団が、為す術もなく屠られ、怪物へと変貌させられてゆく。

　まさに、悪夢のような光景であった……。

「いいぞ！　死！　恐怖！　絶望！　これぞ、我が神威パワーを奮い立たせる源泉！」

　クロムウェルは、哄笑した。

[image: ]







◆Middle06◆我が行くは愛しき海




　夥しい血が流れる海域に、ＲＥＤたちは到達した。

　異界への扉は開かれ、その周囲では亡者が生者を狩り殺している。

　その光景は、怪奇にして幻想なる絵画のようですらあった。




ＧＭ：それでは、いよいよミドルフェイズ最後のシーン。先ほどの《蹂躙作戦》の様子を、君たちが望遠鏡で確認したというところだな。

ＲＥＤ：……本性を現わしやがったな。

ラクレ：酷ひどすぎます！　いくらなんでも、これは……！

ＧＭ：なお、今も虐殺は続行中だ。そして、ムノーの旗き艦かん……今やクロムウェルによって亡霊船と化した船は、そのまま扉へと突き進んでゆく。

ＲＥＤ：総員、戦闘準備だ。このまま突っ込むぞ。ラクレは、七海邪の霧を無効化してくれ。

ラクレ：はいっ！

ネヴィン：奴を追うのか？




　ＲＥＤは、幽界へと進みゆくクロムウェルの船を一瞥。

　そして、地獄の底に残されたヴァンスター海軍へと目を向ける。

　果たしてＲＥＤは───




ＲＥＤ：いや、ヴァンスターの生き残りを助ける。

ゼニーナ：ええ～？　あんな連中を助けるっての？　自業自得なのだわ。

ＲＥＤ：オレらが七海邪の霧を破れば、少なくとも戦えるようにはなるだろうさ。……同じ海の男が、ロクに戦うこともできずに殺されるのは……見過ごせねぇよ。

ゼニーナ：お人好し！　は～、でもまぁ仕方ニャいかぁ。末まつ端たんの兵士は、命令されてやってきただけなわけだし。

ネヴィン：上が無能だと、兵士は割りを食うものさ。

ゼニーナ：ああ、そういうのが嫌で、あんたは軍隊おん出たの？

ネヴィン：……さぁて、な（かすかに微笑む）。

ラクレ：それでこそＲＥＤです！　ＧＭ、いつもの魔術判定で、七海邪の霧を払うことはできますか？

ＧＭ：いいよ！




　ラクレの思念に応じ、ピジョンブラッドが力パワーを解放した。

　七海邪を無敵ならしめる霧パワーは、たちまち駆逐されてゆく。




ＲＥＤ：ここで、声を限りに呼びかけるぜ。おおい、ヴァンスターの！　まだ生きてんなら、立って戦いな！　今ならお前らの剣も魔法も奴らに効くぜ！

ＧＭ：では、ＲＥＤの激励を受け、ヴァンスターの兵士たちもなんとか大勢を立て直し、亡霊船団に立ち向かい始める。

一同：行けーっ！

ＧＭ：とはいえ、多勢に無勢。精強なヴァンスター軍でも苦しいか……というところで、北東の方から亡霊船に砲撃が加えられる！

一同：おおっ？

ＲＥＤ：騎兵隊の到着って奴かな？

ＧＭ：砲が発射された方角に目をやると、そこにはメーナームヤイの快速魔術船の一団が。

ラクレ：サラ!?

ＧＭ：ああ。君たちが助け、ラクレと友誼を結んだ王女、サラが甲板に立っている。ピジョンブラッドに向け手を振っているね。




サラ

　一巻の舞台となったメーナームヤイ王国の姫君。祖国を救うため、己を危険にさらしてまで西方へと助けを求めに来た気高き少女。本名はサララーナポーン・ナ・メーナームヤイだが、異国人には難しい響きなので〝サラ〟の愛称で呼ばれている。

　ラクレが、人生で初めて得た同年代の友人でもある。




ラクレ：ぶんぶんと振り返します！　また会えた！

ＲＥＤ：しかも、頼もしい援軍つきだぜ。

ゼニーナ：最終回名物の、友達援軍が来たのだわ！

ＧＭ：なお、援軍はメーナームヤイだけではない。例えば、今まさにピジョンブラッドへ衝角で突撃を試みようとした亡霊船は、鞘走りの音とともに真っ二つになる！

ゼニーナ：こ、これは！（笑）

ＧＭ：断ち割られた亡霊船の背後には、ただひとりで海上に立つオトハの姿。そして、そのまま海が持ち上がり、周囲の亡霊船を推し流してゆく。現れたその姿は、ワダツミ[image: ]だ。

一同：おお～！

ＧＭ：「案外早い再会となったのう。おぬしたちが危ないと聞き、居てもたってもいられなくなったのじゃ！」と笑顔で手を振りつつ、空いた手で手近な敵船を一刀両断。

ネヴィン：……強い！

ゼニーナ：さりげない超人アピールなのだわ（笑）。

ラクレ：ワダツミ[image: ]に連れてきてもらったの!?

ＧＭ：「さすがにそれでは間に合わんで。こやつと一緒にこっちまで神殿の魔術で長距離転移してきた。トルバイン商会が、かなり負担してくれてのう」

ＲＥＤ：トルバイン……ライラか!?

ＧＭ：「うむ。ライラ殿は、おぬしらに恩義のある者のところを飛び回って、説得しては代金負担で長距離転移での救援を依頼しまくっておる。たいした方じゃ！」

ＲＥＤ：無茶しやがって……会社が傾いたらどうするつもりだよ（笑）。

ゼニーナ：けど、その気持ちが嬉しいのだわ～。なんて気前のいい！

ＧＭ：そして、南方からはヴァルーナ藩王国の船団も到来。クリシュナ王子が、「キャプテンＲＥＤ！　露払いは我らに任せられい！」と勇ましく宣言。次々と亡霊船団に接舷しては、戦士たちが斬りこんで行く。

ネヴィン：おお、実に最終回っぽい。

ラクレ：ＢＬＵＥさんたちもきっと戦ってくれてますよ！

ゼニーナ：ああ、でも、ラクレのＦＳ判定の時に十分活躍したから、別にもうあいつの描写は要らないのだわ。

ラクレ：ひどい！（笑）

ＧＭ：そうそう、あいつらも出しておこう。最新鋭の錬金船が出現し、主砲からの光線で次々と亡霊船を屠ほふってゆく。

ＲＥＤ：錬金船？

ラクレ：そんな人たちに会いましたっけ？

ＧＭ：うむ、説明しよう。甲板には、白い高級スーツを始めとする一流の装飾品で身を包み、サングラスをかけたギルマンたちが立っている。「久しぶりだな、キャプテンＲＥＤ」

ＲＥＤ：誰だよお前ら！（笑）

ＧＭ：あれだよ。一巻で出会い、ギルマンゴムノキの取引に成功した原住ギルマンたち。

一同：別人だろっ！（爆笑）




原住ギルマン

　一巻Ｐ[image: ]で遭遇した、原始的な生活を営んでいたギルマンたち。

　ＲＥＤの用いた、歌と踊りと酒の巧みな交渉術により友好関係を築く。




ラクレ：（笑って突っ伏し）ちょ、ちょっと……！　ちょっと前までは、原始的な装備で、言葉も通じなかったじゃないですか！

ＧＭ：「いやー、ギルマンゴムノキの貿易で得た金を元手に投資を始めてね。大当たりして、この有り様さ。もう原始には戻れないよハッハッハ！」

ＲＥＤ：こいつら本当にギルマンなのか？（笑）

ＧＭ：まぁ、孤島で変な方向に進化した風変わりな亜種ということで。もちろん、普通のギルマンはこんなことにはならないし、人間ともまともな交流はしない。

ＲＥＤ：よし、あとは任せて、そろそろクロムウェルを追っていこう。このままだと、ＧＭが変な連中を援軍として出しまくりかねない。

ＧＭ：ああ、丁度いいからカジノ子のカジノ船軍団も出そうか。「助けに来てやったわよ、ＲＥＤ海賊団！　カジノでの勝負、負け逃げする気!?」

一同：帰れ！（爆笑）

ＧＭ：それじゃあ援軍描写はこれくらいで切り上げ、クライマックスに向かおうか（笑）。

ＲＥＤ：おうよ。さーて、あの扉の向こうは幽界か。

ラクレ：見たことのない世界です……！

ゼニーナ：ハイリスク・ハイリターン！　いっちょやってやるのだわ！

ネヴィン：戦いの準備はできている。ＲＥＤ、早く私を決戦の場へ連れて行ってくれ。

ＲＥＤ：よし、ピジョンブラッド全速前進！

一同：おーっ！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆世界の彼方の海




　幽界。

　そこは、常ならぬ場所。

　果てしない大海原は、天より降り注ぐ玄げん妙みようなる光を照り返し、遥はる々ばると流れ来て渦巻く潮うしおは船をいずこへといざなうのか。

　今、その超越海にて、恐るべき邪悪との戦いが始まろうとしている。




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズ開始だ。巨大な次元の門をくぐり、ピジョンブラッド号は幽界へと乗り込んでいく。

ＲＥＤ：初めて踏み入る海域ってのは、いつだって心躍るもんだなぁとかのんきなことを思いつつ、周囲を観察してみるぜ。

ＧＭ：幽界といえど、今のところは、上に青空、下に海が広がっている。ただ、遠方には、空中に島が浮いていたり、途方も無く巨大な鳥が舞っていたりするよ。

ラクレ：「今のところは」というのが気になりますね（笑）。

ゼニーナ：何があっても、ピジョンブラッドに乗っていれば大丈夫……なのよね？

ラクレ：そのはず、なんですが……。

ＧＭ：うむ。ピジョンブラッドの周囲には目で見てわかる防護力場が発生している。「皆様。幽界に帰還したことにより、私の能力も本来の状態に戻りつつあるようです」

ラクレ：この力場も、あなたのもの？

ＧＭ：「はい。これにより、あなたがたに無事な航海をお約束できます。……無茶をしない限りは」

ＲＥＤ：ハハッ。いきなりだが、無茶をすることになるぜ。七海邪と戦うんだからよ。

ＧＭ：「心得ております。……前方、隠いん蔽ぺいの霧きりを纏まといながら進む船を感知。七海邪です」

ネヴィン：いよいよ最終決戦だな。

ゼニーナ：ドカーンと倒すのだわ！

ＧＭ：ではここで、ピジョンブラッドからのプレゼント。「ラクレ。クロムウェルは極めて強大な魔力を秘めています。それに対抗するための武器を、私はひとつだけ用意できます」

ラクレ：えっ、本当!?

ＧＭ：それに答えるかのように、フィギュアヘッドの女神像が捧げ持つ赤い宝石が、まばゆい光を放つ。それは、邪悪を払う清浄なる光だ。

一同：おおおっ!?

ＧＭ：これは、スキルやアイテムの効果を凌駕する、神々の力。すなわち「パワー」だ。




パワー

　神々に選ばれ幽界へ招かれた〝神喚者ヴアリエンス〟に許された、新たな力。

　通常のスキルよりも遥かに強い効果を持っている。

　詳細は『超上級ルールブック』参照。




ラクレ：おお～。わたしたちがパワーを使えるんですか！

ＧＭ：ああ。ピジョンブラッドの真の力のひとつだ。具体的な効果は次のとおり。




名称：《女神の血けつ晶しよう》

効果：たった今対象が使用したばかりの、「タイミング：パッシブ」以外のパワーの効果を即座に打ち消す。１シナリオに１回だけ使用可能。効果はパワーアイテム「夢幻の香」と同一だが、シナリオ終了時に使用回数が回復する。




ゼニーナ：なるほど～。パワー版の《インタラプト》なのだわ。

ＲＥＤ：《インタラプト》だと、敵のパワーは打ち消せねぇからな。ありがたい。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ピジョンブラッドが進んでいくと、君たちの脳裏に直接、威圧感と禍々しさを併せ持った声が響く。「わざわざ追いすがってきたのか、定命モータル！」

ＲＥＤ：クロムウェルだよな。……悪ぃな、おっさん！　禁断の島はオレらが辿り着く予定になってんだ。

ＧＭ：「痴しれ者ものが。過ぎた夢は、身を滅ぼすぞ」その声に秘められた殺意は、心弱き者なら即死しかねないほどだ。

ＲＥＤ：ヒューッ、おっかねぇおっかねぇ。できればオレだってバケモノの相手なんざしたくねぇけどよ。目指す獲物が一緒なんだからしゃあねぇよな。実力で獲り合おうや！

ＧＭ：「対等に競ろうと囀さえずるか、下郎！」咆哮の直後、クロムウェルの船に異変が起こる。

ＲＥＤ：お？　なんだなんだ？




　甲板から、絡からみ合あい脈打つ触手が、沸き立つように溢れ出た。

　船そのものを覆い尽くし、さらにどこまでも膨れ上がってゆく。

　汚お穢わいに塗まみれた肉塊の表面には無数の口が開き、そこからは無限の悪意が嘲ちよう笑しようという形で漏れ出している。

〝海の悪あく魔ま〟という言葉ですらも生なま温ぬるく思えるほどの、冒ぼう涜とく的てきな存在。

　それこそが、七海邪筆頭、〝傲慢〟を冠するクロムウェルの正体であった。

[image: ]




ＧＭ：なお、六本伸びた巨大な触手の先端には、これまで君たちが倒した、あるいはクロムウェルが喰らってきたほかの七海邪の姿が浮き上がっている。

ゼニーナ：うっ、これまでのボス全体合体!?

ＧＭ：ああ。クロムウェルを核として、全部で７体の敵が現れる。ボディは共有しているが、【ＨＰ】は個別に持っているよ（巨大な戦闘配置図を用意する）。

ラクレ：でっか！　敵でっか！

ＧＭ：七海邪のボディは、地形として扱うので移動が可能だ。ただし、１Sqごとに粘液で３点の［ＨＰロス］を受ける。また、触手の先端は、各七海邪を倒すまで封鎖されている。

ＲＥＤ：うーむ、クロムウェルまでは遠いな……。あ、ものは相談なんだがＧＭ。

ＧＭ：何かな？

ＲＥＤ：《ＧＨ：ギルドキャラバン》で、ピジョンブラッドをクロムウェルんとこまで突っ込ませることはできねぇかな？

ラクレ：あ、面白い！

ＧＭ：ほほう！　ふむ……確かに、ピジョンブラッドを動かすためのギルドサポートと考えると、それはなかなかいい使い方だな……（しばし考える）よし、ＯＫだ。

一同：やった！

ＧＭ：ただし、現在は船の頭をクロムクルーとブレーグの触手に抑えられてる状態だ。この二体を倒した後ならば、《ＧＨ：ギルドキャラバン》での移動を認めよう。

ＲＥＤ：お、ありがてぇ！

ＧＭ：では戦いを始めようか、ＲＥＤ海賊団！

ＲＥＤ：みんな、気合入れてくぞ！

一同：おう！




●第１ラウンド

▼行動値

　インディマ・クロムウェル

　　　　（以降：クロムウェル）　　　30

　モリーアン、マハディルグ　　　　　25

　ゼニーナ　　　　　　　　　　　　　22

　ブレーグ、ミーヴァル　　　　　　　20

　ＲＥＤ　　　　　　　　　　　　　　19

　クロムクルー、トリアラク　　　　　15

　ラクレ　　　　　　　　　　　　　　９

　ネヴィン　　　　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：では、まずはセットアッププロセスからいこう。クロムウェルがエネミーパワー《穢けがれし束そく縛ばく》を使う。

ＲＥＤ：いきなりパワーが来たか！

ＧＭ：効果は、このラウンドの間、「タイミング：イニシアチブプロセス」のスキルは使用できないというものだ。

ラクレ：どうしましょう。ピジョンブラッドのパワーで打ち消せますけど……。

ネヴィン：実害としては、私の《カリキュレイト》と、ゼニーナの《クイックヒール》が封じられるくらいか。

ゼニーナ：迷うとこだけど、ここは打ち消しパワー温おん存ぞんがいいと思うのだわ。

ＲＥＤ：オレもその意見に賛成だ。あちらさんが他に何を隠しているかわからんからな。

ラクレ：了解です。では、そのまま受け入れます。




　そして、ゼニーナの《スピリチュアルウェポン》がＲＥＤに飛び、ＲＥＤ自身は《アクアスタンス》で自己強化。ラクレはスピードアックスで【行動値】を増やした。

　そして、ネヴィンはフェイトを費やした《ウェポンフォージ》において、７Ｄで38という驚異的な出目（４・４・６・６・６・６・６）を叩き出した！




ネヴィン：わわっ！　見てくれ、これは写真撮っていいぞ！　むしろ撮れ！（笑）

ラクレ：すごいすごい！

ＧＭ：初回は酷い出目で、最終回は最高の出目。なんてドラマチックなんだ（笑）。

ＲＥＤ：これは幸先がいいな！　よし、畳み掛けるぞ！　ギルドサポート《疾しつ風ぷう怒ど濤とう》！




《疾風怒濤》は、セットアッププロセスにおいてギルドメンバー全員がメインプロセスを行うという、強力なギルドサポートだ（使用後は全員が行動済みとなる）。

　クロムウェル以下、七海邪たちの行動値が全体的に高いのを見て、先手を取ってシーン全体攻撃を連続で叩きこむ作戦である。




ゼニーナ：わらわは、３Sq前進して、後方のＲＥＤたちに《エチュード》！　シーンの間、みんなの攻撃のダメージに＋15なのだわ。

ＧＭ：ＲＥＤと、行動値上がったラクレは同時だな。好きなほうからどうぞ。

ラクレ：わたしが先に動いてバッドステータスを与えますね。《アニマルパクト》からの《ダブルキャスト》で、シーン攻撃二連発です！

ゼニーナ：開幕ブッ放し、来たー！

ラクレ：一発目は《サモン・カトブレパス》で、一緒に《エイミングフォージ》を使います。さらに命中判定にフェイト１点を使って、これで６Ｄ＋17で判定できます。

ＧＭ：ならば、判定の直前にミーヴァルがオリジナルスキル《猜疑の幻影》を使用。判定にマイナス１Ｄだ。

ラクレ：あうっ。（ダイスを振る）あんまりよくない……。フェイト１点使って振り直しで……ありゃりゃ、達成値28。

ＧＭ：なお、クロムウェルは、その〝傲慢〟ゆえに、回避判定すらしないので自動命中だ。（ダイスを振りまくる）ほかは全部命中……お、マハディルグとトリアラクはクリティカル回避してる！

ラクレ：くっ、取り零した!?

ゼニーナ：《タングル》！　その６の出目をひとつ無視して、クリティカル阻止するのだわ。……ここはマハディルグのほうに使っておく。

ＧＭ：ＯＫ、それではトリアラクを除く６体に命中だ。




　ダメージロールは、87点の〈無〉属性魔法ダメージとなった。

［放心］およびゼニーナの《ディストラント》による［恐怖］のオマケつきである。




ＧＭ：うぐおお、これで、ラクレを対象にした行動は判定にマイナス３Ｄか！

ラクレ＆ゼニーナ：イェー！（←ピースサイン）

ＧＭ：だが、クロムウェルは《バッドステータス無効》で打ち消して、［ＨＰロス］20点。そして、攻撃のダメージ57点を《ソウルバスター》でラクレにプレゼント！

一同：うわっ!?

ラクレー：うひゃー。いきなりボロボロ。でも、まだ動けます！　二発目は《サモン・リヴァイアサン》＋《バリアントマジック》です。達成値は24。また低い！

ＧＭ：ぐおお、［放心］入ってなきゃなぁ！　７体すべて命中だ。

ゼニーナ：ならば、《ディバインフォース》でダメージ＋60！

ラクレ：わたしも《マジックフォージ》！　これでダメージロールは18Ｄ＋[image: ]！

ＧＭ：そいつはたまらん。ブレーグが《虚栄の鎧》というオリジナルスキルを使用。そのダメージロールにマイナス10Ｄだ。

一同：げげっ！

ラクレ：ガガーン！　８Ｄ＋59になっちゃいました……（ダイスを振る）支援込みで[image: ]点の〈無〉属性魔法ダメージです。［スリップ］つきですよ！

ＧＭ：クロムウェルが[image: ]点くらい、［スリップ］は《バッドステータス無効》で解除。また［ＨＰロス］か……。

ＲＥＤ：バッドステータスが、着実にダメージ源になってるな。

ＧＭ：（計算をしている）こいつの魔法防御はこれで……げ！　ブレーグ、ミーヴァル、クロムクルーがまとめて落ちた！




　魚竜王の起こした波により、ブレーグ、ミーヴァル、クロムクルーの名を冠する三部位が、打ち砕かれ、幽界の果てへと押し流されていく！




ネヴィン：おや、随分あっさりと。

ＧＭ：この三体は、これまでのセッションで君たちに倒されてるだろ？　強引に復活させられただけなんで、中身がスッカスカという扱いなんだよ。

一同：おおっ！

ＲＥＤ：なるほどな！　そいつはいい設定だ。

ラクレ：今までの七海邪との戦い、無駄じゃなかったんですね！

ＲＥＤ：へっへっへ、なんだか嬉しくなってきたな。よーし、残りの新顔も、ドンドン倒していこうぜ！

一同：おうっ！

ＲＥＤ：さて、頭を抑えてくれてた二体がいなくなったってことは、《ＧＨ：ギルドキャラバン》で前進は可能か？

ＧＭ：うん、できるよ。

ＲＥＤ：よし、ピジョンブラッド前進！　クロムウェルのとこまで突っ込め！




　ＲＥＤの号令を受け、ピジョンブラッドは急加速した。

　幽界の波を蹴立て、七海邪の体を蹂躙し、クロムウェルの眼前に迫る！




ゼニーナ：あ。先に前進して、幽界にふわふわ浮いてたわらわはどうなるのかしら？

ＧＭ：ふむ。ギルドメンバー全体が移動するギルドサポートなわけだから、君もその恩恵には預かれるな。ＯＫ、望むならＲＥＤたちのSqに再合流できるものとしよう。

ゼニーナ：おお、それはありがたい。じゃあ、ピジョンブラッドが追い越していくとき、ぐーっと手を伸ばすのだわ。

ネヴィン：それを私がガッチリと掴んで引き寄せよう。

ＧＭ：そうそう、そんな感じ。




　そして、その勢いのままにＲＥＤも駆ける！

　甲板を走り、船首を蹴って飛び上がり、クロムウェル本体に襲いかかろうというのだ。




ＲＥＤ：ムーブアクションでクロムウェルのところまで移動する。ようやく刃の届くところに来たぜ。さぁ、踊ろうや！

ＧＭ：「大いなる幽界を覗くことができたからと、浮かれ騒ぐな定命モータル。汝ら小こ蟲むしは、矮わい小しようなる物質界の海に疾とく戻るが良い！」

ＲＥＤ：海ってのは全部繋がってるもんだ。でかい小さいの差なんざねぇんだよ！　いつもの組み合わせで攻撃するぜ。さらに、《レイザーストーム》でシーン全体攻撃だ。




　ＲＥＤの心には、怒りが燃えていた。

　海を嘲あざける者は、それがどこの誰であろうとも、ＲＥＤは容赦しない。

　左右の二刀が波を断ち風を斬り裂き、幽界に刃の嵐を巻き起こす！




ＲＥＤ：命中達成値は41！

一同：高っ！

ＧＭ：くぅ、こちらはみんな惜しいところでクリティカル回避できてない！　全弾命中だ。

ゼニーナ：そこへ《ピアシングペイン》。貫通ダメージにするなのだわ。

ＲＥＤ：助かるぜ！




　ダメージロールの結果は[image: ]点（貫通）。

　そして、ラクレの攻撃から続くバッドステータス／弱体化祭りは、まだ終らない。

　さらに、《シャークバイト》による［スタン］効果に加え、風折りの刃二刀流の効果で回避判定マイナス２Ｄが入ったのだ。




ＧＭ：モ、モリーアンの触手まで倒れた……。残るはマハディルグとトリアラクだけ。性能を発揮することなく、触手たちが死んでゆく……おのれ！

ネヴィン：だがまだ私の攻撃が残っているぞ！　《ウィング》で飛行状態になってから、マイナーで守護の呪符を使う。口で封印を噛み破って、効果発揮！




守護の呪符

　防護の魔力を秘めた、使い捨ての呪符。

　シーン終了まで、使用者が受けるＨＰダメージは自動的に10点軽減される。




ゼニーナ：ネヴィンがますます頑丈なダイヤモンド女になったのだわ！（笑）

ネヴィン：そして、銃をくるっと回して、マハディルグに《ストラグルクラッシュ》。




　銃声が轟いた。

　ほぼ同時に、二発。

　空気を斬り裂き、マハディルグの核に炸裂。




ＧＭ：一発目が[image: ]点、二発目が《ボルテクスアタック》＆クリティカルで[image: ]点か……！

ネヴィン：クリティカルしたほうは、《バーストスラッシュ》が発動するんで、防御力無視になるぞ。

ＧＭ：だぁっ！　防御力さえ有効なら……ギリギリ生き延びていたのに……！　マハディルグ、撃沈！

ネヴィン：よし……！

ＧＭ：こいつが動いていれば、シーン全体に５Ｄ×５の貫通ダメージだったのに！

ラクレ：うひゃあ！　掛け算ダメージ!?

ゼニーナ：25点から[image: ]点まで、振れ幅デカすぎ！（笑）

ネヴィン：狙っといてよかったな。ともあれ、これで私の行動は終了だ。

ＧＭ：おお、やっとセットアップが終わったのか……（笑）。




　疾風迅雷、ＲＥＤ海賊団。

　嵐の如き猛攻が過ぎ去った後、七海邪はその大半が倒されていた。

　だが、クロムウェルの傲岸なる笑みは、まだ……消えない。




ＧＭ：ええと、クロムウェルは《傲慢なる帝王》というスキルにより、すべての触手が破壊されるまでメジャーアクションを行なわない。

ラクレ：おお、一本だけ残ってますね（笑）。

ＲＥＤ：うまい具合にいったな！

ＧＭ：クロムウェルは行動終了。次にトリアラクが動く。ムーブで［スリップ］解除。メジャーでオリジナルスキル《恐怖の波動》。全員に魔法攻撃だ。

ゼニーナ：うっ、スキル名からしてバッドステータス来そうな雰囲気！

ＧＭ：うん。命中したら、〈闇〉属性の魔法ダメージに加え、［毒（５）］と［恐怖］を与えるよ～。命中判定は２Ｄ＋25。（ダイスを振る）達成値29！




　闇が集い、ＲＥＤたちに襲いかかる。

　魔力の本流と共に、心砕く恐怖が迫る！




ＲＥＤ：く、回避失敗だ。

ラクレ：わたしもです～。

ゼニーナ：わらわは、フェイトを１点使って、達成値31で回避！

ＧＭ：ネヴィンは避けないから、都合三人に命中か。まぁまぁだな。

ネヴィン：ではラクレを《カバーリング》！

ＲＥＤ：オレは自前で何とかするから、ダメージ軽減はネヴィンに集中してやってくれ。

ラクレ＆ゼニーナ：了解！

ＧＭ：ダメージは63点、〈闇〉属性魔法ダメージだ。




　ラクレを庇ったネヴィンに対し、《プロテクション》と《サモン・アラクネ》が飛ぶ。

　最終的なダメージは22点となった。

　そしてＲＥＤは《ナイフパリィ》《マジックカット》で軽減を図り、最終的なダメージは35点。

　ネヴィンは１／６、ＲＥＤは１／３の【ＨＰ】を失った計算となる。

　そして、バッドステータスが───




ネヴィン：せっかく耐毒符があるのに、守護の呪符を使っちゃったから効果発揮できない。［毒（５）］と［恐怖］を受けてしまうな。

ＲＥＤ：なら、オレから《リリーブ》だ。［毒］と［恐怖］の両方を打ち消す。

ラクレ：おおー！（拍手）

ネヴィン：なんと頼もしい！

ＲＥＤ：オレのほうは、［毒］は耐毒符で消去だ。そもそもトリアラクを攻撃するつもりはないので、［恐怖］は無意味だな。おっかねぇから、クロムウェル殴るぜ～（笑）。




　そして、七海邪の行動も終了し、クリンナッププロセス……とはいかなかった。




ＧＭ：それではこちらのギルドサポート《再行動》。クロムウェルはトリアラクに命じ、もう一度攻撃させる！

一同：うげ～。

ラクレ：そっか、ギルドサポート使えるんでした……！




　再び、恐怖を孕んだ闇が襲い掛かる。

　先ほどと同じく、ゼニーナのみが回避に成功し（クリティカル！）、ネヴィンはラクレをかばい、ＲＥＤは《ナイフパリィ》という流れとなった。




ＲＥＤ：残り【ＨＰ】は49点。まだいけるぜ！

ネヴィン：私は48点ダメージを受けて、［毒（５）］と［恐怖］をもらってしまったな。ＲＥＤの《リリーブ》は……。

ＲＥＤ：悪ぃ、ありゃラウンド一回だ。オレも、耐毒符はなくなったから［毒（５）］と［恐怖］を受けちまったい。




　そして、クリンナッププロセス。

《フックダウン》で万能薬を使ってバッドステータスを解除するという案も出たが、後に蘇生薬が必要になる可能性を考慮して温存（《フックダウン》はシーン一回）。

　ネヴィンは《バイオレントアタック》で《ボルテクスアタック》を、ゼニーナは《ファストチャネル》で《タングル》を復活させた。

［毒（５）］の効果により、ＲＥＤとネヴィンは、それぞれ25点の［ＨＰロス］。

　クロムウェルは、まだ、底知れない……！




●第２ラウンド

▼行動値

　クロムウェル　　30

　ゼニーナ　　　　22

　ＲＥＤ　　　　　19

　トリアラク　　　15

　ラクレ　　　　　９

　ネヴィン　　　　５
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ＧＭ：では、二ラウンド目のセットアップ。クロムウェルは再び《穢れし束縛》！　対象が範囲（選択）なんで、ＲＥＤ以外の三人が対象だ。

ネヴィン：打ち消す……にはやはり微妙なんだよな。使えなくなるスキルはあるんだけど、致命的というほどじゃない。

ゼニーナ：まあ、通しでいいっしょ。わらわは《ファイトソング》でラクレの《アニマルパクト》の使用回数を回復するのだわ。

ラクレ：ありがとうございます！

ＲＥＤ：オレは《タウント》をクロムウェルに。（ダイスを振る）達成値18。

ＧＭ：リアクションしないから、［逆上］するが、《バッドステータス無効》で打ち消し！

ＲＥＤ：［ＨＰロス］させられりゃ十分！

ラクレ：どうしようかな……一応、《ウォーターブリージング》しておきます。（ダイスを振る）魔術判定は成功。これで［游泳状態］になってもペナルティを受けません。

ＧＭ：今回のセットップはこれで全員終わりだな。最初のメインプロセスはクロムウェル。だが、相変わらず傲慢な彼は、怒りに燃えつつも、なにもしない。

ゼニーナ：次はわらわ。ちょっと提案なんだけど……触手を全部倒すまでクロムウェルは倒せない気がするのだわ。

ＲＥＤ：ああ、オレもそんな気はする。

ゼニーナ：だから、トリアラクを倒す予定のラクレより先に動ける人は、待機しておくのがいいと思うのだわ。

ＲＥＤ：オレはそれでいいぜ。

ゼニーナ：それじゃあ、わらわは待機。

ＲＥＤ：オレも。

ＧＭ：ならば、またもやトリアラクの攻撃だな。《恐怖の波動》！




　今度こそは、全員に命中。

【ＨＰ】が低下しているＲＥＤと、ラクレを《カバーリング》したネヴィンが、危機的状況に立たされた。




ゼニーナ：うーん……とりあえず、《プロテクション》をＲＥＤに使うのだわ。フェイト２点使って７Ｄ＋８、ラクレは全力でネヴィンを守って。

ラクレ：わかりました！

ゼニーナ：（ダイスを振る）ぎゃー!?　７Ｄ振って11！　19点しか止まんにゃいぃぃぃ！

ネヴィン：うう、酷い出目だ……その気持ちはわかるぞ……。

ＲＥＤ：あちゃー。まあ、ダイス目の事故ばっかりはどうしようもねえな。ネヴィンもヤバイし、ここは……《蘇生》だ！　ラクレ、旗を掲げろ！

ラクレ：はいっ！




　ラクレを通じ、ピジョンブラッドがＲＥＤ海賊団の旗を掲げた。

　我が家だ。

　帰るべき場所だ。

　ならば……守り、耐えるしかあるまい！

　海賊たちの命の炎は、再び燃え上がった！




ＧＭ：では、全員ＨＰ全快だ。そこから、今のダメージを差し引いてくれ。

一同：はーい。

ＲＥＤ：ちょいと痛いが、まだまだ！

ゼニーナ：わらわは魔法防御力とシールドの効果で30点軽減♪　43点ダメージなのだわ。

ラクレ：《サモン・アラクネ》をネヴィンさんに。（ダイスを振る）８点軽減です。

ネヴィン：了解。（計算して）最終的に84点くらった。

ＧＭ：《蘇生》を使わせたので十分な収しゆう穫かくだな。次は……ラクレの行動か。

ラクレ：行きます！　もう一度、《アニマルパクト》からの《ダブルキャスト》！




　蹄獣王と魚竜王が、再び幽界を駆け抜けてゆく。

　恐怖の王トリアラクの名を冠する触手は、千切れ、引き裂かれ、海の彼方へと消え去った。

　残るは本丸、クロムウェルのみ！




ラクレ：雑魚はもういなくなりました！　ネヴィンさん！

ネヴィン：ああ！　マイナーで万能薬を飲み、［毒］と［恐怖］を解除。メジャーで《ストラグルクラッシュ》だ。




　傲慢なる魔王に、大鴉の魔弾が飛ぶ。

　錬れん金きん術じゆつの秘ひ奥おう義ぎによって強化された弾丸は、魔性の肉を抉り、焼き焦がす！

　だが、まだクロムウェルは揺るがない！




ＧＭ：一発目が[image: ]点、二発目が《ボルテクスアタック》込みで[image: ]点か。累積ダメージは、もうすぐ１０００に達するね。

ＲＥＤ：待機してたオレが追撃させてもらうぜ。《スキップジャック》＋《シャークバイト》からの《ビースティング》。命中判定は７Ｄ＋17。

ＧＭ：クリティカル狙いできたな。

ＲＥＤ：（ダイスを振る）残念ながら、クリティカルはしていない。ダメージは〈水〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：累積ダメージ１０００を突破！　クロムウェルは、遂に怒りの咆哮を開始する！




　クロムウェルの背中から、極ごく彩さい色しきの翼つばさが無数に現れた。

　羽ばたくごとに、瘴気の風が巻き起こる。

　瞳には、怒りの炎。

　もはや、誰も奴を止めることはできない。




ＧＭ：これで、クロムウェルのスキルがいくつか解放され、《ソウルバスター》の使用回数も回復するよ。

ＲＥＤ：いよいよ動いてくるかい？

ＧＭ：いや、本格起動は次ラウンドから。発狂モードで攻撃しまくる予定。

ゼニーナ：なら、今のうちにタコ殴っておくのだわ。待機してたわらわは、マイナーで守護の呪符を使用。メジャーはネヴィンに《ジョイフルジョイフル》。

ラクレ：頑張ってネヴィンさん！

ＲＥＤ：ネヴィン、お前の時間だ。いいダンスを見せてくれ。

ネヴィン：（微笑んで）ご期待あれ。マイナーでＥＸＨＰポーションを飲んでから、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！




　一礼し、ネヴィンは高く飛び上がった。

　美しき死神の舞が始まる。




ネヴィン：一発目は[image: ]点の物理ダメージ。《バーストスラッシュ》の効果が有効だから防御力無視！

ＧＭ：ならば《ソウルバスター》！　無数の触手がネヴィンを絡めとり、骨も折れよと締め上げる！

ネヴィン：（冷静に）それだと私は戦闘不能になるな。

ラクレ：ネヴィンさん！

ネヴィン：問題ない。《ラストアクション》で行動。《ストラグルクラッシュ》！




　全身を朱に染めつつも、笑みすら浮かべてネヴィンは引き金を引いた。

　ヒット。

　ヒット。

　嗚呼ああ、ネヴィンよ、修しゆ羅らよ。

　お前はただ一挺ちようの銃だというのか！




ＧＭ：い、一気に【ＨＰ】を削られた……。これでクリンナップになるが……。

ラクレ：落ちてくるネヴィンさんに、《フックダウン》で蘇生薬！

ネヴィン：【ＨＰ】１で目を覚ました。華麗に着地する。……うむ、問題ない。

ラクレ：格好良すぎる……（笑）。

ＲＥＤ：オレも《フックダウン》で万能薬を飲んで［毒］と［恐怖］を回復だ。

ネヴィン：私も《フックダウン》。ＥＸＨＰポーションで回復だ。




●第３ラウンド

▼行動値

　クロムウェル　　30

　ゼニーナ　　　　22

　ＲＥＤ　　　　　19

　ラクレ　　　　　９

　ネヴィン　　　　５
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ＧＭ：第３ラウンドのセットアッププロセス。ついにクロムウェルが傲慢なる己を捨てる。

ゼニーナ：謙虚になった？（笑）

ＧＭ：うん。以後は普通にメインプロセスを行なうし、リアクションもするよ。さらに、《王の怒り》というオリジナルスキルを使用。あらゆる攻撃のダメージが上昇する。具体的には、＋［累積ダメージ[image: ]10］Ｄ。今は１３００ちょいだから……13Ｄ追加だな。

一同：げげっ！

ＲＥＤ：カチカチに固まってたのにもワケがあったんだな。

ＧＭ：そういうこと。ただし、物理防御力と魔法防御力は低下する。




　そして、ゼニーナはネヴィンに《スピリチュアルウェポン》をして更なるダメージ強化を図る。ＲＥＤの《タウント》は、失敗。

　そしてイニシアチブプロセス。




ネヴィン：《カリキュレイト》で割り込み。

ＧＭ：その《カリキュレイト》は《インタラプト》だ。「王の前で動くな、鴉！」

ネヴィン：うっ！　これは仕方ない。

ＧＭ：では、クロムウェルのメインプロセス。メジャーアクションでエネミーパワーの《三回攻撃》を使用する。殴りまくるぜぇぇぇ！

ＲＥＤ：おっと、そいつは通らないな。ピジョンブラッド！

ラクレ：《女神の血晶》ですね！




　赤い宝石が再び輝いた。

　それは、邪悪を灼き、封じる光だ。




ＧＭ：止められたか！　《三回攻撃》が不発になったので行動終了。だが、その直後にオリジナルスキル《ハードワイヤード》を使用。行動値20に下がって未行動になる。

ＲＥＤ：そいつはスキルか？　なら、《インタラプト》で打ち消す！




　ＲＥＤが、クロムウェルめがけ無数の短剣を投げ放った。

　さしたる痛つう痒ようも与あたえない攻撃だ。

　だが、動きの調子を狂わせるには十分な〝カスリ傷〟であった。




ＧＭ：消されたか！　しかし《ハードワイヤードⅡ》を使用。行動値10で未行動！

ＲＥＤ：動く動く！　さすがだねぇ七海邪！

ゼニーナ：次のイニシアチブプロセスで《クイックヒール》からの《ヒール》なのだわ。ここは……ネヴィンに使う。魔術判定は普通に成功。（ダイスを振る）51点回復なのだわ

ネヴィン：76点まで回復した。もう一撃なら耐えられそうだ。

ゼニーナ：そして、わらわのメインプロセス。《ジョイフルジョイフル》のために待機しとくのだわ。

ＲＥＤ：次はオレだな。ムーブアクションで《ピンポイントアタック》、そしていつもの動きに加えて《ゲイルスラッシュ》！　《ワイドアタック》二連撃だ。

ラクレ：満を持しての二回攻撃。いい感じです！




　飛燕の動きで、ＲＥＤが跳躍する。

　突き刺し、動き、斬り、動き、引き裂き、動く。

　一瞬たりとて止まらぬ猛攻だった。




ＧＭ：防御力無視の〈水〉魔法ダメージ[image: ]点が二発か……！　しかも、バッドステータス消すために、さらに［ＨＰロス］。きつい！　しかも、こっちのリアクション攻撃が全く成立しない！

ＲＥＤ：はっはっは、ちょいと動きが足らねぇな。




　クロムウェルは《邪悪なる触手》というオリジナルスキルを所持している。

　これはリアクションで使用し、攻撃を仕掛けてきた相手にもダメージを与えるという相討ち技である。

　だが、ダイス目に恵まれないＧＭは、二回とも外してしまったのだ。




ＧＭ：だが、お蔭で累積ダメージが１５００を超えた。《怒りの咆哮》発動。膨ぼう大だいなエネルギーが生じ、シーンすべてを巻き込む！　リアクション不可、15Ｄの魔法ダメージ。

一同：ギャーッ！

ＲＥＤ：リアクション不可とあっては仕方ない。

ネヴィン：せめてラクレを《カバーリング》しておく。

ＧＭ：（ダイスを振る）46点の〈闇〉魔法ダメージだ。

ラクレ：《サモン・アラクネ》でネヴィンさんとゼニーナさんのダメージを軽減します。（ダイスを振る）14点軽減しました。

ゼニーナ：ニャッハー！　それならわらわはノーダメージなのだわ。盾のお蔭！

ネヴィン：私は18点くらうが、まだ耐えられる。

ゼニーナ：なら、ＲＥＤに《プロテクション》。17点軽減なのだわ。

ＲＥＤ：ありがたい。それなら《ナイフパリィ》して、オレもノーダメージだ。

ＧＭ：うーむ、出目が低かったので、ほぼ被害はなかったか。では、次のイニシアチブプロセスで《アデンダム》。

ラクレ：ま、まだ動く！

ＧＭ：再び《三回攻撃》、いっくぜー！　狙いはお前だネヴィン！

ネヴィン：……来い。




　触手が唸りを上げ、ネヴィンを打ち据える。

　幾度も、幾度も。

　だが、彼女は避けようなどとは考えてもいないようだ。

　逃げれば、勝機を見逃す───隻眼の不利は、目の前の事象を余さず見つめることで補う───それが大鴉の兵法であった。




ＧＭ：《邪神の力》で攻撃はクリティカル、《邪神顕現》でダメージロール＋10Ｄ。33Ｄを振って……[image: ]点の物理ダメージ。

ゼニーナ：任せるのだわ。《プロテクション》！（ダイスを振る）20点止まった。

ネヴィン：《ウェポンガード》。残り【ＨＰ】は11点。

ＧＭ：二発目はダイス目でクリティカル。

ゼニーナ：それは《タングル》。６の出目を一個取り除いて、クリティカル消し！

ＧＭ：むう。ならばダメージは76点だ。

ラクレ：《サモン・アラクネ》＋《バリアントマジック》！（ダイスを振る）17点軽減です。

ネヴィン：（計算して）……健在。残り【ＨＰ】３点。

一同：おおお～！

ＧＭ：「なぜ倒れん!?」三発目のダメージは88点！




　ぐらり、とネヴィンが揺ゆらいだ。

　限界か？

　……いいや。




ネヴィン：さすがに倒れるが、《パーフェクトボディ》。【ＨＰ】20で復活！

一同：やった！（拍手）

ＧＭ：（呆然と）耐え切った、か……！

ネヴィン：悪いけど、これぐらいじゃ私の命はやれないね。

ラクレ：次は私がいきますよ！　《マジックサークル》からの《サモン・リヴァイアサン》です。達成値は28。

ＧＭ：《邪悪なる触手》で反撃を試みる。（ダイスを振る）達成値28で、ギリギリ成立！

ゼニーナ：おめでとう。でも、《サンドクラウド》でその出目３のダイスを取り除いて。

ＧＭ：ぐおおっ!?

ラクレ：ナイス、ゼニーナさん！　（ダイスを振る）ダメージは90点ですよー。

ＧＭ：ええい、だが、いい気になるのはそこまでだ！　行動値10で動いて、《三回攻撃》！　ラクレを殴る！

一同：げっ！




《カバーリング》により、ラクレの代わりにダメージを受けるネヴィン。

　軽減スキルでなんとか耐え凌しのぐが、残り【ＨＰ】は17点。

　続く二撃目もネヴィンが守ろうとするが───




ラクレ：ネヴィンさん、《カバーリング》はいりません！

ネヴィン：……何？

ラクレ：わたしは行動が終了してるんで、ここで倒れますよ。




　ラクレは笑っていた。

　覚悟を決めた者の微笑みだ。

　ならば、どうして止めさせられようか。




ＲＥＤ：……どうやらそれが最善手みたいだな。すまねえ、ラクレ。

ラクレ：ううん、今まで守ってもらったもの。みんな、絶対に勝ってね！




　───ラクレ、倒れる。




ＧＭ：「次はお前だ、ＲＥＤ！」と、残った三発目でＲＥＤを攻撃。最後の《邪神の力》でクリティカル！

ＲＥＤ：くらうとやべえな。……フェイト３点注ぎ込んで、クリティカルを狙う！




　ＲＥＤは跳んだ。

　技術ではない。

　それまで戦場で培った、ただの勘だ。

　正解だった。




ＲＥＤ：クリティカル！

一同：おお！

ＲＥＤ：ここでオレまで倒れるとやばすぎるからな。

ＧＭ：致命の一撃をＲＥＤは耐えたか……。見事。一気にリソースを使ってしまった。《三回攻撃》も《邪神の力》も尽きた。

ネヴィン：次は私だな。ラクレが倒れたので、怒りの射撃。マイナーでハイＨＰポーション飲んで、メジャーで《ストラグルクラッシュ》。




　打ち続けるネヴィン。

　触手の反撃も、彼女の眼中にはない。

　さらに───




ゼニーナ：《ジョイフルジョイフル》をネヴィンに。撃ちまくるのだわ！




　倒れたラクレを抱きかかえながら、ゼニーナは歌った。

　それは、敵には挽ばん歌か、味方には凱がい歌かとなる歌であった。

　再び、ネヴィン、舞う。




ネヴィン：マイナーでハイＨＰポーションを飲みつつ……《ストラグルクラッシュ》。もう撃ちすぎで、そこらじゅう硝しよう煙えんで真っ白になってるな。




　そして、致命の一弾がクロムウェルの眉み間けんを貫つらぬく。

　倒した。

　誰もが、そう思った。

　だが、その瞬間───




ＧＭ：累積ダメージ２０００点突破……！　そこでクロムウェルは倒れる。

一同：よしっ！

ネヴィン：…………。

ＧＭ：だが、倒れつつも、クロムウェルは哄笑する。「……滅びるのは、貴様らだ」

一同：えっ!?




　爆発が、周囲を飲み込んでゆく。

　魔性の生命が燃え尽きる直前の、エネルギーの暴走だった。




ＧＭ：大爆発は全員を巻き込むよ……クリティカル。

ＲＥＤ：げはっ!?

ゼニーナ：じゃあ振りなおしてもらうのだわ。《パリペイティア》！




　ゼニーナの祈りは時空を歪め、因果を変えるかに思えた。

　だが……！




ＧＭ：（ダイスを振る）……って、またクリティカル！

ゼニーナ：えええーっ!?　や、やるじゃない……。




　爆光に包まれながらも、懸命に耐えるＲＥＤ。

　そして。




ＲＥＤ：残り【ＨＰ】34点。

ネヴィン：ゼニーナからの《アフェクション》でダメージ０。

ゼニーナ：わらわも、なんとか……生きてる！

ＧＭ：ではここでクロムウェルは《最終邪神転生》。復活したよ。

一同：うおお……。

ＲＥＤ：さすがだな、このしぶとさ……。

ゼニーナ：クリンナッププロセス来た？　じゃあ、《フックダウン》でラクレを復活させるのだわ！

ラクレ：ありがとうございます～！




●第４ラウンド

▼行動値

　クロムウェル　　30

　ゼニーナ　　　　22

　ＲＥＤ　　　　　19

　ラクレ　　　　　９

　ネヴィン　　　　５
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ＧＭ：さぁ、第４ラウンドだ。セットアップのスキルは特にない。

ＲＥＤ：こちらもな。

ＧＭ：じゃあ、クロムウェルの攻撃。シーン全体を巻き込み、荒れ狂う触手で打ち据える。




　ＲＥＤはフェイトまで費やすも、回避失敗。

　ラクレは奇跡のクリティカル回避。ゼニーナもまた回避成功。

　だが、ネヴィンは───




ネヴィン：どうせこれで落ちるのは確定、か。ＲＥＤを《カバームーブ》で守る！

ＲＥＤ：ネヴィン！




　赤ＲＥＤの前に、黒ネヴインが立ちはだかった。

　漆しつ黒こくの狙そ撃げき手しゆは、口の端を少しだけ歪めて笑い、倒れ伏す。

　最後に伸ばした血ち塗まみれの手が、ＲＥＤの頬ほおに触ふれた。

　───勝てよ。

　無言。それゆえに雄ゆう弁べん。




ＲＥＤ：あとは任せておけ。ゼニーナ、治療を！

ゼニーナ：あいあいさ！　ったく、無理しちゃってからに。ネヴィンに《レイズ》をかけて戦闘不能から復活させるのだわ。（ダイスを振る）魔術判定成功。起きるのだわ。

ＧＭ：だが、これでネヴィンは行動済みだ。残るはＲＥＤとラクレ！

ＲＥＤ：それで十分さ。十分すぎる。なぁ、ラクレ？

ラクレ：はいっ！




　恐怖はなかった。

　満身創痍は、敵とて同じ。




ラクレ：ＲＥＤ、わたしが先にバッドステータスを与えます！

ＲＥＤ：おう。待機するぜ。




　ラクレは精神を集中させた。

　これまでの冒険の日々が、去来する。

　自分は、強くなれたか？

　なった！

　胸を張って言える。

　素晴らしい出会いがあったから！

　だから───ラクレは、恐怖などする道理がないのだ。




ラクレ：《サモン・リヴァイアサン》!!




　そして、大だい海かい嘯しようとともに、魚竜王そのものが現れた。

　当然であろう。

　ここは幽界。

　彼らの住まう地なのだから。




ＧＭ：（ダメージを計算）しつつ、ぐお、ヤバい……が、まだ生きてる！　［スリップ］は……いや、解除しない！

ＲＥＤ：［ＨＰロス］が厳しいみてぇだな。

ＧＭ：まあね……。

ラクレ：今です、ＲＥＤ！

ＲＥＤ：おう！




　ここで決めなければ、もはやＲＥＤ海賊団にあとはない。

　幽界に散るか、あるいは勝利の朝を迎えるか。

　ふたつにひとつ。

　あまりにも危険な賭け。

　だからこそ、ＲＥＤは笑った。

　己と仲間と、すべての運命をベットかけし───そして、双そう剣けんが走る。

[image: ]




ＲＥＤ：《ビースティング》、達成値は40！

ＧＭ：避けられないっ！

ＲＥＤ：ダメージは〈水〉属性魔法ダメージ、[image: ]点！

ＧＭ：その一撃はクロムウェルの生命を繋ぐ核を直撃！　「これ、は……？　永きに渡る我が探索が、貴様に、貴様なぁんぞにぃぃぃぃっ！」

ＲＥＤ：……消えな。てめぇは、海に相応しくない。




　ＲＥＤは背を向け、ピジョンブラッドへと跳んだ。

　振り向くことさえしなかった。

　クロムウェルの肉体は塵と化し───そして、それも消えゆく。

　七海邪、ここにすべて散滅！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆航海者ヴオイジヤー




　……こうして、戦いは終わりました。

　みんなボロボロで、ひどい有様だけど、それでもしっかり、生きてます。

　わたしも、あちこちに深い傷がたくさん。

　傷が癒えても、痕あとは残るかもしれません。

　でも、そんなの、どうってことありません。




ＧＭ：では、いよいよエンディングだ。インディマ・クロムウェル号は滅び、七海邪という脅威はこの世の海から永久に消え失せた。

ＲＥＤ：とりあえずは、終わったな。みんなの無事を確認しておこうか。

ラクレ：はーい、無事です。死にかけですけど。

ネヴィン：同じく！　早く風呂と、酒と飯が欲しい！（笑）

ゼニーナ：ちゃっちゃと《ヒール》かけて治しまくるのだわ～。

ＧＭ：ちなみに、ドクも船室から大量の薬を持って飛び出てくる。「よし、特製ポーションの追加じゃぁ！　……って、あれ？　もう戦闘は終わっとるんか」

ＲＥＤ：爺さん、あんたの薬、よく効いたぜ！

ネヴィン：飲みまくったから、《薬剤師》のありがたみがよくわかる。

ＧＭ：「そ、そうか、そりゃ何よりじゃな。……ところで、ここ、どこじゃ？」

ＲＥＤ：なんだ、外の様子に気づいてなかったのかよ（笑）。幽界ってぇとこさ。

ゼニーナ：あ。そういえば、こっちに来るときにくぐった扉はどうなってんの？

ＧＭ：遠くに見えているよ。扉もまだ、開きっ放しだ。君たちの友人の船は、入口付近で停てい泊はくし、様子を窺うかがっている。彼らの船だと、内部に進入はできないからね。

ＲＥＤ：じゃあ、こっちは無事だって旗信号でも……いや、ＲＥＤ海賊団の旗を、しっかりと掲げ直せばいいか。

ＧＭ：ＯＫ。君たちの無事を知り、どっと沸き上がっているようだ。見たところ、あちらもみんな無事のようだ。

ラクレ：よかった……。

ＧＭ：ではここで、ピジョンブラッドが告げる。「ラクレ、みなさん。どうやら珍しいお客様がいらっしゃったようですよ」

一同：え？

ＧＭ：船のフィギュアヘッドに光の粒子が集い、それはやがて形を作り───




　信じられないものを、見ました。

　すらりと伸びた体には、赤が基本の派手な衣装。

　瞳の輝きは、いたずらを考えている子供のよう。

　その髪は、紅玉よりも艶やかな赤。

　そう、その人は───




ラクレ：かっ、かか、母さん!?

ＲＥＤ：ルビィか！

ＧＭ：そう、その名も高き女海賊キャプテン・ルビィ本人だ。その髪の紅玉のような赤は、ラクレの髪に一房混ざったそれとまったく同じ。海賊ルックで、年齢は十七歳くらい。

ラクレ：母さん若っ！
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ＧＭ：「よぉ、ラクレ。そしてＲＥＤ。ラクレ……大きくなったねぇ。背や胸じゃなくて、こう、人間的に？」

ラクレ：いきなりなんてことを（笑）。

ＧＭ：「そしてＲＥＤ……久しぶり。老けたねぇ！」

ＲＥＤ：大きなお世話だよ、若作りっ！（笑）

ゼニーナ：マ、マジでキャプテン・ルビィなの？

ネヴィン：死んだという話だったが……。

ＧＭ：「ああ、くたばったさ。けど、ここがどこだか知ってるかい？　死んだ人間が向かう場所、幽界だよ」

ゼニーナ：つまり幽霊？

ＧＭ：「いや、一応、生身っぽくはあるよ。ほれ、こんな風に」ぽんぽんとＲＥＤとラクレの頭に左右の手を乗せる。




　母さんの、手です。

　あったかくて、しっかりとして、いい匂いがする……母さん、の、手。

　その手が、わたしの、頭を撫でて、くれ、て……。




ラクレ：もう、わんわん泣き出しながら抱きつきますよ。母さん母さんって繰り返しながら。

ＧＭ：では、ルビィもまた嬉しそうに抱きしめてくれる。「うん、うん。……キミはどうするよ、ＲＥＤ少年？」

ＲＥＤ：うるせぇっ！（笑）

ＧＭ：「アタシのことはとりあえず置いとくとしてだ。まずは礼を言わないとね。ありがとうよ、ＲＥＤ海賊団。それにピジョンブラッド。アタシの一番の宝を守ってくれて」

ネヴィン：……いや、ラクレは仲間だ。彼女がいなければ、どうにもならないこともたくさんあった。

ゼニーナ：だわだわ。持ちつ持たれつって奴なのだわ。

ＧＭ：「けど、白い肌が陽に焼けすぎじゃない？　ていうか、露出高すぎ！　もっと慎ましい子だったはずなのに……」

ゼニーナ：もうギャンブルの魔性にもとりつかれて、すっかり世間の水に馴染んだのだわ。

ラクレ：わたしも、立派な海賊の一員なんだよ！

ＧＭ：「親としては、喜んでいいことなのかねぇ？　なぁ、ＲＥＤ」

ＲＥＤ：いいことじゃねぇか。度胸はあるし、戦いくさ働ばたらきも上々。料理が抜群に上手い分、ルビィ、あんたよりも芸げい達たつ者しやといえるんじゃねぇかなぁ。

ＧＭ：「ＲＥＤ、なーまーいーきー。可愛いリチャードきゅんはどこにいっちゃったのかしらねぇ～」と、ＲＥＤに対しても、昔と変わらぬ軽口を叩きまくる。

ＲＥＤ：リチャードきゅんはヤメロ！（笑）

ＧＭ：「まぁ、アタシがアンタにやった帽子、ラクレに譲ってやったんだねぇ。ま、それに免じて少々のことは許してやりましょう」

ラクレ：あ、母さんの帽子だったんだ。

ＧＭ：うん、話し合って、そう決めた（笑）。

ＲＥＤ：照れくさいので、話を逸らすぜ！　しっかし、アンタ、なんでそんなに若い姿なんだ？　幽界で若わか返がえりの水でも飲んだか？

ＧＭ：すると、ルビィはぽりぽりと頬を掻く。「んー。ここはさ、思念が形になりやすい場所なんだよ。だから、アタシはアタシのセルフイメージである、この姿で化けて出たわけ」

ＲＥＤ：年とし甲が斐いもなく、な（笑）。

ラクレ：化けて出たって……。

ＧＭ：「ああ。アタシが死人であることには変わりないさ。今のこの姿も、そう長いことは持たないだろうよ。最後の未練が……叶っちまったからねぇ」




　母さんの、微笑み。

　なぜだか、とても切なくなってきます。




ラクレ：未練って……？

ＧＭ：「アンタの強く成長した姿を見たかった。それだけさ」

ネヴィン：ここで、ずっと待ってたのか？

ＧＭ：「そんなとこかな。そしたら、ちゃんと、ピジョンブラッドに乗ってやってきた。やっぱり、自分の故郷には運命が導みちびくのかねぇ」




　……ん？

　今、なんて言いましたか、そこの母親。




ラクレ：故郷？

ＧＭ：「あれ、話したことなかったっけ？　物質界に漂ひよう着ちやくしたピジョンブラッドの中で見つけたのが、赤ン坊だったアンタだよ」

一同：えええええっ!?

ラクレ：初めて聞いたよママ！（笑）

ＧＭ：「あ、そういえば、その話は、しようしようと思ってるうちに言いそびれて、それっきりになってたんだ。やー、ごめんごめん」

ＲＥＤ：うわ、マジでいい加減な女だ！（笑）

ネヴィン：黙ったままにしておいたんじゃなくて、言おうと思って忘れるとか（笑）。

ＧＭ：ここでピジョンブラッドが口を挟む。「ちなみに私、何度も『伝えましたか？』と尋ねたんですよ」

一同：ひでー！（笑）

ラクレ：あはは……って、ということはわたし、母さんの実の娘じゃなかったんだ……。

ＧＭ：「いえ、ラクレ。あなたの体には、紛れもなくルビィの血が流れていますよ」

ラクレ：え？




　ピジョンブラッドは、淡々と語ってくれました。

　当時、船内には、大きな戦いに巻き込まれたらしき死体がいくつもあったこと。

　唯一の生き残りがわたしで、でもひどい怪我で死にかけていたこと。

　母さんが、当時所有していたマジックアイテムの力を借りて、自分の血と生命力の大半をわたしに注ぎ込んで助けてくれたこと……。




ゼニーナ：イイ話なのだわ～！

ＲＥＤ：ったく、人には「海賊はもっと非情になれ」とかぬかしといて、てめぇ自身はとんだお人好しじゃねぇか。

ラクレ：命の大半って……じゃあ、もしかして、母さんの病気の、本当の原因は……。

ＧＭ：「ああ、いやいや。もう、呪いとかあちこちで受けまくってる身だったからさ！　もう原因も何もないよ。アンタに分けた程度でどうこうなるもんじゃない！」

ラクレ：ポイズンの呪いは？

ＧＭ：「あ？　……ああ、あれか。そういえばそんな呪いをかけられたこともあったかな。まぁ二日酔いくらいなもんだ」

ネヴィン：なんという雑魚扱い（笑）。

ＧＭ：「とにかく！　アタシは後悔しちゃいないよ。だって、そのおかげで……」と、キミの髪の一房を持つ。「アタシの血を受け継ぐ娘と家族になれたんだからさ」

一同：…………。

ラクレ：改めて、ぎゅって抱きつきます。母さん……。

ゼニーナ：ずっと不思議だったのだわ。キャプテン・ルビィともあろう者が、禁断の島の場所も分かり、船もあるのに、何で自分で行かなかったのかって。

ＧＭ：「乳飲み子抱えて、そんな危ないところなんか、行っちゃいけないだろ？　守るものがいるんだからさ」

ＲＥＤ：それを聞いたら、苦笑するしかねぇ、な。

ゼニーナ：……ふぅん、なるほど。要するに、宝探しよりもやりたいことができたのね。

ＧＭ：「そういうことさ。で、育ててみたら……最高だったよ。面白かった！」

ラクレ：ひ、人を珍獣みたいに～！（笑）

ＧＭ：「あっはっは！　毎日アタシが見たこともないような驚きの連続だった。だから、アンタはアタシをずいぶんと人間らしくしてくれた。……ありがとよ」

ラクレ：だ、だって、母さんなんて、料理はできないし、洗濯もできないし、お皿洗ったら割るし……！

ＧＭ：「うんうん。そのおかげで、アンタはどんな家事もこなせちゃう、万能ないい娘になっただろ？」

ゼニーナ：ものは言いようなのだわ……（笑）。

ラクレ：む、村の人にだって、愛想ないし！

ＧＭ：「あぁ……。カタギさんとは話しづらくてさぁ。ごめんよ！」

ラクレ：話してくれることっていったら、海のことばっかり、海賊のことばっかり、冒険のことばっかり！

ＧＭ：「しょうがないさ。それしか知らないんだから」




　本当に、手間のかかる母さん。

　でも、たくさん、たくさん、愛してくれた母さん！




ラクレ：母さんがっ……母さんがそんなだからっ……わたしはこんなところまで来て、最高に素敵な仲間と一緒に、海賊団なんてやっちゃってるじゃない……！




　母さんがいたから、ＲＥＤたちと巡り会えました。

　ＲＥＤたちと会えたから、冒険をして、泣いて、笑って、戦って、友達ができて、色んな色んなことを経験できて……そしてまた、母さんに会うことができました。

　それが、ただただもう、嬉しくて……！




ＧＭ：ルビィは、限りなく優しい目でうんうんと頷く。そして───




「……さて、と。名残なごりは尽きないけど、そろそろ時間だ」




ラクレ：……一緒には、いられないんだよね？

ＧＭ：「アタシは死人。ここでこうやって会えたのは……ラクレ。アンタが頑張ったから、神様がくれたささやかなプレゼントみたいなもんさ」

ラクレ：……うん……。

ＧＭ：「ＲＥＤ、あと、ネヴィンとゼニーナだったね。ウチの娘をよろしくな」

ゼニーナ：こんな素敵な子は、逃しゃしないのだわ。

ネヴィン：うん、まったくだ。

ＲＥＤ：……ルビィ。お前も達者でな。

ＧＭ：「はははっ。死人に言う台詞かね。そうそう、〝禁断の島〟は、この海域よりももっと先にあるらしい。アタシにも、よくわかんないけどね」

ラクレ：母さんは、島に辿り着いてないの？

ＧＭ：「死人は、先に進めない。こっから先へ行けるのは生きてるアンタたちだけさ」

ラクレ：そっか……。




　母さんの体が、徐々に光の粒へと変わり始めています。

　もう、お別れです。




ラクレ：それじゃあ、さよなら、母さん！　わたし、母さんが行けなかった島に、きっと辿り着いてみせる！　そして、そのもっと先にも！

ＧＭ：「いいぞ、孝行娘ぇ！」ルビィの目尻にも涙が滲んでいる。

ＲＥＤ：あばよ、ルビィ。また、どこかの海で会おうや。

ＧＭ：「ああ、またな！」そして、ルビィの体は虚空に消える。

一同：…………。

ＲＥＤ：逝った、か……。




　母さんは行ってしまいました。

　わたしたちからは遠い遠い場所へ。

　そして、残された私たちは───




ＧＭ：さて、イベントはこれにて終了。ここから君たちがどうするか、決めてくれ。なお、物質界との門は、徐々に閉まりつつある。

ゼニーナ：あわわ！　どうすんのよあれ！

ネヴィン：戻るか、進むかというところだな。

ＧＭ：「七海邪の強引な儀ぎ式しきにより、精霊の海図は崩ほう壊かいしようとしていますね。今戻らないと、物質界へは、また別のルートでないと戻れなくなります」

ラクレ：別のルートって？

ＧＭ：「さぁ？　なにぶん、記憶が不鮮明ですので……あるにはあるでしょうが、現げん段だん階かいでは検けん討とうもつきません」

ゼニーナ：頼りにならない答えなのだわ！

ネヴィン：つまり、今すぐ帰らないと、エリンディルの酒や飯とはしばらくお別れか。

ゼニーナ：ネヴィンらしい見方なのだわ。

ＲＥＤ：ふむ。では、船員諸君、注目！

一同：お？

ＲＥＤ：オレは民主的な船長を目指している。だから、当海賊団の方針について、意見を伺おうじゃないか！　ええと、まずは……ドク！（笑）

ＧＭ：ドクからか！　じゃあ、そうだな。こう答えよう。




「わしか……うん、そうさなぁ。どうせ、どこに行っても危険は多い。それに、わしがキャプテンと呼ぶのは、あんただけじゃよ、キャプテンＲＥＤ」




ＲＥＤ：ＯＫ、オレに任せるってことだな。ネヴィンとゼニーナは？

ネヴィン：ふむ。私は、強い奴と戦えるなら、それでいい。それに……ここＲＥＤ海賊団は居心地がいいからな。




　ネヴィンさんは帆ほ柱ばしらに背を預け、遠くの海に目を向けました。

　最近わかったんですが、こういうとき、彼女はちょっと照れてます。




ゼニーナ：わらわは迷う！　迷うのだわ～。……ねぇ、ピジョンブラッド。この世界は、財宝がザックザク？

ＧＭ：「そうですね……物質界ではお目にかかれない文物は多いはずですよ」

ゼニーナ：それを持ち帰って売りさばけば、ビッグビジネスの予感！　冒険に賛成！

ネヴィン：……亡命した、故国の連中のことは大丈夫か？

ゼニーナ：国が買えるぐらいのお宝を持って帰るに決まっているのだわ。そうすれば、わらわが新たな建国の女王！




　ゼニーナさんは、鼻息も荒く、野心を表明。

　いつだって、タフで、抜け目がなくて、そしてとってもチャーミングな女の子です。




ＲＥＤ：ははっ！　いいねぇ！　そんじゃ最後は……と、ラクレに視線を向ける。




　ＲＥＤはひとしきり笑い、そして、わたしに視線を向けてきました。

　え？　なんでかな？




ラクレ：どうしたの、ＲＥＤ？

ＲＥＤ：お前はどうしたい？

ラクレ：……ああっ、そっか。言うまでもないと思ってました！




　わたしの答えは、もちろん───




ラクレ：行きましょう！　世界の彼方の海の、その先まで！




　指差した先には、果てしない海！

　風も、潮も、なにもかもがわかりません。

　無謀なのでしょう。

　でも、この世で初めて海に乗り出した人ほどじゃないと思います。




ＲＥＤ：そうだな。見に行くか、新しい世界を！

ラクレ：はい！




　とても楽しそうな、ＲＥＤの笑顔。

　ああ、そっか。

　きっと、世界初の航海者はＲＥＤみたいな人だったんだ。

　航海者ヴオイジヤー。

　とても不思議で、ドキドキして、不安もあって、そして夢に溢れた言葉。

　凪の昼を耐え、

　嵐の夜を越え、

　まだ見ぬ新天地を目指して旅する人々。

　わたしは、わたしたちは今……航海者です！




ＲＥＤ：ＲＥＤ海賊団、出航！

一同：おーっ！




　───そしてまた、船は行きます。どこまでも、どこまでも。
















あとがき




　君よ、世界の彼方かなたの海へと向かえ。

　ってなわけで、『キャプテンＲＥＤ』二巻のあとがきでございます。

　極東・南方・そして再びエリンディル西方と、三つのエピソードをギュッと詰め込んでお送りしたクライマックス、いかがでしたでしょうか？




　ではここで、軽くシナリオについての考えを述べさせていただきます。

　この物語、主人公はＲＥＤですが、語り手はラクレという体裁をとっております。つまり、それだけ目線が、我々に近い存在ということを意味しています。

　それゆえ、（作中でも言及していますが）一巻時点での彼女は、まだ「ＲＥＤ海賊団のお客さん」「被ひ保ほ護ご者しや」的な立ち位置におかれていたと見ることができるでしょう。

　しかし、ずっとそのままでは成長がない。

　物語がクライマックスを迎えるに当たり、この点だけは、きちりと決着をつけておかねばなりません。なので、この巻では、意図的にラクレ絡みのエピソードを増やし、彼女の立場と内面についてつついてみることにしました。

　その後の展開については、お読みいただいたとおり。特に、最終話でラクレは奮闘努力し、ついに正式な「仲間」として認められるに至りました。そのプレイングをやり遂げた水みず野のさんと、そのことをしっかりと認識し、「認める」台詞せりふを返した遠えん藤どう、しの、やにおの三氏に、この場を借りて賛辞を述べさせていただきます。

　こちらとしては、「ラクレがひとりで頑張る様子が描ければ十分」と思って用意していたＦＳ判定でしたが、プレイヤーたちのお蔭かげで、より味わい深いシーンとなりました。

　さて、とにもかくにも、ＲＥＤ海賊団はひとつの航海を終え、新たな海へと旅立つこととなりました。エリンディルの海には、まだまだ神秘が満ち溢あふれていますが、それに挑むのは、これから『アリアンロッド ２Ｅ』を遊ぶあなたたちの役目でもあります。

　なぜなら、本書の発行後、二〇一三年二月に、『アリアンロッド ２Ｅ』の舞台となっている世界エリンを俯ふ瞰かんしたワールド解説サプリメントが出版されるからです。

　タイトルは、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　ディスカバリーガイド』。

　東方世界はもちろんのこと、南方大陸やアルディオン大陸の西部などについての解説や各種データを収めた一冊です。

　いつか、幽界から戻ってきたＲＥＤたちが、「なんだよ、随ずい分ぶんと探たん索さくされまくっちまってるじゃねーか！」と驚くくらい、エリンという世界を探索し、遊び尽くしてください！




　最後に、謝辞を。

　プレイヤーのみなさん、ありがとうございました。リプレイにとって、プレイヤーキャラクターの存在は、何より大事な要素です。魅力的なキャラを想像し、生き生きと遊びきってくれたあなたたちに、心よりの感謝を。

　イラストレーターの輝竜司きりゆう・つかさ先生。本シリーズのヴィジュアルイメージは、あなたのお蔭で明確なものとなりました。あなたから届くイラストラフは、執筆作業の励みでした！

　設定の相談に乗ってくれた久保田悠羅さんを始めとして、各種データチェックや校正などで力を発揮してくれた伊藤和幸いとう・かずゆきさん。そして、分厚い本書に最後までつきあってくれたＤＴＰの方々。

　言うまでもなく、編集、印刷、流通の皆様方。

　そして、読者の皆様。

　ありがとうございました。そして、次のシリーズでもどうかよろしく！

二〇一二年一二月吉日　田中天たなか・たかし
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